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			物理さんで無双してたらモテモテになりました①

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・青木青虫（ムシカゴグラフィクス）

		

	
	
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ

			第１話　その男、ギルス・トリストラと名乗る。

			第２話　ああ、もう、こん畜生。英語で言えばファッキンだ。

			第３話　盗賊に出会うお話。

			第４話　気分だよ。

			第５話　シャルルはおもらしっ子。

			第６話　シャルルさんは巨乳。

			第７話　マジメな思考はエロヒャッハーと吹っ飛びました。

			第８話　シャルルの過去と正体。

			第９話　世界の男の一四割は、巨乳が好きだと思います。

			第10話　悲劇というのは突然に。

			第11話　ギルドマスター・ライナティアス＝ミューレン・ミューレン。

			第12話　ギルドマスターの実力。

			第13話　それが理由でホントにいいのか?!

			第14話　男として。

			第15話　ライナの気持ち。

			第16話　その説明じゃオレ、やたら強いレイプ魔だよっ?!

			第17話　セシリア＝フェアゲッセン。

			第18話　セシリアとの決闘。

			第19話　ラクトの作戦。シャルルとの再会。

			第20話　なんかモテているオレと、魔剣・ファング＝フリッガー。

			第21話　サヨナラ、ファング＝フリッガー。

			第22話　魔剣覚(かく)醒(せい)～初めての18禁的なアレ～

			第23話　長い夜が明けて。

			第24話　ライナちゃんは複雑。

			第25話　ライナの決意。

			第26話　遭(そう)遇(ぐう)、キマイラアント。

			第27話　クイーンとの邂(かい)逅(こう)。

			第28話　クイーンとの決闘。

			第29話　帰宅。

			第30話　戦い明けて。

			エピローグ

			番外編　リアの気持ちと朝ごはん。

		

	
		
			プロローグ

			　

			　冷たい風が吹いている、とあるビルの屋上。

			　オレは街を見下ろしていた。

			　脳(のう)裏(り)に響(ひび)くのはこの世でもっとも醜(しゆう)悪(あく)な、オレの母親という生き物の声。

			「あー、スッキリしたぁ」

			　父に懐いていた猫を保健所に連れて行き、帰ってきてからの第一声である。

			　母曰(いわ)く、保健所に連れて行った理由は「掃除が大変だから」。

			　だがしかし、その猫がいたのは父の部屋だ。

			　捨てるほどに大変だったというのなら、部屋の掃除は父にやらせればよかった。

			　しかしうちの母親は、そうするようには言わなかった。

			　それを言わずに捨ててきた。

			「わたしがこんなに大変なのに、アンタは人の気持ちがわからない」

			　などと言い、そのまま猫を捨ててきた。

			　仮にそれほど大変であったとしても、第一声に「スッキリ」はないだろう。

			　大切にしていた猫を捨てられた、傷心の人間の前で、それはないだろう。

			　さらにこの母親は、捨てられたのとは別の猫を四匹も兄に預けたことがある。

			　当時の兄は演劇部に所属していて、それの都合があるので一(いつ)旦(たん)は断った。

			　すると母は言ったのだ。

			「オマエは冷たい。家族みんなが大変なんだ。協力しろ」

			　そう言って、四匹もの猫の面倒を見させたのだ。

			　相手が大変な時は猫を生かすのに協力しろ。しないのは冷たい。

			　しかし自分が大変になると、殺すのは仕方ない。協力しろ。しないのは冷たい。

			　しかもこの母親は、「オマエは人の気持ちがわからない」が口(くち)癖(ぐせ)だ。

			　便利な言葉だ。

			　自分が被害者のように語っているが、要するに「わたしの欲望を満たしてくれないオマエはクズだ」と言っているに等しい。

			　相手がそれをしたくない理由、してくれない理由を考えることもせず、「してくれないから冷たい」と、実に勝手な理屈で相手を叩くのだ。

			　ここまで聞いて、人によっては言うかもしれない。

			　オマエはその時なにしてた？

			　オレはなにもしなかった。というよりもできなかった。

			　小さいころは抵抗していた。

			　おかしいことはおかしいと言い、矛(む)盾(じゆん)していることは矛(む)盾(じゆん)していると言った。

			　そのたびに怒(ど)鳴(な)られた。そのたびに殴られた。

			　怒(ど)鳴(な)り平手打ちを食らい、オマエは冷たい人間であると罵(ののし)られた。

			　殴ったあと、上から目線で『今のは叩かれても仕方ないよね？』などと言われて、違うと言えばまた殴られた。ハイと言うまで殴られた。

			　逆に無言でうつむいていれば、殴られることはなくなった。

			　意見や抵抗さえしなければ、殴られることはなくなった。

			　そんなことが続いたせいで、オレの心は摩(ま)耗(もう)した。

			　反抗することや家を出ることを考えるだけで、過去の記憶が蘇(よみがえ)った。

			　あの理(り)不(ふ)尽(じん)な母親と戦うシナリオを軽く想像しただけで、呼吸が苦しくなった。瞳に涙が滲(にじ)むようになった。

			　未来とか将来といった単語に、強い吐き気を覚えるようにさえなった。

			　できることがあるとするなら、死による自己の解放ぐらいしかない。

			　それ以外の手段では、オレは抵抗することができない。

			　だからオレはここにいる。

			　死のう、死のうと思いつつ、ビルから世界を見下ろしている。

			　だけれども、こうしているとわかる。

			　生きたい。

			　本当は生きたい。全力で生きてみたい。

			　過去の記憶やしがらみからも解放された別世界のような場所で、心のままに生きてみたい。

			　しかし、そのために動く気力も摩(ま)耗(もう)しきった今のオレにはなくて――。

			　だから死にたい。解放されたい。

			　そんなふうに思ってしまう。

			　それでもビルを見下ろすオレは、オレに向かって叫んでる。

			　生きたい。本当は生きたい。

			　どこか遠い別の世界で、全力で生きたい。

			　でもそれができなくて、だから――――。

			　矛(む)盾(じゆん)と呼ぶには一貫した感情。

			　これらを戦わせることは、なにも初めてではない。

			　オレは何度も死にたいと思い、そのたびに死ねなくて生きてる。

			　死への一歩を踏みだせないから仕方なく生きてる。

			　そんなオレの視界の隅(すみ)に、ヘンなものが見えた。

			　黒い穴である。

			　野球のボールぐらいの大きさの穴が、宙にぽかりとあいている。

			　なんだろうな、これ。

			　思ったオレは、右の手をまっすぐに伸ばした。

			　その刹(せつ)那(な)、穴はグワッと大きく開き――。

			　オレの意識は闇(やみ)の中。

		

	
		
			第１話　その男、ギルス・トリストラと名乗る。

			　

			「ようっ！」

			　意識を取り戻したオレに、ヘンな男が言った。

			　爽(さわ)やかに刈り上げられた瑞(みず)々(みず)しい黒髪に、やはり爽(さわ)やかな顔立ち。そして黒いローブを羽(は)織(お)っている。

			　右手の先には赤い宝石がはめ込まれた――ファンタジーに出てくる魔法使いが持っているような杖(つえ)を持っている。

			　男は言った。

			「この世界の名はアールヴヘイム。オマエさん――天(あま)草(くさ)ラクトを呼んだのはオレだ」

			　オレはあたりを見回す。ホコリ臭い部屋にはヘビの抜け殻やコウモリの羽が何本も干(ほ)されてて、小(こ)汚(ぎたな)い机の上には書物などが積まれていた。

			　さらにオレの真下には、青白く光る魔法陣。

			「異世界……ってやつか」

			「飲み込みが早いねぇ」

			「まぁな」

			　というより、この状況ではそれしか考えられないだろう。

			　現実世界に強い未練や執(しゆう)着(ちやく)があるやつだったら、信じたくないと思うあまりに否定したり動揺したりもするんだろうが、オレは死を考えていた人間だ。そういうものはまったくない。

			「で……オマエはどういう用件でオレを呼んだんだ？　なにかの実験台にするつもりだって言うんなら………………痛くないように頼むぜ？」

			　どうせ価値のなかった命だ。

			　誰かの役に立てるなら――それが頭のおかしい魔術師であっても――いくらかマシってもんだろう。

			「オマエ、人をなんだと思ってるんだよ……」

			「自分の都合で人を異世界に召(しよう)喚(かん)するやつだ」

			「それでも一応、人は選んだつもりだがね」

			　男はやれやれと肩をすくめた。

			「異世界をトリップするあの門は、今の世界に未練がないやつにしか呼応しない。今の世界をしっかり生きたいって思ってるやつには、見えもしなけりゃさわれもしないシロモノさ」

			「そうか………………」

			　とりあえず、極悪人ってわけじゃないようだな。

			「で、なんの用で呼んだんだ？」

			　男は持っていた杖(つえ)を腰に差し、小さな瓶(びん)を取りだした。左手の上に青白い粉を振りまく。

			　粉をギュッ……と握り締めて手を開く。

			　一匹の蝶が羽を開いた。

			　サファイアのような輝(かがや)きを放つ硬質的な美しさを持った蝶が、輝(かがや)きをまき散らしながらひらひらと飛んだ。

			「オレの名前はギルス・トリストラ。職業はアルケミスト――錬(れん)金(きん)術(じゆつ)師(し)だ。ギルとでも呼んでくれ」

			　男――改めギルは言った。

			「好き勝手やっていたせいで今ひとつ無名だが、歳は今年で二四二になる」

			「二四二…………？」

			「ああ、二四二さ」

			「どう見てもオレと同じくらい……一五か一六にしか見えないが……」

			「そう見えてもらわなければ困る」

			　ギルはクックと忍び笑った。

			「なにしろオレは、若返りの薬を飲んだ人間だからな」

			「若返りの……」

			「一二九歳の時に飲んだ。それからさらに一一三年。毎年一歳若返り、今の見た目は一六歳さ」

			「一年で、一歳ずつ…………？」

			　それで今の年齢ということは、もしかして……。

			「察しがいいな、オマエさんは」

			　ギルはまたもハハッと笑った。

			「オレはあと一六年でこの世から消える。この世に生まれた赤ん坊が生まれる以前は無だったように、なにもかもをなくして消える」

			「…………」

			「もっともそれは、理論上のお話だ。もう二年か三年もすれば知能は少しずつ衰(おとろ)えて、五年か六年もすればただのガキと変わらなくなる。アルケミストとしての寿(じゆ)命(みよう)は早くて二年。もって五年といったところだ」

			「そうか……」

			「オマエさんを呼んだのはそのためさ」

			「…………」

			「消えることはそれなりに怖い――が、さらに生き続けたいと思うには、オレは長く生き過ぎた。消えるのを恐ろしいと思うのと同じ程度に、そろそろ休みたいとも考えている」

			「…………」

			「そこでオマエには、オレの弟(で)子(し)になってもらいたいわけだ」

			「弟(で)子(し)……？」

			「そうだなぁ…………」

			　ギルは虚(こ)空(くう)を見つめてから、人差し指をピンッと立てた。

			「オレの国の中には、〈捉(とら)われたウサギのような目〉という比(ひ)喩(ゆ)がある。なにもかもがどうでもよくなって、うつろな目をしているやつを示す言葉だ」

			「オレの世界では、〈死んだ魚のような目〉っていう比(ひ)喩(ゆ)があるな……」

			「それを作った人間は知ってるか？」

			　オレは首を振った。

			「でもすごいとは思わないか？」

			　ギルは静かに言う。

			「オレたちは、そういう言葉を普通に使う。誰が考えたかもわからない言葉を、わからないまま普通に使う」

			　深い海の底のように、静かに、淡(たん)々(たん)と。

			「想像してみろ、イメージしてみろ、ラクトくん。自分が作ったその言葉。自分の口が紡(つむ)いだ言葉、自分の指が記した言葉。そういう言葉が見知らぬ人たちに渡り、大いなる輪廻(りんね)の中に入り込む。自身の肉体が腐敗して溶けて土の中に還っても、作った言葉は残り続ける」

			　また術を使ったのだろう。ギルの指先からは命の繋(つな)がりを象徴するかのような、緑色のツルが伸びた。

			　同時にオレはブルリと震えた。

			　ギルの言うことは、確かに…………すごい。オレのものはオレのものだと抱え込んでいる人間よりも、何千倍もすごいことをやろうとしてる。

			「オレはそれをオレが持っている技術でやりたいわけだ。しかしオレには時間がない。だからテキトーなやつを弟(で)子(し)にして、オレの中にあるオレをいろんな人に伝えてもらいたいってわけだ」

			「なるほど……」

			　一応筋は通ってる。ギルを疑う理由もない。

			　相手を疑うってことが必要になるのは、騙(だま)されると実害があるからだ。もともと死のうと思っていたオレの場合、騙(だま)されたところでどうってことはない。

			「わかったよ、ギル」

			　オレはこの奇妙な錬(れん)金(きん)術(じゆつ)師(し)に弟(で)子(し)入りをすることを決めた。

			　

			　そして、半年の月日が流れた。

		

	
		
			第２話　ああ、もう、こん畜(ちく)生(しよう)。英語で言えばファッキンだ。

			　

			　奇妙な錬(れん)金(きん)術(じゆつ)師(し)――ギルス・トリストラに弟(で)子(し)入りをしてから半年。

			　オレは馬車に乗ってキムレスという街に向かっていた。

			　馬車と言っても、それを引くのは高さ五〇センチのからくり馬だ。

			　その馬は、オレが右手で握ってる手(た)綱(づな)から流れるマナを動力源にして動いている。

			　オレが乗っているのも、オレと荷物が乗れるぐらいの小さな荷台だ。

			　ギルに弟(で)子(し)入りすること半年。

			　オレはギルから街へと出向くように言われた。

			　そもそもギルの目的は自分の技術を――それを考えたのが自分とは知られずとも――世の中に染み渡らせること――と本人が言っている。

			　だからオレ以外にも、召(しよう)喚(かん)したり拾ったりする予定らしい。

			　まぁ合理的だろう。

			　ひとりの弟(で)子(し)にすべてを賭(か)けたら、そいつが事故や病気で死んじまった瞬間にパァだ。

			　だからまず、ギルは最初の一ヶ月でいろんな基礎をひと通りオレにやらせて、そのあとはもっとも見込みがありそうなところを重点的に教えてきた。

			　馬車の技術はその〈基礎的〉なほうだ。

			　だからギルの弟(で)子(し)になったやつならこれぐらいみんなできる。別に大したことじゃないと聞いたんだが………………。

			　目立つなぁ。

			　いやほんと、目立つのだ。

			　オレが進んでるのは左右を小さな草原に囲まれた街道だ。冒険者や一般人らしき人たちともすれ違う。しかし、そいつらのほぼ全員が〈うおっ！〉とか〈すげー！〉みたいな顔で、こちらを見てくる。

			　逆に、オレが乗っているからくり系の馬車には、まったくもってすれ違わない。

			　すれ違うのは、普通の馬車ばっかりだ。

			　馬車を操る御(ぎよ)者(しや)のやつも、馬車の窓からこちらを見てくる貴族っぽいやつも、〈すげー！〉って顔でこっち見てくる。

			　オレは密かに思ったりした。

			　ギルってホントにすごめのやつなんだなぁ……。

			　初対面の時にオレと会話したりもしたが、それもあの時に持っていた杖(つえ)の効果らしいしな。

			　まぁ半年のあいだにいろいろと学んだおかげで、普通に会話するぐらいならアイテムがなくってもできる。

			　これもやっぱりギルの力だ。

			　寝ている間に、（錬金術で作られたという）アイテムで催(さい)眠(みん)学習をしたのだ。

			　ただ逆に言うと、普通の会話が精一杯だ。文字とかは読めないものも多い。だから手(た)綱(づな)を操りながら、本を読んだりもしている。

			　ちなみに本は、ぷかぷか宙に浮いている。ギルが言うには〈ページの一枚一枚に浮遊石の粉をちりばめた〉とのことだ。

			　横になったり歩きながら読書をしたりするのに便利！　とのことらしいが、冷静に考えるとすごいよな。

			　まぁ、冷静に考えなくっても、すごいっちゃすごいんだけど。

			　ただオレは、異世界から召(しよう)喚(かん)された人間だ。

			　だから〈すごい〉と思っても、オレの世界ですごいのか、この世界でもすごいのかはわからない。

			　例えば江戸のチョンマゲ男をオレの世界に連れてきた場合、テレビや車に驚くだろう。

			　けどそれは、オレの世界だと『普通』で終わる。

			　ちょっとの魔力で簡単に動くからくりの馬とか本もそれと同じで、この世界では普通かとも思ってたんだよ。

			　しかしまぁ、実際に使って移動していると目立つ。

			　馬車にゆられること三時間。オレは目的の街に着いた。

			　ギル曰(いわ)く、「むかし自分が使っていた家がある街」らしい。

			『むかし』っていつだよと思わなくもなかったが、オレはあんまり気にしなかった。

			　もともと細かいことを気にする性格じゃないんでな。

			　けれども、ギルは二四二歳。

			　人の三倍生きてるんだから、時間の感覚も違ってくるに決まってる。

			　単純な比率で言ってしまえば、八〇歳のジーさんの一〇年が、ギルの三年と四ヶ月になる計算だ。

			　つまりなにが言いたいかって言うと――。

			　

			　ボロ家すぎるぜギルさんよぉ！

			　

			　まず言おう。ドアはある。

			　でも腐ってる。ボロい上にカビが生えてる。左下には穴があいてる。

			『腐った板をはめ込みました』と言われたほうがしっくりとくる。

			　次に言おう。窓はある。

			　バリンバリンに砕(くだ)け散り、隅(すみ)にちょこんと残っている程度の窓が。

			　ちょこんと残る微妙さ加減が、

			『エプロンあるから裸じゃないもん』と言い張る裸エプロンの女の子のような、いじらしさを感じさせる。

			　ああ、もう、こん畜(ちく)生(しよう)。英語で言えばファッキンだ。

			　どうしてこの窓は窓なんだ。どうして女の子じゃなかったんだ。

			　もしも女の子なら、全力で抱きしめていたってのに！

			　それでも感謝するべきなんだろう。屋根があって壁があり、雨や露を凌(しの)ぐことができるなら。

			　オレはそう思いながら、ドア（と呼んでいいのかどうか疑問）な木の板をあけた。

			　しかし中身も酷(ひど)かった。

			　言いました。オレは確かに言いました。

			　屋根があって壁があり、雨や露を凌(しの)ぐことができるなら――と。

			　なのにこの家――。

			　

			　壁がねぇ！

			　

			　残っているよ？　七割ぐらいは残っているよ？

			　でもさ、それって違うよね。壁っていうのは一〇割あって初めて壁としての意味を持つっていうか、三方向はフツーの壁でも、西の壁にでっかくビッグな穴があいてて海が見えたりしたらいけないよね？

			　風通しがバッツグーン☆　とか、潮風がキモチイイー♪　を売りにしたらいけないよね？

			　空を仰(あお)げば青い空に白い雲。爽(さわ)やかな風が頬(ほほ)を撫(な)でる……なんてなったらダメだよねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ?!

			　返してよっ！　返してよぉ！

			『屋根があって壁があり、雨や露を凌(しの)げれば……』なんて考えていたボクの純情っ！　謙(けん)虚(きよ)っ！　やさしい気持ちっ！

			　返してっ！　返してっ！　返してよぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

			　はぁー、もう、これどうしろってんだよ、ギルのアホー。

			　オレは地面に寝転がり、子どものようにジタバタと暴れた。

			　ヤダヤダヤダー！（ジタバタ）　ヤダヤダヤダー！（ジタバタ）

			　屋根も壁もない家はヤダー！　ヤダよぉ、ヤダよぉ…………。

			　などと嗚(お)咽(えつ)を漏(も)らした末に。

			「まっ、嘆(なげ)いてもしゃーないか」

			　光の速さで切り替えた。

			　なにせウチ、母親が約束破りの常習犯というクズだったからな。

			　期待を裏切られることには慣れている。

			　建物自体はクソボロだけど、家をくれるっていう約束自体は守られてるしなー。

			　もっと言うなら、こんな時のための錬金術ですよ。

			「ラララ・レレンキン。ラララ・レレンキン。ララララ♪」

			　謎(なぞ)の歌を軽やかに歌い、オレは外に置いてあるリアカーから荷物などを持ってくる。

			　それらはすべてダンボールに詰まってる。

			　すり鉢(ばち)やすりこぎやビーカーにフラスコみたいな普通の道具はもちろん、ギルが基礎知識について記した本とかもぎっちりだ。

			　ちなみにこの『ダンボール』ってのは、オレたちの世界のとはちょっと違って、羊(よう)皮(ひ)紙(し)やドレッドパピルスとかいう木の皮が原料になっている。

			　だから、オレたちの世界のダンボールよりも強度は高くて、水にも強い。

			　でも高い。三箱セットで三日分の食費になるぐらい高い。

			　オレたちの世界のダンボールとは、コクワガタとオオクワガタ（黒いダイヤ）ぐらいに差がある。

			　オレはダンボールをふたつ開け、ひとつ目の箱からすり鉢(ばち)にすりこぎ。ふたつ目の箱から火(か)炎(えん)石(せき)を取りだすと――。

			「はあっ！」

			　気合いを使って素(す)手(で)で砕(くだ)いた。破(は)片(へん)になった石をすり鉢(ばち)に入れた。

			　すりこぎを使ってガッガッと砕(くだ)き、ごーり、ごーり、ごーりと潰(つぶ)す。

			　やっててまだるっこしいのだが、粉状になった火(か)炎(えん)石(せき)はおよそ六〇度で発火してしまう。

			　だからゆっくりやらないと、炎上、暴発、だいばくはーつ♪　なことになる。

			　作業が終わった。

			　オレはすり鉢(ばち)を脇に置き、ダンボールの中に入っていたそのほかの素材――氷石や弟(おと)切(ぎり)草(そう)、乾燥させた燃ゆる草とか、イシュターの小枝といったアイテムたちを出していく。

			　火事にならないように氷石で囲いを作り、その中央に燃ゆる草を置く。

			　カラになったダンボールたちを寄せ集めては、癒(いや)しの杖(つえ)の材料にもなるイシュターの木の小枝を乗せた。先ほど作った火(か)炎(えん)石(せき)の粉をまぶす。

			　右手に意識を集中させて、指をパッチンと鳴らす。

			　ボボボボ、ボンッと火柱が地面へと降り、ダンボールに火がつく。

			　同時にオレは、空から落ちてきた石――つまり隕(いん)石(せき)を（ギルが）加工して作った『星の砂』が詰まった小瓶を出して、呪文を唱える。

			「原始のころより流れし理(ことわり)。それは等価と名付けられし法。貴(き)偉(い)なるものは貴(き)偉(い)なるままに、卑(ひ)賤(せん)なる者は卑(ひ)賤(せん)なるまま、その役割を終える理(ことわり)。天なる者に制定されし不合理なる定め」

			　唱えつつ、体内のマナが右手に集まっていく姿もイメージしていく。

			「我が立つは不合理なる者の領域。唱えしは原始の折りより制定されし、不(ふ)尽(じん)の真理を虚(きよ)無(む)へ帰す邪(じや)法(ほう)の言葉」

			　唱えに応じて青白く輝(かがや)く小瓶を、オレは燃え盛る炎へと向かって放つ。

			「錬金・基部の一、原子転換！」

			　ボゥンッ！

			　オレが小瓶を叩きこんだと同時に、燃え盛るダンボールから白い煙が立ち上った。

			　そして煙は（めらごっさ風通しのいいハウスのお陰で）外へと流れ、最後はテントがそこに残った。ダンボールで作られた小型のテントが。

			「よしっ……」

			　オレはふうっとひと息ついた。

			　この世界でも科学の基本は、等価交換という名の『質量保存の法則』だ。

			　しかしオレがいた世界とは違い、生き物の体内に流れていたり、大気の中を漂(ただよ)っていたりする『マナ』も交換の対象になる。マナを物質にぶち込むことで、本来の質量を越えた物質を錬成することができる。

			　なんでそんなんできんだよ、と言われても知らん。地球の磁力や引力と同じだ。

			　磁力や引力があるということは、小学生でも知っている。

			　だがしかし、どうしてあるのか？　は世界有数の物理学者を一〇〇人集めてもわからない。

			　特に引力のほうは、あのニュートン先生ですら、どうしてあるのかを考え過ぎて発狂しかけたというお話だ。

			　しかし世界の科学者は、『なんであるのかは知らん。でもあるものはあるんだよ！』でオハナシを進め、科学を発展させてった。

			　それとまったく大差なく、この世界にはマナというものがある。

			　あるからあって、あるという前提でオハナシが進んでいる。

			　ただマナは、誰にでも使えるものではないらしい。

			　マナそのものは誰にでもあるが、術として外に出せるやつは少ない。

			　まずは絶対的な量。次に術として出せるセンスが必要になる。

			　野球のバットでボールを飛ばすには単純な筋力が必要となるが、当てるための技術がなければ意味がない。

			　筋肉をマナの量、当てる技術をセンス……と考えてもらえれば、わかりやすいだろう。

			　そしてオレの才能は、マナの量が一万二千。センスのほうが三……みたいな状況らしい。

			　体内にうずまっているマナの量はバカみたいにあるが、センスのほうは下の下の下。初歩系の術なら使えるが、それ以上の術を使おうと思えばアイテムのサポートが必(ひつ)須(す)。

			　それでも充分な気はするが、ギルのやつは地面に手を触れて一言二言つぶやくだけで、体長三メートルぐらいのゴーレムを召(しよう)喚(かん)していた。

			　しかもデカいだけでなく、腕を振ったらその風圧で木々が何本も倒れるような高性能だ。

			　それを基準に考えてしまうと、ダンボールテントを錬成するのにもアイテムの力が必要なオレの魔法力は今ひとつだなぁ、と思う。

			　それでもいいや。オレがほしかったのは、雨と露を凌(しの)げる家だ。

			　今はそれがあればいい。今はそれで眠ればいい。

			　片づけだとか掃除とか、今日できることは明日に伸ばそう。

			　などというザ・ダメ人間のようなことを考えながら、ダンボールテントへともぐり込む。

			　テントの中はそこそこ広い。

			　大の字になっても両手が壁につくことはなく、天井を見ても狭いという感じはしない。

			　ちょっと無理をしたら、もう四、五人は入れるかもしれない。

			　オレはうつ伏(ぶ)せになった。テントの床に頬(ほお)ずりをした。

			　いいなぁ、この肌触り。英語で言えばグッド。フランス語ならトレビアンだ。

			　錬成の際に癒(いや)しの杖(つえ)の材料にもなるイシュターの小枝を混ぜているので、疲労回復の効果が備わっているのだ。その効果たるや、この中で三時間寝れば、テントの外で九時間寝たのとおんなじになるほどだ。

			　効果が続くのは一ヶ月ぐらいだが、今のオレには充分すぎる。ごろごろしてると癒(いや)される。

			　自分で作った愛着もある。

			　名前はダンテだ。ダンボールのテントだからダンテ。安直？　シンプルと言ってくれ。

			　ダンテ。今日からずっといっしょだぜ？

			　癒(いや)しの効果が切れたあとでも普通のダンボールテントくんとして、オレを出迎えてくれよ？

			　オレは必ず帰ってくるから。ほかのテントに浮気しないで帰ってくるから…………。

			　疲れていたこともあって、オレはゆるやかに眠りについた。

		

	
		
			第３話　盗(とう)賊(ぞく)に出会うお話。

			　

			　天井にデカイ穴があり、壁も割れているオレの家。

			　オレはあぐらをかいて座っていた。

			　ビンの中に入っているピコルル（模様のないオレンジ色のテントウムシのような虫）を見てはメモを取っていた。

			　ビンの数は六本で、それぞれエサにしている草が違う。

			「この花と草のが水色で、この草のが薄紫色で、それ以外はオレンジのまま…………と」

			　ピコルルの背中は、基本的にはオレンジ色だ。

			　しかし食べた草や舐めた蜜(みつ)。飲んだ水に薬理作用があると羽の色を変える。

			　カフェイン的なクスリだと赤くなり、イシュターの小枝などの癒(いや)し系だと緑色といった具合だ。

			　不思議な生き物だなぁ、と思ったりするが、オレたちの世界にも似たような生き物はいる。

			　それはクモだ。

			　クモは興奮剤やカフェインなどを与えられると、作る巣を変えるのだ。

			　興奮剤だとせっかちにぞんざいな巣を作り、カフェインだとデタラメに作る。

			　リセルジック酸というマニアックな薬だと、幾(き)何(か)学(がく)的な美しさを持った精(せい)巧(こう)な巣を作る。

			　今でも一部の大学では、薬の作用がどんなものかを調べるためにクモを使っているほどだ。

			　一応オレは（見習いとはいえ）錬(れん)金(きん)術(じゆつ)師(し)なので、いろんな素材や植物に触れておく必要はあるわけだ。

			「よし……」

			　オレは糸で束ねた手製のノートを閉じて、ダンテくんの中に入れた。

			「今日はちょっと遠出するかな」

			　オレはつぶやいて、家と呼ぶにはいささか寒いことになっている家を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　家を出たオレは、冒険者ギルドからもらった地図を見ながら道を歩いている。顔を上げ、遠くに見える山を見る。

			「間違ってないな……」

			　オレが向かっているのは、ヴィレット山のふもとの森だ。

			　危険度を示すダンジョンランクはＥと低めだ。初心者と初級者の境目ぐらいの冒険者たちが、パーティを組んで入るのにちょうどいいとされている。

			　しかし取れる薬草はその森限定のものが多く、ランクのわりに実入りはいい。レベルの高い冒険者でも、常連のように通っていることがある。

			　そしてオレの目的は、その森の中にある木の葉の採取だ。

			　ギルが作成した薬草レシピに必要な葉っぱが、その森で大量に採れるとのことだ。

			　効果としてはドラ○エの薬草程度しかないが、コストが一般的な治療薬の三分の一であるうえ、長期保存に向いている。レシピが流行ればどの家庭でもその治療薬に置くことになるだろう。

			　誰が作ったかという名(めい)誉(よ)は伏(ふ)せられて、それでもいろんな人たちの中に入りこむ。

			　人や社会が作る輪の中の欠かせない一片として、自分の知識が混ざりこむ。

			「いいなぁ……」

			　オレは思わずため息をついた。

			　レシピを開発したのはギルだ。オレがレシピを広めても、その空間にオレはいない。

			　現状ギルには恩(おん)義(ぎ)があるから広めていくことにもやぶさかではないが、いつかはオレもオレのレシピを広めていきたい。

			　ピコルルにいろんな草を与えて薬理作用を調べているのも、そのためである。

			　ザク、ザク、ザク。

			　踏み固められた薄茶色の道を歩く。道の両脇には背の高い若草たちが生い茂っていて、風が吹くたびそよそよと鳴る。歩くたび、腰の袋と背中に背負ったナップザックが静かにゆれる。

			　漂(ただよ)ってくる緑の香りも心地よい。

			　生きてるなぁ……オレ。

			　というふうに、オレが生きている実感を味わっていると、

			「ハロー、おにぃさん♪」

			　向かいから、ボーイッシュな女の子が話しかけてきた。

			　上はスポーツブラのような黒いタンクトップで、下も同じく黒いスパッツ。

			　腰には、薄紫色のバンダナを巻いている。

			「ねぇー、おにぃさんは冒険者だよねぇ？」

			「まぁ……そんなところだ」

			「それでこの先にあるヴィレット山かぁ、ふもとの森に用事だったりするんだよねぇ？」

			「……まぁな」

			「実はボクもでさぁ。今ちょっと入ってきたばっかりなんだけど、思ってたよりきびしくってぇ、おにーさんみたいな人がいっしょにきてくれるとぉ、助かるんだけどなぁ」

			　女は体をくねらせて、誘うかのようにしなを作ってきた。

			　上目遣いでオレを見つめて、色っぽい表情を浮かべてくる。

			「ねっ……？」

			　そしてオレの腕を取ろうとしてきた。

			　だがオレは、体を半身ずらしてかわした。女をじっと見下ろす。

			「えぇ～、もぉ、なんで逃げるのさぁ～」

			　胸の前で両手をグーにして抗議する女に、オレは皮肉を言ってやった。

			「それはそっちだろう？」

			　女の動きがピクッと止まる。

			「バカみたいに寄ってきてるが、体の重心が後ろにかかっている。意識が退くことに向かっている証(しよう)拠(こ)だ。こっちを信用していないやつを、どうして信用しなくちゃいけない？」

			「ケーカイシン強いんだねぇ、おにーさん」

			　女はハアッとため息をつくと、邪(じや)悪(あく)な笑みを口元に浮かべた。

			「でも、セーカイ」

			　すばやくバックステップを踏む女。小さな指をパチッと鳴らした。道の両脇に生い茂っている草が弾けた。口を黒いマスクのような布でおおった黒ずくめの女が飛びだしてくる。

			「申し訳ございません！」

			　そいつはオレに謝罪しながら、ヒュオンと棒を振った。

			　盗(とう)賊(ぞく)か……。

			　オレは棒を素(す)手(で)でつかんで、黒ずくめの女の腹を足で押して転ばせた。

			　そして立ちあがろうとしたそいつのノドに棒を突き当て、偽(にせ)の殺(さつ)気(き)を放って脅(おど)した。

			「立ったら殺すぞ」

			「っ――……！」

			　そいつは声なく目を見開いて、その場にベタッと尻(しり)餅(もち)をついた。

			　Ｍの字に開かれた脚の付け根がじんわりと濡れた。

			　小便と思われる液体が、ジョロジョロと流れた。

			　同時にオレは気配を感じた。体をスッと横に動かす。オレがいた場所で棒が空を切った。

			　オレは棒を引き寄せ、棒を持っていた盗(とう)賊(ぞく)に肘(ひじ)鉄(てつ)を入れた。

			　棒をヒュオンと振り回す。迫ってきていた盗(とう)賊(ぞく)三人の持っていた棒が真っ二つに折れた。

			　オレはくるりと振り返る。最初にオレに話しかけてきたバンダナの女が、銀のナイフを突きだしていた。

			　オレはナイフを棒でいなした。キィンッと鋭い音が鳴り、赤い火花が飛び散った。甘い匂いも少しした。

			（眠り薬か）

			　それは恐らくかすめただけで、オレを眠りに誘うだろう。

			　斬(ざん)撃(げき)、斬(ざん)撃(げき)、回し蹴(げ)りと放ってくる女。

			　オレは棒で受け流し、体を回して蹴(け)りをかわした。

			　女の技量は高くない。身体能力も平凡だ。ただの技量や身体能力で言うならば、オレを最初に襲ってきた黒ずくめが一番高い。

			　しかし女の攻撃には、強い意志がこもってた。

			　ほかのやつらとは違い、ナイフの斬(ざん)撃(げき)ひとつひとつに、強い意志を込めてきていた。

			　それはまぁ、当然だろう。

			　この国の決まりだと、襲いかかってきた盗(とう)賊(ぞく)はモンスターと変わらない。

			　身ぐるみを剥(は)ぐのが自由なら、命を奪うのも自由。殺す前に犯したってお咎(とが)めはない。

			　そしてこの女、相打ち覚悟の捨て身の攻撃が多い。

			　つまりこの特攻は、自分が生きるためではない。仲間を生かすためだ。

			　仮に自分が生きるだけなら、劣(れつ)勢(せい)になった時点で逃げればそれでいいわけだしな。

			　こういう相手は意志がある分、強い。

			　が――。

			「槍(そう)術(じゆつ)――紅(べに)疾風(はやて)」

			　オレは小さくつぶやいて、疾(しつ)風(ぷう)のごとく棒を振るって黒ずくめの女たちのあいだを抜ける。

			　強いは強いが、オレの敵になるほどじゃない。

			　女がグラ……と横に倒れた。

			　けれど死んではいないはずだ。

			　オレが槍(やり)を使っていれば、女の首が飛んであたりが紅色に染まっているところだが、今の武器は棒である。単純に手加減もした。

			　甘いと言えば甘い。上等なパフェにハチミツをかけるがごとく甘い。

			　でもなぁ……。

			　盗(とう)賊(ぞく)たちは、完(かん)璧(ぺき)に覚悟を決めていた。

			　見苦しい抵抗も命乞いもせずに、オレに殺されるのをただ待っていた。

			　そうやって白旗をあげている相手を殺すってのは、やっぱり抵抗がある。

			「もうやんなよ」

			　オレは武器をポイッと捨てて、それだけ言って歩きだす。

			　盗(とう)賊(ぞく)のあつかいは、モンスターと変わらない。

			　逆に言うなら、トドメを刺すも刺さないも冒険者の自由。

			　特にアイツら、人を攻撃することにためらいがあったしな。

			　騙(だま)し討ちをしてきたのも、そうしなければ相手を安全に気絶させられないからだろう。

			　そんなやつらに負けるようなら、森のモンスターに殺される。

			　盗(とう)賊(ぞく)自体は悪いことだが、実際の害はそれほどでもないわけだ。

		

	
		
			第４話　気分だよ。

			　

			「ようやく到着か……」

			　ヴィレット山のふもとの森でオレはつぶやく。森の中には人が通るための道が作られているが、幅はあまり広くない。車が一台通れるかどうか……といった程度だ。

			　そして外から見る限り、なかなか優美な森である。

			　ギルドでもらったガイドによれば、〈小妖精の森〉という別名もあるほどだ。

			　と――。

			「この森は確かに壮(そう)麗(れい)ですが、草原よりも手強い魔物が現れます」

			　見知らぬ声が響(ひび)いた。オレはギョッとして声のほうを見る。

			　そこにいたのはひとりの女。オレより頭ひとつ小さい、整ったショートカットの女だ。

			　頭には、くにゃっと折れ曲がった犬の耳もくっついている。

			　服装は、腰に銀色のベルトをつけていて、それ以外はと言うと――。

			　ついさっきオレを襲ってきた盗(とう)賊(ぞく)のような黒タイツ。

			　っていうか……。

			　オレが半眼で見つめていると、女は自己紹介をしてきた。

			「わたくしの名前はシャルル＝ノイスタッド。先ほど…………」

			「オレの名前ならラクトだ。アマクサ・ラクト」

			「ラクトさまを襲った盗(とう)賊(ぞく)のひとりであります」

			　丁寧に名乗るシャルルだが、オレはシャルルの股(こ)間(かん)を見ていた。

			　そこはほかのところより、さらに黒くなっていた。つまりコイツは、平たく言うと――。

			「もっ……、漏(も)らした者でもあります……」

			　シャルルは胸元で手をギュッと握って、顔を赤くして言った。

			「で……なんの用？　敵意や悪意がないあたり、仕返しって感じじゃなさそうだけど」

			「わたくしたちは外(げ)道(どう)です。罪のない方々を襲っては気絶させ、金品を奪うような所業を何回も行いました」

			「…………」

			「そして人から奪うからには、敗北した際にはすべてを奪われても仕方ない。そうなるのが当然だ――とも考えておりました」

			「奪われるほうからすれば、あってもなくても変わらない理屈だけどな」

			　言われたシャルルは、叱られた子どものようにうつむいた。

			　それを見てオレは思った。

			　やっぱ……根っからの悪人ではないんだよな。
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			　シャルルの理屈は今オレが言った通り、襲う側に都合のいい、極めて自分勝手な理屈だ。

			　しかしそれでも、理屈を立てた。

			　それは即ち、良心の呵(か)責(しやく)があったからだ。人間、悪いと思わないことには言い訳をしない。

			「だけど、そうやって覚悟決めてやっていたつもりが、あっさりと許されちゃって、どうしたらいいのかわからなくなった……ってところ？」

			「はい……」

			「なるほどねぇ」

			「残りの者もあちらに」

			　シャルルはオレの後ろを指差した。

			　シャルル以外の盗(とう)賊(ぞく)たちが、地に膝(ひざ)をつけて待機していた。

			　これはちょっと意外だった。オレはてっきり、反省したのがシャルルひとりで、グループを抜けてやってきたと思っていたからだ。

			　しかもこうやって、全員を引き連れてあいさつに来ているということは……。

			「リーダー……あんたなの？」

			　問いかけるオレの視線は、シャルルの股(こ)間(かん)にいっていた。

			　別にやらしい意味ではない。ただ単純に、（漏(も)らしたクセに……）という気持ちがあった。

			　シャルルもそれに気づいたのだろう。股(こ)間(かん)を隠すような内股になって太ももをもじもじとこすらせた。顔を耳まで赤くして、涙目で言う。

			「たっ……、確かに粗(そ)相(そう)はいたしましたが、それでも頭(とう)目(もく)でございます」

			「そっか……」

			　オレは頭をポリポリかいた。地に膝(ひざ)をついている五人のところへと向かった。

			　腰の袋を取っては放る。

			「金貨も銀貨も一〇〇枚はあるはずだ。それでなんとかやり直せ」

			　オレたちの世界の価値に換算すると、金貨は一枚で五万円。銀貨は一万円に相当する。シャルルを含めた人間六人がやり直すには充分過ぎる額である。

			「なっ……」

			　五人は全員、オレを見上げて絶句した。その中のひとりが顔を上げて尋ねる。

			「よろしいのですか……？」

			「ダメなら渡さない」

			　それからオレは踵(きびす)を返し、シャルルへと言った。

			「以上。どうやって生きるべきかわからなくなったって言うんなら、今日から真っ当に生きろ」

			　シャルルは目を丸く見開いて、口を半開きにしてオレを見ていた。

			「不満か？」

			「いえいえいえ!!」

			　シャルルは首をブンブン振った。

			「しっ、しかし、見ず知らずのわたくしたちに、なぜ……」

			「そりゃあ、まぁ………………」

			　オレは出かかった言葉を止めた。それでよいのかと考える。

			　さっきオレが渡した金は、オレがギルに師事していた半年のあいだに、オレが作ったアイテムや倒したモンスターを売ったりしたのと、ギルからの餞(せん)別(べつ)を足した金だ。家にはまだちょっと残っているが、全財産のほとんどでもある。

			　それでもオレの感覚からすると、修行の『ついで』に貯まった金だ。執(しゆう)着(ちやく)するような金ではない。しかしすべてを渡すのは、やっておいてアレだがおかしい。

			　それに理由をつけるならアレということになるのだが、それでいいのか？　と思う。

			　しかしやっぱり、それが理由なわけであり……。

			　迷った末にオレは言った。

			「気分だよ」

			「気分っ?!」

			　シャルルはめっちゃビビってた。

			　当然と言えば当然だろう。立場が逆ならオレだってビビる。

			　それでもコイツらが盗(とう)賊(ぞく)をしてたのは、そうしなければ食っていけなかったからだ。

			　なのにただ『悪いことはやめろ』と言うだけだったら、飢え死にするか無理な冒険をしてモンスターに食われる可能性が高い。もしもコイツらが道端で餓(が)死(し)していたり、モンスターに食い殺されている姿を想像したら――。

			　だから気分なわけである。

			　オレはシャルルの頭をポンポンと叩く。

			「そういうわけでがんばれよ。オレはカネをやったけど、逆に言ったらそれだけ…………」

			　シャルルの頭を叩いていたオレの手が止まった。味わうように、くしくしと撫(な)でてしまう。

			「はうっ……！」

			　シャルルが顔を上気させて変な声を出したりしたが、なでなでは止まらない。

			　ヤバイ。

			　コイツの髪の毛、すごく気持ちいい……。

			　ふわふわな髪はサラサラで、ぽわぽわとやわらかい。質量を持った陽だまりのようだ。一晩中シャルルをぎゅーって抱いて、頭モフモフしていたい。

			「はううっ、はうっ、はうぁぁ…………」

			　シャルルはシャルルで軽いヘヴン状態になっていた。

			　オレはシャルルから手を離す。

			「あっ、ごめん」

			「いえ……」

			　シャルルは胸元で手を握りしめ、はぁ……、はぁ……と絶え絶えな吐(と)息(いき)で言った。

			「わたくしは……ラクトさまのお情けで命を救われた存在であります。ゆえにわたくしをどうなさろうと、ラクトさまの自由。頭の上から足のつま先。髪の一本からツメのカケラに至るまで、わたくしのすべてがラクトさまの所有物であります……」

			　扇(せん)情(じよう)的にうるんだ瞳と、赤く上気した顔で言ってくるシャルル。

			　その表情はそこはかとなくエロく、オレはシャルルを直視できなくなった。

			「そっ、そう思うならオレが言った通り、盗(とう)賊(ぞく)はやめて真っ当に生きろ！」

			　シャルルにそっぽを向いて言うと、足早に森に入った。

		

	
		
			第５話　シャルルはおもらしっ子。

			　

			「ふぅむ……」

			　森の中はシャルルが言っていた通り、なかなかに壮(そう)麗(れい)だった。

			　緑の葉をつけた木々に、新緑の匂い。

			　空を見上げれば透き通る空に、太陽の日を浴びて緑(りよう)光(こう)色に輝(かがや)く葉っぱ。

			　木々がつけてる赤い木の実とのコントラストも美しく、小枝を踏みしめる音は楽しい。

			　しかし、シャルルが言っていた通り――。

			　モンスターは厄(やつ)介(かい)そうだ。

			　オレの前方に三匹、後方に三匹のアリがいて、オレを取り囲んでいる。

			　それもただのアリでなく、腕と胸部が手甲とヨロイをつけたかのように異常発達している、二足歩行のアリだ。

			　背も高い。オレより頭ひとつ大きい。数字にすれば一九〇センチといったところだ。

			　しかも手には木の槍(やり)を持っている。槍(やり)というよりは『先の尖(とが)った木の棒』と呼ぶほうが近い気もするが、武器としては充分だ。

			「カカッ、キッ、ココッ……」

			「ココッ、キッ、カカッ……」

			「キキーッ、キッ、カカッ……」

			　しかもそいつらが奇妙な音を発すると、森の奥からガサガサと増(ぞう)援(えん)が来た。

			　おかげで左右も囲まれた。

			　地球側にも、賢いと思えるようなアリはいた。

			　葉っぱを巣へと持ち帰っては発(はつ)酵(こう)させて肥料にし、キノコを育てて食べる――つまり農業をやっているハキリアリや、ほかのアリの巣を襲って、サナギや幼虫を持ち帰っては自分たちのドレイとしてこき使うサムライアリなどがそうだ。

			　しかしこの世界のアリは、どうやらそれ以上らしい。

			　ちなみにまったくの余談だが、アリってのは、スズメバチに近い存在であるらしい。

			　それもスズメバチから言うと、ミツバチよりもアリのほうが親戚に近いぐらいとのことだ。

			　実際顔はそっくりであるし、社会を作っている点や、女王を持っているところ、基本的にはメスばっかりで、オスは交尾の時期にしか生まれないところも同じだ。

			　なにはともあれ囲まれてしまった以上、オレは戦わないといけない。

			　なんて考えていたら、

			「ラクトさまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

			　棒を持ったシャルルがアリの胴を横薙(な)ぎに打って道をあけると、オレに背中を預けた。

			「ご無事でございますかっ?!　ラクトさまっ!!」

			「まぁ……無事だけど」

			　シャルルのテンションに引いたオレはダウナーに答えた。

			　シャルルはほっと息を吐き、デカいアリをねめつけて言った。

			「この敵の名はガードアント！　一対一でもＤ級中位！　群れともなれば、ベテランの冒険者たちがパーティを組んで対抗しなければ危うい、Ｃ級上位でございます！　わずかふたりで挑むのは無(む)謀(ぼう)!!　わたくしが活路を開きますゆえ、撤退を!!」

			　叫んだシャルルは、オレの返事もろくに待たずに、後方の三匹に向かって突っ込んでいった。

			　顔をピッと真横に振っては、突きだされた槍(やり)をよけ、

			「ハアッ！」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の気合いを込めてアリの横っ面を打つ。

			　しかし相手に隙(すき)はできない。打撃を食らったアリの体がゆらいでも、残りの二匹が槍(やり)を突きだしてくる。

			「クッ――」

			　シャルルは棒で受けながら下がった。

			　シャルルに打撃を食らったアリが、尻を向けて蟻(ぎ)酸(さん)を出した。

			　シャルルは体を捻ってそれをかわした。二本の槍(やり)が飛びだしてくる。

			　受けてかわしてシャルルは下がる。槍(やり)が腕をかすめてしまったのか、タイツのような服が破けて血が滲(にじ)んだ。

			「もっ、申し訳ございません」

			　それでもシャルルは突っ込んでいく。

			「オレは別に大丈夫なんだが……」

			　なんて言っても聞いちゃいねぇ。一進一退の攻防を繰り広げてやがる。

			　仕方ないので、オレはシャルルの戦いを見学することにした。

			　シャルルの動きはなかなかよい。

			　獣人特有のしなやかさがあるし、鍛(たん)錬(れん)も積んでいるふうがある。

			　オレに放っていた攻撃よりも、数段鋭い打撃がくり出されている。

			　それに対して、アリの動きはわりと鈍い。攻撃はかなりよけられているし、打撃も食らいまくってる。

			　しかし硬い。シャルルが棒で殴っても、シャルルの腕がダメージを受けているようにさえ見える。動きが遅くなってしまった代わりに、攻撃力が高くなったメ○ルスライムみたいなやつらだ。

			　しかもそれが、仲間を呼んでやってくるのだ。

			　単体でＤ。群れだとＣ級の上位というのも納得である。

			　しかし妙な点もある。

			　この森の危険度はＥ。初心者を脱したばかりの冒険者たちが入るような場所と聞いている。それなのに、こんなモンスターが出るものなのだろうか……。

			　などと考えていたら戦局が動いた。

			　シャルルがアリの突きを捌(さば)いて、蟻(ぎ)酸(さん)をヒュッとよけたところに足払い。

			「キャアッ！」

			　単調な攻撃に慣れていたシャルルは、それをかわし切れなかった。

			　左の足首に食らってしまい、体のバランスを大きく崩す。

			　さらにアリの一匹が、槍(やり)を投げる構えを見せた。

			「はうっ――」

			　もはや終わりと悟ったのだろう。シャルルは詰まったような声を出した。

			　オレはシャルルの襟(えり)首(くび)を掴(つか)んで引っ張った。

			「そこで待ってろ」

			　それだけ言って、アリたちに対(たい)峙(じ)する。

			　少し厄(やつ)介(かい)な相手だが、弱点は既に見切ってる。

			　まずはゆっくりアリに近づき、槍(やり)が出てきたらよける。

			　そして中央のアリの懐(ふところ)に入り込み、レベルの高い物理でアッパー。アリの頭は吹き飛んだ。

			　次に右のアリに向かって、レベルの高い物理でキック。アリの体は吹き飛んだ。

			　すると左側のアリが、槍(やり)をヒュンッと振ってきた。

			　オレはそれをガッシリ掴(つか)み、ヒョイと持ちあげ物理で投げた。アリの体はバラバラになった。

			　コイツらの弱点は、体がバラバラになれば死ぬことである。

			　そんな弱点を見事に突いたオレは、シャルルのほうを振り返った。

			「大丈夫か？」

			「…………」

			　シャルルはペタンと尻(しり)餅(もち)をついては、だらしなく足を広げて、オレのほうをポカンと見ていた。

			　自分が死にかけるほど苦戦したモンスターを、あっさりと倒されてしまったら当然か。

			　なんてオレが思っていると、シャルルの股(こ)間(かん)に、ジワ……と黒い染みが広がり、　チョロォ……と水たまりができた。本日二度目のおもらしである。

			「はうぅぅぅ～～～～～～～～～」

			　シャルルはおしっこを漏(も)らしつつ、涙もポロポロこぼし始めた。

			　見ていて気の毒になったオレは、シャルルを見ないようにタオルを投げた。

			「とりあえず……拭(ふ)けよ」

			「申し訳……ございません…………」

			　シャルルはぐすんと鼻をすすって、濡れた股(こ)間(かん)にタオルを当てた。

			　ちなみにオレを取り囲んでいたそのほかのアリは、シャルルの戦いを見るのに邪魔だったので倒している。

		

	
		
			第６話　シャルルさんは巨乳。

			　

			「本当に……申し訳ございません…………」

			　漏(も)らしたシャルルがペタンと地面に座ったまんま、股(こ)間(かん)をタオルで押さえてうつむく。

			「ご恩を返すと決めた直後に、このような失(しつ)態(たい)を…………」

			「それは別にいいんだけどさ……」

			　オレはまったくよくないことを、あえてスルーして言った。

			「そもそも、なんで付いてきたわけ？」

			「恩(おん)人(じん)が危(き)地(ち)へ赴(おもむ)くというのに、見過ごす人間が真っ当であるはずがございません！　ラクトさまは、真っ当に生きろ――とおっしゃいました！」

			「そう取ったんか……」

			「しかし、ラクトさまの実力を考えたなら、わたくしたちは足手まといになる可能性もあります。ゆえにわたくしたちは、わたくしたちの中ではもっとも腕が立つわたくしひとりがラクトさまを護(ご)衛(えい)。残りの者たちは街へと戻る――としたのでございます」

			「なるほどな……」

			　理屈のほうは理解した。オレはしっかりうなずくも、シャルルのことをシャルル（護(ご)衛(えい)）ではなくシャルル（漏(も)らした）と見てしまう。

			　気持ちはうれしいのだが、正直に言って邪魔なんだけど――。

			　言えねぇ。

			　雨の日に捨てられようとしている子犬みたいに、瞳をうるうるとさせて、けれど失(しつ)態(たい)は自覚しているから、〈捨てないでください〉とまでは言えない相手に〈邪魔だから帰れ〉とか……。

			　言えるわけねぇ。

			　オレは胸の奥でため息をつくと、シャルルの前にしゃがみ込んだ。

			　ブーツを脱がせて黒タイツのようなズボンをまくり、足首を露出させた。

			「はぅわっっ?!　はぅわわっ?!　ラクトさまっ?!　ラクトさまっ?!　シャルルにシャルルにななな、なにをなされるのでありますかっ?!」

			「足の様子を見るんだよ。さっき食らっただろ、足払い」

			「はぅっ、はぅっ、はぅわぁ……」

			　シャルルはよくわからないうなずき方をしたが、特に拒絶はしていなかった。オレはシャルルの足首を診る。

			「腫(は)れてるな……」

			　ちょっと軽く触れてみる。

			「はぅわんっ！」

			　シャルルはビクンと仰(の)け反(ぞ)った。

			「痛かったか？」

			「はうっ、はっ、はっ、もっ、申し訳ございません……」

			　瞳をうるませ、喘(あえ)ぎながら言うシャルル。息遣いは妙に荒くて顔はほんのりと赤く、オレはなんだかヘンなことをしているような気分になった。

			「オレは、痛いかどうかを聞いているだけなんだけど……」

			「でしたら、大丈夫で……あります…………」

			　胸元で両手を握りしめ、オレから顔をそむけて言うシャルル。妙に怪しい。オレは責めるような目でシャルルの足首を見ると、腫(は)れているところをギュッと握った。

			「はきゅぅんっ!!」

			「やっぱり痛いんじゃないか？」

			「そのようなことは、けっして！　確かに痛みはございますが、安静にしていれば大丈夫な程度のモノでございます！」

			　シャルルは首をブンブン振った。

			「ただ……」

			「ただ？」

			「わたくし……殿方に素(す)肌(はだ)をさわられるのは、二度目でございますゆえ…………」

			「二度目？」

			「いちど目が……先ほどラクトさまに頭を撫(な)でられた時で、二度目が…………今回でございます…………」

			　シャルルはクスン、クスンと鼻をすすった。その表情は、暴漢に襲われかけた女の子にも見えて、オレは申し訳ない気持ちになった。

			「えっ、ええっと、腫(は)れているなら、冷やしてやったほうがいいよな」

			　オレはギルドからもらった地図を見る。

			「確かこの先には曲がり角があって、そこを左に行くと泉が……」

			　本当は覚えていることを口に出して言ってから、地図をしまった。

			「そういうわけだけど……立てるか？」

			「はっ、はいっ！」

			　シャルルは元気に返事をすると、手とケガをしていない右足を地につけた。それから左足を地面につけて、

			「はうっ……！」

			　顔をしかめながら立った。生まれたての小鹿のように震えた。

			「ごっ、ごらんの通り、まったくの無事でございます……」

			　オレは「はぁ……」とため息をつくと、シャルルの足をコツッと蹴(け)った。

			「はぅわあぁぁぁんっ!!」

			　シャルルはビクッと体を震わす。歯を食いしばって耐えようとしたが、それでも体がガクリと崩れる。オレはシャルルの脇に手を入れ倒れないよう支えてやり、あえてキツ目に言った。

			「やっぱダメなんじゃねーか」

			「申し訳ございません……」

			「そうだな。ウソをついたことは反省しろ」

			「はい……」

			　シャルルはしおっとうなだれた。オレは背中のナップザックをシャルルへと渡す。

			「持ってろ」

			「はっ、はい」

			　そしてシャルルに背を向けてしゃがむ。

			「乗れ」

			「はうっ?!」

			「おんぶだよ、おんぶ。歩けないならそっちのほうが早いだろ」

			「はい……」

			　シャルルの左手がオレの肩に乗った。オレはチラとシャルルを見つめる。

			　シャルルはオレの背中をじっと見つめていた。その整った顔は、まるで紅葉(もみじ)を散らしたかのように赤くなっていた。

			　オレはなにも言わないで待った。先ほどのシャルルの話が本当であれば、男と密着してしまうおんぶは、けっこうハードルが高いだろう。

			　それでもオレが待ってると、シャルルの体が乗ってきて――。

			　ぐにゅっ。

			　ふたつのやわらかなふくらみが、オレの背中に当たって潰(つぶ)れた。

			　シャルルの腕がオレの体に回り込み、ぎゅっ……とオレを抱きしめてくる。

			　シャルルの胸も、ぐにゅうぅぅ…………と潰(つぶ)れる。オレの背中にべったりと張りついてくる。

			　あんまり気にしていなかったので、気づかなかったが……。

			　コイツの胸、でけぇ。

			　しかもなんだか、甘い匂いが漂(ただよ)ってくる。

			　甘くって心地よく、それでいてこっちをムラムラとさせてくるフェロモンだ。

			　それはあまりに心地よく、オレの股のあいだにくっついている思春期の相棒という名の下ネタが、18禁のアヴァロンを求めてアップをお始めになりやがった。

			　それでも乗れと言った手前、やっぱり降りろとも言えない。オレはゆっくりと立ちあがった。

			「ラクトさま……」

			　シャルルは甘く切ない声を漏(も)らして、オレの肩に頬(ほほ)を寄せてきた。

		

	
		
			第７話　マジメな思考はエロヒャッハーと吹っ飛びました。

			　

			「うわ……」

			　泉に着いたオレは、思わず感(かん)嘆(たん)の声を漏(も)らした。

			　緑色の芝(しば)生(ふ)の中にぽっかりと浮かぶオアシスのような泉が、陽光を浴びてキラキラと輝(かがや)いている。

			　さらに泉の周りには、薄く光る黄色やピンクの丸い体に、透明なハネをつけた妖(よう)精(せい)がいた。

			　りんごぐらいの大きさをした妖(よう)精(せい)たちがひらひら飛んでいる光景は、幻想的の一語に尽きる。

			　ちなみにこの世界での妖(よう)精(せい)ってのは、マナのカタマリを意味してる。

			　そしてこの世界のマナがなんなのかって言うと、密度の高い高エネルギー体だ。

			　つまり地球ふうに解釈すると、電気のカタマリ。またはプラズマってことになる。

			　この妖(よう)精(せい)たちが、プラズマと大差ないというのもなんだか不思議な感じがするが、人も負けず劣(おと)らずの存在だ。

			　人の体は、原子の粒の集合体だ。骨やタンパク質といった物理的な物体に、それを作る原子の粒のカタマリだ。それでも意思や意識に、感情を持って動いている。

			　これは即ち、意味してるのだ。

			　原子というのは、一定の条件や組み合わせ次第で自我を持つ存在である――――。

			　そして、原子の自我や記憶を持っている部分を捕まえて留めておくことのできる入れ物などがあったりしたら――――あるいはそれを、賢者の石と呼ぶのかもしれない。

			「んぅ……」

			　などという錬(れん)金(きん)術(じゆつ)師(し)っぽいことを考えていたら、背中のシャルルがもぞりと動いた。

			　胸がずりゅっと背中にこすれた。潰(つぶ)れて密着していた胸がこすれた。

			「っ～～～～～～～～～!!」

			　そのすばらしい触感に、マジメな思考はエロヒャッハーと吹っ飛んだ。

			　しかもシャルルはどういうわけか。オレの頬(ほほ)にすりすりと頬(ほお)ずりしてくる。

			「シャルル……？」

			「ひあっ?!」

			　シャルルはビクッとして我に返り、あたふたと慌(あわ)てた。

			「なななっ、なんでございますでありますかっ?!」

			「泉に着いたんだけど……」

			「おっしゃる通りでございますね……」

			　シャルルはオレの肩に頭を乗せて、しょんぼりとうなだれた。

			　捨てられかけたコアラみたいに、キュッ……としがみついてくる。

			　恐らく無意識でやっているその姿はとてもかわいいと思ったが、そのままでいると終わらない。腰を屈(かが)めて膝(ひざ)を曲げた。シャルルの右足を持っていた右手の力をそっとゆるめた。

			「はぅ……」

			　シャルルもそれで観念したのか、オレに腕を回しつつ、右の足をゆっくり降ろす。

			「大丈夫か？」

			「はい……」

			「よし」

			「ひあっ?!」

			　オレはシャルルの背中と足に腕を回して、ひと息に抱きかかえた。シャルルの顔が真っ赤になった。口は酸素の足りない金魚みたいに、パクパクと動いてた。

			　オレはシャルルを芝(しば)生(ふ)の上に座らせた。

			「待ってろ」

			　泉の水でタオルを濡らし、シャルルのところへと戻る。

			「まずはこれで冷やしとけ。今からクスリ作ってやるから」

			　オレはあたりを見回して、目的の木を探す。それはすぐに見つかった。カエデのような葉っぱをつけているポニアの木。

			　この世界では、日本におけるイチョウやクヌギのようなメジャー種だ。

			　オレはポニアの木の幹に近寄って、軽く二メートル飛び跳ねた。ポニアの葉っぱをプチッとむしった。やわらかな触感が指先に伝わる。

			　形こそはカエデのようなポニアの葉だが、厚さは人の耳たぶぐらいある。

			　シャルルのところへと戻り、その場であぐらをかいた。シャルルに預けていたナップザックを返してもらう。

			　そして中から茶碗サイズのすり鉢(ばち)と、それに見合った小さなすりこぎを出した。腰のベルトにつけていた小瓶もふたつ取る。

			　小瓶には、それぞれ赤い木の実のトポの実と、薄茶色のイシュターの小枝を粉にしたものが入ってる。

			　オレはまず、採ったばかりのポニアの葉っぱを少しちぎってすりこぎの中へと入れた。すり鉢(ばち)で簡単に潰(つぶ)してはトポの実を入れて、それもすりこぎで潰(つぶ)した。

			　トポの実がプチプチと潰(つぶ)れ、ポニアの葉っぱと混ざり合う。

			　オレはイシュターの小枝の粉が入ったビンを取りだし、パッパと振った。

			　オリーブの実からオリーブオイルが取れるように、植物の中には油分を含んでいるものがある。この世界だと、今潰(つぶ)しているトポの実がそれに当たる。

			　トポの実自体に薬(やつ)効(こう)はない。ポニアの葉にはあるけど薄い。イシュターの小枝は値段が高く、粉のままだと傷には使いにくい。

			　それがギルのレシピによると、三種を混ぜることで、安いうえに使いやすい塗り薬へと変わるのだ。

			　一応オレも試したが、確かにいい感じだった。

			　すりすりごりごり混ぜているうちに、薄茶色のペーストができてくる。

			「ラクトさまは、おくすりの調合もおできになられるのですね……」

			「できるっていうか、むしろ本職」

			「はうっ?!」

			「いろんな素材を混ぜて調合して、新しいものを作る錬(れん)金(きん)術(じゆつ)師(し)だからね、オレは」

			「そっ、それであれほどの強さを……？」

			「まぁ……あんまり弱いと素材を取りに行けないし、冒険者に任せると費用も余分にかかってくるし、冒険者からもらえるのって、依頼した素材だけだし……」

			　オレはねちょっとすりこぎを持ち上げて、クスリの具合を確かめると言った。

			「はい、足出して」

			「はうっ」

			　シャルルはビクッとしてから所在なさげにあたりを見回し、観念したかのように――。

			「はい……」

			　体を横たえた。オレから顔をそむけて、瞳を閉じて芝(しば)生(ふ)を握った。

			「足にクスリを塗るだけなんだけど……」

			「しょ、承知しております」

			　しかしオレの目には、何かの覚悟を決めているようにしか見えなかった。

			　これはシャルルがエロいのか、単にオレが汚れているのか。

			　わからなかったが、オレはクスリを指ですくって、シャルルの足首に塗った。

			「はうっ！」

			「染みた？」

			　シャルルは瞳に涙を溜めた。こくん……とうなずいた。

			「まぁガマンしてくれ」

			「はい……」

			　オレは指で、シャルルの敏感になっているところを弄(いじ)った。

			「あっ、はっ、はっ、はうっ、はうっ、はうぅぅ～～～～～～～～～っ!!」

			　シャルルは、オレの指が動くたびに喘(あえ)いだ。最後は背筋を弓なりに反らして、ビクビクと痙(けい)攣(れん)した。

			「はあっ、はあっ、はあっ……」

			　シャルルはまるで、18禁なところに18禁なことをされたみたいに、赤く上気してしまった。艶(つや)やかな黒髪が、汗ばんだひたいに張りついていた。

			　クスリ塗っただけなのに……と思いつつ、茶色い布でシャルルの足首を縛(しば)る。

			「あと一時間もすれば歩けるようになると思うから、それまでは安静ね」

			「はい……」

			　シャルルは絶え絶えな息を整えながら、それでも素直にうなずいた。

			　そんなシャルルを見ていると、オレはどうしても気にかかった。

			「なぁ、シャルル」

			「……なんでございますか？」

			「シャルルはさぁ、どうして盗(とう)賊(ぞく)なんてやってたの？」

			　この素直さといい抜けている感じといい、そんなことをする子には見えない。なのに盗(とう)賊(ぞく)なんてしていたということは、よっぽどの事情があったとしか思えない。

			「それは……」

			　シャルルはしばし押し黙ると、体を起こして話し始めた。

		

	
		
			第８話　シャルルの過去と正体。

			　

			「わたくしが住んでいた地方には、ヨメサライ――という風習がございます」

			「ヨメサライ？」

			「求婚を断られた殿方が断った女子をさらい、無理やり契(ちぎ)りを交わす風習であります」

			「っ――」

			「そうなればもはや、ほかの殿方の下へ嫁(とつ)ぐなどできませぬ。契(ちぎ)られた女子は、その殿方の下へ嫁(とつ)ぐしかなくなります」

			「酷(ひど)い風習だな……」

			　強(ごう)姦(かん)したら結婚が成立……なんて、酷(ひど)いにもほどがある。

			　なのにシャルルは意外にも、拳(こぶし)を握って力説してきた。

			「ししっ、しかし、さらうにも形式があります！　殿方のほうはさらう前には最低三度の求婚をして、いかに相手を愛しているかを語らなければならないのですっ!!」

			「…………」

			「しかも表立った形式とは別に、暗(あん)黙(もく)の形式もあります！　二度目、三度目の求婚に来てもよいのは、女子の側が『お気持ちはうれしいのですが……』と断った場合に限られるのです!!　その言葉がないのにもかかわらず二度目、三度目の求婚に来た場合には、父と母がホウキを持って叩き返すのが慣例でございますっ!!」

			「つまり……実質的には同意の上ってこと？」

			　シャルルは恥ずかしそうに頬(ほほ)を染めつつ、こく……と小さくうなずいた。

			「かかっ、仮に相手さまを気に入り、そのようなことをしたいと思ったとしても、じじっ、自分から言うのは、やはり…………ですが、無理やりされてしまうなら、それはもう、仕方のないことでありまして…………。細かい話を祖母から聞いた日には、嫌がるわたくしを無理やりに押さえつけ、狂おしいほどに愛してくださる方はどのようなお人かと、夢想…………」

			　胸の前で指を組み、太ももをこすり合わせるシャルル。

			　ハッキリ言ってエロい。しかしオレの視線に気づくと。

			「するような方も、いらっしゃったとのお話ですっ!!　わたくしのことではございません!!　ございません～～～～～～～～～～～～～～～～～!!!!」

			　真っ赤になって頭を抱え、首をブンブンと振った。

			　それはどう見てもウソツキのそれであり、オレはぼんやりと気づいた。

			　むっつりだ、この子。

			　むっつりなクセにそれを恥ずかしいと思ってて、だから過敏に反応するんだ。

			「しかし……齢一〇となって婚(こん)姻(いん)を結べるようになったわたくしに求婚をしにきたのは、ニキビだらけのガマガエルのような男でした……」

			　オレがあまり気づきたくなかったシャルルの正体について考えていると、シャルルは話を元に戻した。

			「最初に求婚に来た際も、親の力で得た成果を自分の手柄のように語り、わたくしを持ち上げるためにわたくしの親友の悪口を言い、わたくしの体をねめまわしては、舌なめずりするような男でした…………」

			　シャルルは自身の肩を抱く。体は小刻みに震えていて、今の言葉が真実であることを告げていた。

			「しかしそれ以上におぞましかったのは、男が最後に残していった金貨の山を見つめる父と母の目です」

			「…………」

			「わたくしが断ったにもかかわらず、男は普通にやってきました。そして金貨を置いて去っていきました。そして…………わたくしに言いました」

			　

			　また来るからね。

			　

			　シャルルの話を聞いたオレは、視界が赤く染まるほどの怒りを感じた。

			　その男にじゃない。シャルルの両親にだ。

			　産んでやった。育ててやった。そんな題目を唱えさえすれば、子どもになにをしてもいいのだと思っている。

			　こんなことなら、この世に生を受けなければよかった――という苦痛を子どもに与えておきながら、育ててやったと恩着せがましく言ってくる。

			　オレが親と呼ばなければいけなかったやつらのイメージが、シャルルの親のそれと被る。

			　怒りは、体の中で沸(ふつ)々(ふつ)と煮えて、

			「ふざけんなっ!!」

			　声として漏(も)れる。

			「ラクトさま?!」

			「あっ……」

			　オレはハッとなり、体温が下がるのを感じた。

			「いや、悪い。今のは…………オレのことだ」

			　オレにとって過去の記憶は、そのほとんどがトラウマだ。

			　しかしこっちに来てからはそれなりに割り切っていて、わりと普通に過ごしたり、バカみたいにはしゃぐこともできる。

			　それでも直接刺激されるようなことがあると、今みたいになってしまう。

			「気にするな……って言っても難しいと思うけど、気にしないでくれ。シャルルはなんも悪くない。悪くないから」

			　オレはできる限り穏(おん)和(わ)な笑みを浮かべて、シャルルの頭をポンポンと叩いた。

			「はい……」

			　シャルルはうつむいて、ほっぺたをぽんわりと染めた。尻尾(しつぽ)もパタパタ振られてた。

			　オレはゆっくり手を離す。シャルルは再び語りだす。

			「そしてわたくしは、三度目の求婚をされる前に家を出ました。死んだ祖母から習っていた棒術の心得がありましたので、弱い魔物を倒してはその日の糧(かて)にしたり、ギルドで簡単な依頼をこなしたりはしておりました。しかし近ごろは魔物も強くなり、仕事の依頼が途絶えたりした時には…………」

			「盗(とう)賊(ぞく)か」

			　シャルルは無言でうつむいた。

			「普通に働くとかは……難しいか」

			「はい……」

			　ここから一番近い街は、オレも拠点にしているキムレスだ。

			　キムレスは『冒険者の街』とも言われている。

			　周辺の草原には駆(か)け出しの冒険者でも戦えるモンスターが多く、そこそこ経験を積んだらこの森で戦い、森で経験を積んだら森を抜けたところにあるヴィレット山で……と段階を踏んで戦える。（だからこの森に、Ｃ級上位のモンスターが出たというのは本当におかしい）

			　冒険者たちが集まるとなれば商人たちも集まってきて、自然と商業都市になる。

			　しかしいろんな人が集まれば、タチの悪い人間も増える。

			　ゆえに商人は自宅や倉庫を城壁に囲まれた『中央区』に作るのが普通だし、身元のよくわからない人間を雇ったりもしない。

			　普通に働こうと思ったら、大金を出して中央区への移住権を買うか、それなりの身分を持っている有力者から紹介状を受け取らなければいけない。

			　そういう意味でも、『冒険者の街』なのだ。

			　冒険者のための環境はかなり整っているが、冒険者以外への道を進むのは難しい。

		

	
		
			第９話　世界の男の一四割は、巨乳が好きだと思います。

			　

			「そろそろいいかな……」

			　シャルルの話を聞き終わって、待つこと一時間ちょっと。

			　必要な薬草の採取も終えたオレは、シャルルの足首を軽くつかんだ。

			「はぅんっ！」

			　むっつりなシャルルは体をビクンと仰(の)け反(ぞ)らせたが、オレはあえて無視をした。

			　正直に言えよ、と前置きを入れてから尋ねる。

			「痛むか？」

			　シャルルは足首を動かした。最初はおっかなびっくりに、徐々に慣れた足つきで。

			「平気であります……」

			「立てそうか？」

			　シャルルは棒を杖(つえ)にして、恐る恐る立ち上がった。薄氷を踏むかのような足取りで歩きだす。

			「普通に歩く分には、問題のない程度には回復しております！」

			「そっか」

			「ラクトさまが作ってくださったおクスリのおかげです！　ラクトさまが作ってくださったおクスリの!!」

			　両の手を、鎖(さ)骨(こつ)のあたりでグーに握って言うシャルル。瞳はキラキラと輝(かがや)いていた。普段は垂れてる耳がピーンッと立って、子犬みたいに丸い尻尾(しつぽ)は、パタパタパタッ！　と振られている。

			　心臓が跳ねた。心の真ん中を直接くすぐられているかのような、むずむずとした心地よさが胸の奥から湧(わ)いてくる。

			　自分の作ったものをよろこんでもらえるのって、本当にいい気分なんだなぁ。

			　にしてもシャルルのこの反応は、子どもというより子犬みたいだ。

			「シャルルって何歳なの？」

			「つい先月で、齢一二になりましたっ！」

			「一二っ?!」

			　シャルルはビクッと縮こまり、怯(おび)えた視線をオレに向けてきた。

			「お気に召さなかったでしょうか……？」

			「召さなかったっていうか……」

			　オレはシャルルの胸を見て答えた。

			「一二でその巨乳かって……」

			「はうっ！」

			　シャルルは自分の胸を腕で覆(おお)い隠した。しかし隠し切れなかった胸が、腕の隙間からむにゅっと出ていた。
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			「あっ、あのっ、ラララ、ラクトさま」

			「なに？」

			「ラクトさまは、大きいほうがお好みなのでございますか…………？」

			　シャルルは（オレの汚れた瞳で見ると）どことなく誘うような上目遣いで、オレを見てきた。その表情を直視するのはあまりにもヤバく、オレは目をそらして答えた。

			「世界の男の一四割は、巨乳が好きだと思います。巨乳を好きなのが九割。限界を突破して好きなのが五割です」

			「はうっ！」

			「少なくともオレは、無人島になにかひとつ持って行けると言われたら、おっぱいを選びたいぐらいには限界を突破しています」

			「はうぅぅぅ～～～～～～～～～!!」

			　シャルルは顔が見えなくなってしまうほどにうつむいた。その頭からは心なし、シュウゥ……っと、蒸気が湧(わ)きあがっているような気がした。

			　その様子から、シャルルが恥ずかしがっていることに疑いの余地はないのだが。

			（パタパタパタ!!）

			　尻尾(しつぽ)はめっちゃ振られてた。

			　いいんですか、シャルルさん。それでオーケィなんですか。

		

	
		
			第10話　悲劇というのは突然に。

			　

			　なにはともあれ目的の葉っぱを回収したオレは、街へ戻ることにした。

			　煌(きら)びやかな緑の森を、薄茶の道を踏みしめながら歩く。

			　シャルルはオレの三歩後ろを、カルガモのヒナのように、トテテ、トテテとついてくる。

			　と――。

			「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			　前方で悲鳴があがった。目を凝らすと、人がアリに襲われているのが見えた。

			「持ってろっ！」

			「はっ、はいっ！」

			　オレはシャルルの棒を受け取り、声がしたほうへと駆(か)けた。

			　緑色の髪の女が、腹に槍(やり)を突き立てられていた。

			　クソッ――。

			　オレはギリッと歯を噛み、シャルルの棒を居合いの刀のように構えた。

			　アリたちに接近し――、

			「槍(そう)術(じゆつ)、五の型。月(げつ)閃(こう)葬(せん)――」

			　棒を振る。半月状の弧を描いた棒は、アリの頭を瞬時に飛ばした。

			「大丈夫かっ?!」

			　オレは女を助け起こして、服をまくった。そして傷口に先ほど作ったクスリを塗った。

			　それで血は止まったが――。

			（厳しいな……）

			　クスリで出血を止めることはできても、既に流れた血は戻らない。

			　女がケホッと血を吐いた。

			「アッ、アレンは。アレンは無事…………ですか？」

			「アレン？」

			「わたしの、こいびと……です。ブラウンの、かみと、ひとみの……」

			　オレは顔を上げ、それらしき人間を見つけた。

			　血だまりの中で倒れ伏(ふ)し、死人の顔で虚(こ)空(くう)を見ている哀れな男を。

			　オレは、切ない衝動を押し殺して言った。

			「ああ、大丈夫だよ。ちょっと意識を失ってるけど命に別状はない」

			「そう……ですか」

			　女の顔が、やわらかくほころんだ。

			「けっこん……するんです。わたしたち」

			「……」

			「こんかいの……、いらいが、おわったら。ぼうけんは、やめて。あんぜんな、中央の、まちに……、おうちを…………買って」

			　しかしそれはもう、叶(かな)わぬ夢と悟ったのだろう。女はヒスイのような瞳から、玉の涙をはらりとこぼした。

			「でも……よかった。アレンは、ぶじで………………」

			　死んだ。

			「ラッ、ラクトさま」

			「遅かったよ」

			「左(さ)様(よう)でございますか……」

			　オレは女を抱きあげて、アレンと思われる男の死体の横に寝かせた。

			　地面にヒザをつき、両手を合わせて冥(めい)福(ふく)を祈る。

			　シャルルも隣でヒザをつき、オレといっしょに両手を合わせた。

			　祈りが終わった。

			　オレは人差し指と中指を立てて呪文を唱える。

			「等価の理(ことわり)を総(す)べる者として告げる。小さきところより生まれ、マナの庇(ひ)護(ご)を受けし者。汝(なんじ)はその役割を終えて崇(すう)高(こう)なる生をまっとうした」

			　詠(えい)唱(しよう)が進むごとに、オレの右手にマナが集まり光り輝(かがや)く。

			「ゆえに汝(なんじ)よ、その名を告げろ。我が与えし鍵(かぎ)を持ち、黄(よ)泉(み)の世界のハールバルズに。安らかに還れ。神々が住まう、安楽の地へ」

			　オレは光る指先を、女のひたいにトン――と当てた。

			「回(かい)帰(き)せよ。リプロス・ルージュ！」

			　オレが呪文を唱えた刹(せつ)那(な)、女の体はパァンッと弾け、緑色に光り輝(かがや)く粒子となった。

			　オレはアレンのひたいにも同じように指を当て、アレンの体を粒子へと変える。

			　ブラウンと緑の輝(かがや)きは、互いに混ざり合いながら空の中へと消えていった。

			　そしてふたりがいた場には、ふたりの荷物と衣服だけが残った。

			「なっ……なにをなさったのでございますか？」

			「ふたりのマナをオレのマナで共振させて、マナの還りを加速させたの」

			「なにをおっしゃっているのかわからないのですが……」

			「えーっと……」

			　オレは少し考えてから答えた。

			「この世界にはマナがあるよね？　シャルルの中にもオレの中にも、生きているものみんなの中に」

			「はい……」

			　地球生まれの地球育ちだったオレには理解しがたい話だが、この世界では常識だ。

			　人や獣人はもちろんのこと、虫や木々も一定のマナを蓄(たくわ)えている。

			「そして生き物の中にいるマナは、宿っている相手が死んだら自然の中に還ろうとする性質がある」

			「それも聞き及んでおります……」

			「普通は、肉体が土に還るのと同じような速度で還るんだけど、オレはオレのマナを流し込むことで、それを加速させてやったってわけ」

			　シャルルはぽかんと、目を丸くしてオレを見ていた。

			「錬(れん)金(きん)術(じゆつ)師(し)の世界では、わりと基本の術式らしいんだけど……」

			「わたくし、ラクトさま以外の錬(れん)金(きん)術(じゆつ)師(し)の方とはお会いしたことがございませんので……」

			「まぁ……数は少ないらしいからね」

			　この世界で錬(れん)金(きん)術(じゆつ)師(し)とは、素材を加工して新しいものを作る仕事だ。

			　ただのダンボールをヒーリングの効果を持ったダンボールテントに改造したり、平凡な薬草同士を混ぜて効果の高い傷薬にしたり、金属を加工して武器やアクセサリーを作ったりもする。品質のよいアイテムを作るためには自身のマナをぶち込むことも必要になるため、魔法関係の技術も重要になる。

			　その性質上、なれる人間は極めて少ない。

			　途中で挫(ざ)折(せつ)して鍛(か)冶(じ)師や薬剤師に転職したり、一点に絞っていれば一流の魔術師になれるだけの努力をしたうえで、『街の便利な雑貨屋さん』に納まってしまったりする。

			　そんなんだから志す人間も少なめで、錬(れん)金(きん)術(じゆつ)師(し)の中ではわりと基本の術式だったとしても、シャルルが知らないのは仕方ない。

			　オレは、残された女とアレンの服を畳(たた)んだ。

			「……ラクトさま？」

			「遺品」

			　背中のナップザックを降ろし、畳(たた)んだ衣服や荷物を入れる。

			「家族の人とかいるんだったら、届けてあげようと思って」

			「おやさしいのでございますね……」

			「やさしいっていうか……単にそういう気分なだけだよ」

			「きぶん…………でありますか」

			「…………なんだよ」

			「いえ……なにも」

			　シャルルはぽつりとそう言うと、噛み締めるかのようにつぶやいた。

			「ただラクトさまは、わたくしのこともそのように言って救ってくださったな……と思っただけであります」

			「…………」

			　オレは釈(しやく)然(ぜん)としない気持ちを覚えつつ、遺品を回収してはナップザックへと入れた。

			　立ち上がり、ザクリ、ザクリと歩きだす。

			　ただの地面や光を受けて輝(かがや)く木々の葉っぱも、今はちょっと重苦しい。

			　耐え難くなったオレは唇を開いた。

			「なぁ、シャルル」

			「なんでございますか？」

			「シャルルはさ、街に戻ったらどうするの？」

			「わたくしは自首をして、罪を償(つぐな)う予定でおります」

			「償(つぐな)うって……どんなことするんだ？」

			「程度などによって若(じやつ)干(かん)の差はございますが……。囚人兵(シユプレフリング)の首輪と呼ばれる首輪をつけたうえで、平均三年の重労働。途中で難易度の高い事件が起きた際には、もっとも危険な役を担(にな)ったりします」

			「…………例えば？」

			「わたくしが知っている範囲では……比較的近隣にある、ガニアの街を襲撃しようとした体長一〇メートル級のＡ級モンスター、ワイルド・ワイパーンの群れを平原で迎(げい)撃(げき)する――などという作戦がございました」

			「そのワイパーンとの戦いでは、何人ぐらいが生き残ったんだ？」

			「およそ八〇名が参加して…………」

			「して……？」

			「わずか一名……と聞き及んでおります」

			　絶望的な数字だな。

			「しっ、しかし、これほどの被害が出ることは稀(まれ)とも聞き及んでおります！　さらに危険なクエストをクリアした場合、罪が許されるうえに、謝礼金もいただくことができますっ！」

			「どっちにしても、危ないってことには変わりないんだな」

			「しかしそれでも、罪を償(つぐな)わなければ、その…………。ラクトさまのようなかたとともに歩む資格が…………（もにょもにょ）」

			　シャルルはりんごみたいに赤くなり、胸の前で指をもじもじといじった。

			「でっ、ですからっ、もしもわたくしが罪を償(つぐな)った暁(あかつき)には、わたくしを、ラクトさまのおよっ、およっ、およめっ、めっ…………」

			　シャルルはギュッと瞳を閉じては固くなり、ん～～～～～～～～～～～～～っと、酸っぱい梅干しを食べたみたいな顔をした。

			　両の手を胸の前でグーにして、[image: kao_331.png]な顔で言ってくる。

			　

			「およ…………助手さんにしてくださいっ!!」

			　それはシャルルの葛(かつ)藤(とう)と妥(だ)協(きよう)に、いじらしさがこのうえなく詰まった申し出だった。

			　純な気持ちは素直にうれしい。

			　しかし急に言われても、反応に困るところがあるのも事実。

			　ゆえにオレはシャルルの瞳を直視できずに、顔をそむけて言った。

			「助手なら…………いいよ」

			　それでもシャルルは、パァァァ――っと、満面の笑みを浮かべて、

			「ありがとうございますっ!!」

			　深々とお辞儀をした。必然的に丸見えとなる尻尾(しつぽ)は、パタパタパタとゆれていた。

			　なんていうのか…………。

			　

			　かわいいな。

		

	
		
			第11話　ギルドマスター・ライナティアス＝ミューレン・ミューレン。

			　

			「今日で二回目か……」

			　街に戻ってシャルルと別れ、家に荷物を置いたオレはギルドの前でつぶやいた。

			　清(せい)潔(けつ)感(かん)のある石造りの建物に、西部劇に出てくるようなタイプのドアがついているややアンバランスな建物だ。

			　冒険者ギルドには、荒ぶっている冒険者も多い。

			　だからこのドアでないと、平均一週間でご臨終してしまうらしい。

			　逆にこのドアなら一ヶ月は持つし、破壊されても安く直せる。

			　それでも中は、イメージよりは清潔だ。

			　魔力を吸って光を放つ蛍(けい)光(こう)石で作られた天井は白い輝(かがや)きを放っているし、床も木などではない。リノリウムの床を彷(ほう)彿(ふつ)とさせる素材だ。

			　リノリウムと言うと科学的な響(ひび)きだが、その原料は植物の油や松ヤニなどの植物由来の物質に、石(せつ)灰(かい)岩(がん)などを混ぜた品だ。製造の歴史も古く、およそ一五〇年前には作られていたらしい。

			　そういう意味では、この世界にそれと近い材質の床があっても、別におかしくはないだろう。

			　全体的には『荒くれたちが集う場所』というより『現代的な役所』といった感じだ。

			　ただし、それは内装に限る。

			　長椅子に座っている冒険者などは見るからに汚れてて、床には泥(どろ)も散っている。

			　さらに奥にある丸椅子では五、六人ほどの冒険者が輪を作り、カードでバクチをやっていた。

			　依頼を迅(じん)速(そく)に片づけるためには冒険者が常駐していることが望ましく、しかしあまりに汚すぎると一般人が依頼しにくい。

			　そんなギルドの苦悩と工夫と葛(かつ)藤(とう)に、『なんかもうこれでいいや』という諦(あきら)めがよく表れている光景だった。

			　この世界のギルドは、完(かん)璧(ぺき)に体系化されているわけでない。発展と試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)をくり返している状態なのだ。

			　オレは入り口のすぐ横にあった窓口へと向かった。受け付けのルミィルさんに声をかける。ショートの髪に丸いメガネが印象的な、ちょっと童顔のおねぇさんだ。

			「すいません、ちょっと責任者の方を出していただけますか？」

			「…………ご用件は？」

			　オレは背中のナップザックから、アレンたちの衣服を出した。

			「これは…………」

			　ルミィルさんは目を丸く見開いた。服の中に手を入れて、金属製のギルドカードを取りだして眺めた。

			「やはり……ソフィアとアレンの服ですか」

			「ふたりとも、ヴィレット山のふもとで森のモンスターに襲われて死にました」

			「森の……？」

			「はい」

			　ルミィルさんは、怪(け)訝(げん)そうに眉(まゆ)をひそめる。

			「アレンは剣士レベル31のＣ級下位の冒険者。ソフィアもレベル28の魔術師です。山に入ったのならばともかく、森で死亡するとは…………」

			　やっぱりな、とオレは思った。

			　この世界でのマナはＭＰにしてＬＰ。生命力(ライフポイント)の意味がある。だから魔法でマナを使い過ぎると体が動かなくなって、死に至ることもある。

			　つまり、生命力(ライフポイント)に溢(あふ)れる優秀な戦士も派手な魔法を飛ばす魔術師も、体には相応のマナを蓄(たくわ)えている。

			　そしてふたりのマナの量は、そこそこの実力を持った冒険者のそれであった。

			「オレはそれについてのお話をしたいんです」

			「それは確かに、わたしの身には余りますね……」

			　ルミィルさんは石笛を取りだして唇に当てた。

			　音は出ないが不良品ではない。石笛はそういう笛なのだ。

			　石笛は人の耳には聞こえない超音波を出して、受音石と呼ばれる石に届ける。

			　音波を受けた受音石はそれによって反響し、特定の音を発する。

			　鳴らす笛の種類や吹き方を工夫して音楽を作る『鳴らし師』なる人材もいるらしい……が、詳しくは知らない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　待つこと五分。

			　奥にあったトビラがガチャッと開いた。

			　ギルドの中から音が消え、すべての視線がそこに集まる。

			　現れたのは――。

			「女……？」

			　シルバーグレイの軍服らしき制服に身を包み、右の目には黒い眼帯をしている。

			　背中の中ほどまで届く銀色の髪はポニーテールに結わえられ、瞳の色は透き通るような青。

			　左脇には、白銀の甲(かつ)冑(ちゆう)を身に着けた、精(せい)悍(かん)な顔立ちをした女の騎士を連れている。

			　女は獣人なのだろう。頭の上には、ピコンと立ったオオカミの耳がある。

			　そして小さい。とても小さい。一四五、六センチといったところだ。

			　コツ、コツ、コツ。

			　女が近づいてきた。顔の輪郭がさらにハッキリとする。

			　刀剣のように鋭い眼光を持った、美人系の顔立ちだ。

			　だけどかわいい。小さくてかわいい。

			「わたしの名前はライナティアス＝ミューレン・ミューレン。このギルドの最高責任者だ」

			　小さくてかわいいライナティ…………長いからライナでいいやは、端(たん)的(てき)にそれだけを言った。

			「事情を話せ。ミル」

			「はいっ！」

			　ルミィルさんはまるで軍人みたいにキビキビとした動きでライナの近くへ歩み寄り、小さな声でなにかを話す。

			「なるほどな」

			　ライナはうなずき、「ついてこい」と踵(きびす)を返した。

			　オレはついていこうとしたが、ルミィルさんに袖(そで)を引かれた。

			「ラクトさん」

			「なんですか？」

			「ライナ様のことは、くれぐれも怒らせないようにしてください。もし仮に怒らせたりしますと……」

			「と…………？」

			「死にますよ」

			　マジかい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「飲むといい」

			　向かいのソファーに座ったライナが、ガラステーブルの上にコーヒーを置いた。

			　オレはカップの取っ手を持って、ツ……と唇をつける。ほどよい苦みと上品な甘みに、澄(す)んだ香りが口中に広がった。

			「豆自体が甘みを持った、ツヴェルク産の逸品だ」

			「確かに甘くておいしいな」

			　オレがつぶやくとライナもコーヒーカップを口に運び、それからハッと思いだしたかのように言った。

			「しかし、わたしが苦いのを飲めないわけではないぞ。ただ純粋に、この味が好きで常備しているだけなのだからな」

		

	
		
			[image: p_89.jpg]
		

	
		
			　ライナは微妙に子どもっぽいことを言って、カップをテーブルの上に置いた。

			　目は既に、仕事人のそれに変わっていた。

			「して……キサマはアレンとソフィアの死について、どのような話をするつもりなのだ？」

			「これです」

			　オレは持っていた荷物から、それを出してテーブルの上に置いた。

			　ライナはそれを手に取り、「ほぅ……」とつぶやいた。

			「ガードアントの触覚か」

			「アレンさんとソフィアさんを襲ったのは、そいつらの群れでした」

			「なるほどな」

			　ライナは触角をテーブルの上に置いた。

			「近いうちに調査隊を組織して、森の調査に当たらせよう。報告が出るまではＣ級上位のモンスターが出る可能性がある土地として、注意勧(かん)告(こく)もしておく」

			　有能だな……。

			　自分の経験を過信するのでなければ、相手の意見を盲(もう)信(しん)するのでもなく、ただ客観的な事実から物事を判断しようとしている。

			　これをできる人間は意外と少ない。

			　大多数の人間は、客観的な事実よりも自分の予想や経験を優先し、試しにやってみることもしない。

			　試すリスクと事実だった時のメリットを天(てん)秤(びん)にかけることもせず、酷(ひど)く不確かで曖(あい)昧(まい)な自分の主観と経験を絶対的な真実と考える。自分のカンが外れた時のことは忘れて、当たった時のことを根拠に、自分の予想の正当性を盲(もう)信(しん)していく。

			　ライナが話せる人間であったことに安(あん)堵(ど)していると、ライナは続けて言った。

			「用件は以上か？」

			「いえ……」

			　オレは静かに首を振る。

			「ギルドの冒険者たちは、誰でもＦランクからのスタートですよね？」

			　オレが切り込むつもりで言うと、ライナはつまらなさそうに言った。

			「自分の実力はもっと高い。だからＤやＣからスタートさせろ……か？」

			「はい。できればＢ。最低でもＣからを希望します」

			「話にならんな」

			　ライナはハアッとため息をつくと、傍(かたわ)らにいた女の騎士に指示を出した。

			「リリス」

			「はい」

			　リリスと呼ばれた女の騎士は、ソファーとドアのあいだにある、微妙に広いスペースへと移動した。

			「キサマのような身のほど知らずに現実を叩き込むのが、私の数ある任務のひとつだ」

			　金色の髪に白銀の鎧(よろい)。透き通る碧(へき)眼(がん)の騎士は、見た目通りの精(せい)悍(かん)な声で言った。

			「リリスはツヴェルクの聖騎士だ。世界中から武芸者が集まり、武芸を競う天(てん)覧(らん)武道会で一六傑に選ばれたこともある。女だからと侮(あなど)るなよ」

			「まぁ……重要なのは体内にあるマナの量と質だしな」

			　この世界における『力』を簡単に言うと、体の強さとマナの量や質のかけ算になる。

			　つまりマナの量と質に圧倒的な差があれば、五歳の少女であろうと巨漢相手に腕(うで)相撲(ずもう)で勝てる。

			　オレがやたら強いのも、体の中にあるマナが尋常ではないからだ。

			「わかっているな。強さに性別や背の高さなどまったく関係ないことを、キサマはよぉくわかっているな」

			　ライナはクールにうなずいた。

			　後日知ることになるが、ライナは自分の幼児体型を気にしている。

			「聖神・クリフよ。我に力を！　エンペイスト・ドライガー!!」

			　リリスが右手を宙にあげて叫んだ。

			　手首にはめていた腕輪が光り、光り輝(かがや)く剣のシルエットが浮かぶ。

			「エンシェントアーツか……」

			　この世界には、マナで空間の壁を破っては武器などのアイテムを異空間に放り込む技術がある。

			　それの起動スイッチになるのが、リリスがつけている腕輪だ。

			　技術自体はかなりメジャーだ。起源のほうも古く、腕輪は世界各地の遺跡やダンジョンで見つかる。

			　しかしレベルの高い武具になると、腕輪のほうが人を選ぶ。

			　合わない人間が腕輪をつけても『魔力の篭(こも)った腕輪』でしかないが、適合者がそれをつけると、真の名を教える。

			　そして適合者が真の名を唱えれば、武具は姿を現してくれる。

			　そうやって入手されたレベルの高い武具を、『エンシェントアーツ』と呼ぶ。

			「私のドライガーは、斬られた相手の意識は奪っても、命を奪うことはない。安心して斬られるがよい」

			　リリスはチャキ――と剣を構えた。

			「参る！」

			　そして、ギャオンと突っ込んできた。そのスピードはまさに、白銀の弾丸だ。

			　それでも見えないほどじゃない。オレは迎(げい)撃(げき)の構えを取った――が。

			　ギュオンッ!!

			　リリスは三人に分裂した。

			「高ランクのモンスターには、この程度の魔法を使ってくるものも珍しくはないからな」

			　ライナはしれっと言いやがった。

			　紛(まが)うことなき正論ではあるが、イイ性格に見えてしまう。

			「ハアッ!!」

			　リリスたちが来る。

			　右のリリスは高く跳ねての斬(ざん)撃(げき)。

			　正面のリリスは真っ向からの胴(どう)薙(な)ぎ。

			　左のリリスは身を低くしての足払い。

			　オレはチキ――と目を働かせた。左のリリスは体中から白いマナを滲(にじ)ませた女だが、右のリリスと正面のリリスは白いマナそのものの姿をしていた。

			　つまり左が本体で、右と正面は魔法で作られたダミーってことか。

			　オレはツッ……と足をあげると――。

			「ぬるいっ！」

			　足を狙ってきた斬(ざん)撃(げき)を踏んだ。ダミーリリスたちの剣は腕で弾いた。

			　踏まれた剣がふたつに折れて、ダミーのリリスは虚(こ)空(くう)に消えた。

			　オレが読んだ資料によれば、エンシェントアーツと呼ばれるほどの武具は、破壊されても三日腕輪に納めておけば戻る。だからまぁ、大丈夫だろう。

			　オレはライナのほうを向いた。

			「これでいいか？」

			　ライナは、余裕たっぷりにコーヒーをすすった。

			「リリスをあっさり倒すとはな」

			「まぁ……たまたまだよ」

			「そうか、たまたまか」

			　ライナはクックと忍び笑った。

			「いいだろう。リリスを倒した褒(ほう)美(び)として、わたしが直々に強さを見てやる」

			　ライナはすっと立ちあがり、コツコツ歩いてドアのほうへ向かった。

			　ドアをあけるその前に、拉(ひし)がれているリリスへ言った。

			「なにをしている、リリス」

			「私の剣が。私の、力が……」

			「敗北は恥ではない。なぜなら相手がいることだ。しかし拉(ひし)がれているのは恥だ。わたしは弱いからと部下を見捨てる真似はしない……が、恥知らずのことは別だぞ？」

			「っ…………」

			　リリスは歯を食い縛(しば)って立ち上がった。

			「申し訳ございません……」

			「謝る必要はない。敗北を知った貴様は、またひとつ強くなる」

			　ライナは尊(そん)大(だい)に部下を気遣うと言った。

			「それでは行こうか。アマクサラクト」

		

	
		
			第12話　ギルドマスターの実力。

			　

			　オレが案内されたのは、いかにもコロシアムといった闘技場だった。

			「ここで戦うのはひさしぶりだな」

			　オレから一五メートルほど離れた位置で、ライナは軽く体をほぐしていた。

			「ルールは至って単純だ。わたしがキミに攻撃をしかける。キミは黙って避けろ。一五分後に立っていることができれば合格。できなければ失格だ」

			「オレがそっちに攻撃をしたらダメなの？」

			「命が消えても構わんのなら好きにしろ」

			「オッケィ」

			「それでは最初だ。軽く行くぞ」

			　ライナがハアッ……っと気合いを込めた。銀色の髪がざわめく。瞳の色が、禍(まが)々(まが)しい赤紫色に変わる。全身からは、黒いマナが滲(にじ)みでる。

			「我が汝(なんじ)に与えるは、うたた寝のごとき束の間の解放」

			　マナは空へと立ち上り、晴れ渡っていた空を暗闇で包む。

			「我は求めぬ。我は命じぬ。汝(なんじ)の性が赴(おもむ)くままに、世界の大気を食らうことを許す」

			　立ち込めた雲から荘(そう)厳(ごん)な冥(めい)府(ふ)を思わせる、地響きのような音が響(ひび)き――。

			「嘆(なげ)いて怯(おび)えて慄(おのの)き狂え、ドラゴン・ダイヴ!!」

			　空にあげられたライナの黒いマナが無数の小さな竜の形を取って、雨のように落ちてきた。

			　オレはその出力に驚(きよう)愕(がく)しつつ、バックステップを踏んだ。

			　オレのいた場所に黒い竜が落ちる。

			　オレはさらに右に飛んで前に転がり、左に飛んでは後ろに下がる。

			「なかなかやるな。アマクサラクト」

			　ライナは楽しげに笑った。両の手を横に広げた。黒いマナをコゥ……っと集め、

			「レギンドライヴ！」

			　漆黒の双竜を放った。

			　オレはすばやく避けようとしたが――。

			「っ?!」

			　泥(どろ)にでも突っ込んだかのように、足をどぷっと捕らわれた。

			「地に落ち伏(ふ)しても竜は死なん」

			　ライナのドラゴン・ダイヴで落ちてきた竜は、それが外れても地面を黒い泥土のようにしてしまう性質も持っていた。

			　くそっ――。

			　歯噛みするオレに、二匹の竜が迫る!!

			　オレはクッ――と歯を食い縛(しば)り、「オラァ!!」っと拳(こぶし)でそいつらを飛ばした。ライナの姿が二〇メートルほど先に映る。

			　オレは沼化した足場から足を引き抜こうとしたが……。

			　ぐらり――と、貧血みたいに視界がゆらぐ。奇妙な目まいに襲われた。

			「わたしの竜は、触れた相手の生気を奪う。以上でなければ以下でもない。安(あん)堵(ど)して果てろ。意識を失え。腕で弾いてなお立っているというだけで、わたしはキミを評価している」

			「そいつぁ……どうも」

			　オレはギリ……と奥歯を噛んだ。飛びかける意識を強引に戻した。

			　不自由な泥土から足を抜き、落ちてきた竜を回避する。

			　オレはスゥ……っと息を吸い、ライナ目がけて突っ込んだ。

			「バカが」

			　ライナが舌打ちをした。両の手を合わせた。

			「汝(なんじ)が真名は神が定めし七つの大罪。すべてを食らう淫(いん)邪(じや)の巨悪。苛(か)烈(れつ)に食らえ！　グーラーファング・ヴァイズドラゴン!!」

			　ライナの手から、一際大きな黒竜が放たれた。口の大きさだけで直径三メートルになろうかというそれは、オレを飲み込まんとするべく飛んでくる。

			　コイツは死ぬかもしんねぇな。

			　命の危険を感じたオレの口角が、狂気めいた歓喜でゆがんだ。

			　ともすれば死ぬかもしれないという事実と、それを打ち破ってみたいと思う気持ちが、奇妙な高(こう)揚(よう)感を心にもたらす。

			　勝つか負けるか。生きるか死ぬか。鼓(こ)動(どう)が激しく高鳴った。

			「等価の理を統べる者として告げる……っ！」

			　オレは赤い風のようになって走り、タンと地を蹴(け)り高く跳ぶ。

			「汝(なんじ)の性は姦(かん)邪(じや)にして凶。ゆえに我は汝(なんじ)に命じる――」

			　三メートルを優に越える竜よりも高く跳び、右手に意識を集中させて――。

			「四散せよ！」

			　オレが思い切り殴ると、黒い竜は地面に当たって四散した。

			　オレはその場に着地する。先のそれとは比較にならない目まいが襲う――が。

			「ハアッ！」

			　オレは気合いでふっ飛ばす！

			　そしてライナにドンと突っ込む。

			　ライナとの距(きよ)離(り)は約七メートル。この距(きよ)離(り)ならば、そう複雑な魔術式は使えないはずだ！

			　しかしライナは、フ……と口元に笑みを浮かべると――。

			　拳(けん)銃(じゆう)っ?!

			　オレが知っている拳(けん)銃(じゆう)とは少し形が違っているが、それは紛れもなく拳(けん)銃(じゆう)だった。

			「魔法を使わず、わたしにこれを使わせたのは、キサマが初めてだぞ、アマクサ」

			　銃を持ったライナの右手に、黒いマナが集まり始めた。

			　拳(けん)銃(じゆう)の原理は複雑そうで、実はとてもシンプルだ。

			　弾の後ろで火薬を爆発させて、爆風で弾を押し出しているだけだ。

			　だから歴史は意外と古い。鎌倉幕府の時代には、起源となる武器が中国で使われていたりした。

			　特にこの世界では、火薬の問題をマナでクリアすることができる。だったらあってもおかしくはないのだろう。

			　ドンドンドンッ！

			　至近距(きよ)離(り)から銃(じゆう)弾(だん)が放たれる。材質はよくわからない――が、金属製の弾だ。

			　先の竜のような、黒いマナは帯びていない。

			　それならイケル。

			　オレはニィ……と口角をゆがめ、先頭の弾丸を人差し指と中指で挟(はさ)んだ。その弾を親指で弾く。弾かれた弾丸は二発目、三発目、四発目の弾丸を真っ向から砕(くだ)き、五発目の弾丸の軌道をズラした。

			　軌道の変わった弾丸は、オレの頬(ほほ)をチリッとかすめた。

			　ライナはさらに、なにかしようとしてきたが――。

			「遅いっ!!」

			　それより早く、オレの手がライナの胸の真ん中を突いた。ライナの体を一息に倒す。

			　オレはライナを押さえつけ、抵抗は無駄であることを思い知らせる。

			　ライナはしばらくもがいていたが、やがてぐったりと大人しくなった。

			　オレはライナの目を見てまっすぐに言った。

			「オレの勝ちかな？」

			「ああ……」

			　ライナはなぜか頬(ほほ)を赤く染め、オレから目を逸(そ)らして言った。

			「キミの…………勝ちだ」

		

	
		
			第13話　それが理由でホントにいいのか?!

			　

			「キミの…………勝ちだ」

			　オレに押し倒されたライナは、なぜか頬(ほほ)を染めて言った。

			　頬(ほほ)を染める意味はわからないが、オレの勝利だ。オレはライナの上から降りた。

			　健闘を称(たた)える意味も込め、ライナに向かって右手を伸ばす。

			「立てるか？」

			　ライナはオレの手と顔をチラチラと見た。赤く染まっていた頬(ほほ)が、ますます赤くなる。

			　ライナはオレから目を逸(そ)らしつつも、オレの手を握り締めてくる。

			　オレは手を引っ張ってライナを立たせた。ライナの瞳はどこかうつろだ。

			「大丈夫か……？」

			　オレが心配していると――。

			「っ?!」

			　ライナがオレのほうに倒れ込んできた。

			　そんな動きを予想していなかったオレは、尻(しり)餅(もち)をついた。

			　ライナはオレにギュッと抱きつき、やわらかな頬(ほほ)をオレの胸板に当てて――。

			「はぐぅん……」と甘い声を漏(も)らした。

			「あっ、あの、ライナさん…………？」

			「ライナでいい」

			　ライナはオレに抱き着いたまま、オレをじっと見上げて言った。

			「ライナがいい」

			　それはぽんわか甘えるような、愛らしい声だった。

			「好きな相手には、呼び捨てにしてもらいたい」

			　しかも普通に告白してき――。

			「って、ええっ?!」

			「めーわくか…………？」

			「めいわくではないよっ?!　ライナは普通にかわいいし、そうやってストレートに好きって言ってもらったのも、初めてだし！」

			　気弱なライナにオレが思わず本音を言うと、ライナはオレの胸板に顔をうずめた。

			　オレに抱き着く腕の力も、ぎゅぅぅぅぅぅぅぅ……っと強くなる。

			　表情こそ見えないが、真っ赤になっているうなじと耳が、照れていることを示していた。

			　かわいい。本当にかわいい。思わず流されそうになるが、オレは首をブンブン振った。

			　だってさぁ!!

			「惚(ほ)れられるようなこと、なんもやってないよね?!」

			「わたしのことを押し倒したではないか…………」

			「それが理由でホントにいいのか?!」

			　ライナは、オレから離れてちょこんと座った。

			　ただ離れたと言っても、三〇センチあるかないかの至近距(きよ)離(り)。オレはドキドキしてしまう。

			「キミは……わたしと戦ってどのように思った？」

			「けっこう強かったな。流石(さすが)ギルドマスターだな……っていう感じだけど…………」

			「それがそのまま、問いの答えだ」

			　ライナはすっと右手を出した。黒いマナがそこに集まる。

			「わたしの力はその特性と威力から、恐れられることも多くてな。わたしに近寄る人間は、この黒いマナを見た瞬間に一歩引く。わたし個人には敬意を払ったとしても、力には怯(おび)える」

			「…………」

			「その点キミは、わたしの力に怯(おび)えなかっただけでなく、真っ正面から向かってきてもくれた。そんなキミに押し倒されて、抵抗しても押さえられたわたしは、屈(くつ)辱(じよく)感や敗北感より、包まれるような温かさを感じてしまって…………気がついたのだ」

			　ライナは胸に手を当てて、しみじみとつぶやいた。

			「わたしも女なのだな…………と」

			　言ってて恥ずかしくなったのだろう。ライナは照れを隠すかのように大声を出した。

			「とにかくそれがわたしの理由だ！　以上でなければ以下でもない！　キミに頭を撫(な)でられたいし、ギュッと抱き締められたいし、キミに再び押し倒されて――――」

			　ライナは拳(こぶし)をギュッと握った。そして決死の顔で言った。

			「メチャクチャにされたいっ!!」

			　そしてライナは、オレの胸に手を添えて――――。

			　オレの唇に唇を当ててきた。ぐぅ……っと押しつけてきた。

			　至近距(きよ)離(り)で見つめるライナのまつ毛は、とても長くて美しかった。

			　密着している唇は、ピンク色のマシュマロのようにふんわりとしていた。

			　しかし、ライナのまつ毛と息は、小刻みに震えていた。

			　嫌われてしまったらどうしよう。拒絶されたらどうしよう。

			　そんな怯(おび)えと恐れが、如(によ)実(じつ)に伝わってくるような顔だった。

			　つい先ほどまでは、勇ましく凛(り)々(り)しかったギルド長のライナティアス＝ミューレン・ミューレンも、今はポニーテールが似合うだけの女の子だった。

			　ライナの唇が離れた。不安にうるんだ瞳で、至近距(きよ)離(り)から言ってくる。

			「わたしをもらってくれ！　アマクサ!!　ふつつかなわたしだがご奉(ほう)仕(し)もするし、キミの言うことであればなんだって聞く!!」

			「じゃっ、じゃぁ…………」

			「うっ、うむ」

			　ライナがじっと息を詰め、こくりと生(なま)唾(つば)を飲んだ。

			　オレはライナから目を逸(そ)らし、頬(ほほ)をかいて言った。

			「ギルドランクの件…………よろしく」

			　ライナは目を見開いて固まった。

			「ばっ……」

			　愕(がく)然(ぜん)と目を見開いては、口を半開きにして固まった。プルプルと震えた。

			「ばっ…………」

			　そして涙をポロポロこぼし、

			「ばかーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーっ!!」

			　怒った。

			「ばかばかばかぁ！　ばかばかばかぁ！　アマクサのばかっ！　アマクサのばかっ！　ばかーばかっ！　ばかぁーーーーーーーーーーっ！」

			　うわーん、うわーんと泣きながら、オレをぽかぽか叩くライナ。

			　しかしまったく痛くない。むしろかわいいだけである。

			　オレは思わず抱きしめてしまいたくなるような衝動を堪(た)え、かろうじて言った。

			「でもさ、そういう約束で戦ったわけじゃんっ?!」

			「はぐっ……」

			　動きはピタと止まり、ライナはオレからわずかに距(きよ)離(り)を取る。そして決まり悪げに顔を向けてきた。

			「その件だがな……」

			「ああ」

			「冒険者にとって重要視されるのは、まず第一にモンスターに勝てる強さだ。ゆえに弱者がＢ級やＡ級にあがることはない。Ｂ級、Ａ級の冒険者たちは、その一〇〇パーセントが絶対的な実力者だ」

			　当然だな。

			「だがしかし、どんな戦士も飢えには勝てん。高いランクの冒険者には、サバイバルの知識や能力も要求される。低いランクの依頼には、そういったあたりを見るための試験という意味合いもあるのだ」

			「だったら最初からそう言ってればいいんじゃ……？」

			「以前……というか前任者はそうしていたのだが、それで納得してくれる者は、そもそもＣやＢからのスタートを望みはしない。そして納得しなかった身のほど知らずが、ギルドを通さず無茶な冒険をして死亡するケースが後を絶たなくてな。細かい理屈で説明するよりも実戦を組み、世界の広さと己(おのれ)の未熟さを教えてやることにしたわけだ。その方針を取ってから、新人冒険者の死亡・行方不明の率は以前の三割にまで減った」

			「なるほどねぇ」

			「そそっ、そして今までは、わたしを負かす者はもちろん、わたしの攻撃に五分と耐えられる者もいなかった。ゆえにギルドから見ても、前例のないお話であり……」

			「つまり無理ってこと？」

			「それはない！　なにせ約束したことだ！　約束である限り守る!!」

			　ライナは首をブンブン振った。ポニーテールがパタパタゆれた。

			「たっ、ただ、少々時間がかかってしまう…………ということだ」

			「そんな大変なんだ……」

			「Ｄ級であれば前例がなくもないのだが、そのケースにしても、Ｂ級の冒険者と長期にわたって過ごしていた実績があった。そういうものがないキミが……となると難しい」

			　オレは少し考えてから言った。

			「じゃあいいや。既定の通りのＦでいいよ」

			「なにっ?!」

			　ライナがポカンと、狐(きつね)に摘(つ)ままれたかのような顔をした。

			　日本の警察の階級は全部で九段階あるが、警察全体の九五パーセントが真ん中よりも下にいる。漫画なんかで偉そうにしている『警部』も、階級的には上から六番目に過ぎない。

			　ギルドシステムもそれに近い。

			　冒険者のランクはＦから始まりＳまであるが、大半の人間はＥからＣで終わる。

			　そのＣ級にしても、上位六パーセントから二五パーセントぐらいの準エリートで占められている。Ｂ級はもちろんＣ級ですら、『それをすてるなんてとんでもない！』と言われてしまう程度には名(めい)誉(よ)だ。

			　特に今回の場合、オレから「ランクあげてくれ」って言ったわけだしな。

			「ただその代わり、お願いがあるんだけどさ」

			「なんだ…………？」

			「この街には、強いギルド長であるライナに勝てる人間がいるってことを、覚えておいてほしいのと……」

			「と……？」

			「告白の返事は保留ってことにしてください……」

			「なっ……」

			　ライナの顔が絶望にゆがんだ。

			「はぐっ、うっ、うっ……」

			　澄(す)んだ瞳から、大粒の涙がぽろぽろとこぼれる。

			「やはり……わたしのような可愛げのない女は嫌いか……？」

			「それはないっ!!」

			「つまりわたしの『ような』ではなく、わたし個人が嫌いかっ?!」

			「それもないっ！　っていうかさっきも言ったけど、ライナはかわいい！　普通にかわいい！好きか嫌いかで言えば、かなり好きに入るからっ!!」

			「はぐっ！」

			　オレがストレートに言うと、ライナはボンッと真っ赤になった。

			「そっ、そうか。わたしは、かわいい……か。かなり好き……か。えへへっ、へへっ……」

			　胸の前で指をもじもじといじり、しまらない笑みを浮かべるライナは本当にかわいい。

			　そんなライナを傷つけないよう、オレは言葉を選びながら話す。

			「だけどオレには先約っていうか……、オレを慕(した)ってくれている女の子がいるんだ。だけどその子は今ちょっと自由が利かない状態で……。だからその子が自由になるまでは、ライナとそういう関係になるわけにはいかない」

			「その者とは……将来を誓い合ったのか？」

			「助手にするって約束はしてるけど、それ以上はまだ…………かな」

			　ライナは口に手を当てた。しばしのあいだ考え込んだ。

			「わかった…………」

			　重い表情でうなずいて、自分を納得させるかのようにつぶやく。

			「キミの言うその女子が自由を手にする時までは、わたしはキミとの接触をできる限りさける」

			「ごめんな」

			「ししっ、しかしその者が自由になった暁(あかつき)には、わたしとその者を同列にあつかってほしい！　相手の自由が利かぬうちにキミを取るのがフェアでないなら、先に出会ったというだけで権利を主張されてしまうのもフェアではないっ!!」

			「…………そうだな」

			「よしっ!!」

			　ライナはグッと拳(こぶし)を握った。次にオレの手を握り締め、まばゆい笑顔で言ってきた。

			「わたしはキミに気に入られるよう、ぜん…………っりょくでがんばるからな!!」

			　その笑みは、千の花を散らしたかのように可(か)憐(れん)だった。

		

	
		
			第14話　男として。

			　

			　ライナと戦ってから一週間が過ぎた。

			　オレは家と呼んだら大工さんに大激怒されそうな家の中で、重さ二〇キロほどの重りが入った棒を持って修業していた。

			「納(のう)刀(とう)、二の型。物見の構え」

			　棒を立てて盾(たて)にする。棒の陰から相手を見据える。

			「抜(ばつ)刀(とう)、突き上げ。納(のう)刀(とう)、草刈り！」

			　相手の手の甲を払うイメージで棒を振り上げ手元に戻し、草を刈るイメージで横薙(な)ぎに払う。

			「足(そく)刀(とう)！　破弾！」

			　棒を振るったところに相手が突っ込んできたイメージに合わせて足を突きだし、イメージの相手の頭に棒を振る。

			　そして棒を後ろに引いて、

			「納(のう)刀(とう)――――紅(べに)疾風(はやて)！」

			　首を払った。

			　なんだか危ない人のようだが、オレは毎日こうやって基礎の稽(けい)古(こ)をしている。

			　魔法は初歩のものしか使えないオレにとって、物理の力は生命線だ。

			　オレの異常なマナの量なら、相手を適当に殴っているだけで特に問題はないらしい……が、万が一が起きてからでは遅い。

			　棒を振るうたびに訪れる筋肉の軋(きし)みを感じながら、オレは朝の訓練を続ける。

			　ひと通り終わった。オレはフーッと一息ついて、棒をゆっくり地面に寝かせた。

			　重さ二〇キロの棒は、鈍い音を立てて転がる。

			　そのあとは薬草を調合したり、ピコルルの観察日記をつけたりして過ごす。

			　本当は外でしたいこともあるのだが、今はちょっとそれがしにくい。

			　突然、気配が背後にやってきた。

			「…………」

			　窓の向こうからオレを見ながら、らしくないマヌケ面をしているライナであった。

			「なにしてんの？」

			「あっ、ああっ」

			　返事の声もマが抜けている。

			　オレはドアをあけ――――ライナの姿に目を奪われた。

			「な……なんだ？」

			　胸に手を当て恥じらうライナに、ゴクリとツバを飲んだ。

			　ライナの髪は先週と同じポニーテールだ。着ている服も、シルバーグレイの軍服めいた制服である。

			　しかし先週のポニーテールが紐(ひも)で束ねられていたのに対し、今日のポニーテールは黄色のリボンで束ねられている。

			「このリボン……どうしたの？」

			「はぐぅ…………！」

			　ライナは胸元を押さえ、下唇を噛み締めた。

			「ライナっ?!」

			「あっ、ああっ、いやっ、その……」

			　ライナはオレから目を逸(そ)らし、もじもじとしている。

			「キミに気づいてもらえたのがうれしくて……、心臓が……ドキドキとして…………くうっ、うぅん…………」

			　ライナは、はぁ……っと甘い深呼吸をすると、白い頬(ほほ)を赤く染め、それでもオレから目を逸(そ)らしたまま続けた。

			「キミに想いを寄せているという女子が、いまだ自由になっていないのに、このようなことをするのもどうかとは思ったのであるが、多少であれば……とも思い、その…………」

			　もじもじもじ。ライナは胸の前で指を絡める。

			　ああっ、もう、かわいいなぁ!!

			　オレはライナの頭をポンと叩いた。

			「大丈夫。かわいいよ。リボンぐらいなら大丈夫だし、似合っててすごくかわいい」

			「そっ……そうか。えへへ、へ、へ……♡　うっ……うれしいな。キミに……言ってもらえると、ほんとうに……うれしいな」

			「それで今日は、どういう用で来たんだ？」

			「それはだな……」

			　ライナはふっと顔をあげ、ポカンと目を見開いた。オレの背後の景色を見ていた。

			　壁は割れて、天井にも穴があいているオレの家を。

			　一秒か二秒。三秒か四秒。

			　ライナはふたりの人間が、ただ向かい合うには長すぎる時間のあと――。

			「いったいキミはいかなる罪で、このような犬小屋に住んでいるのだっ?!」

			　酷(ひど)いこと言いやがった。

			「犬小屋って言うなよっ!!　オレの家だぞっ?!」

			　自分ではボロ家ボロ家と言っているこの家であるが、人から言われると傷つく。

			「あっ、ああ。そうだな……」

			　ライナはこくりとうなずいたものの――。

			「犬小屋であれば、風はともかく雨は凌(しの)げる」

			「犬小屋以下っていう評価っ?!」

			「じじっ、実際そうではないかっ!!」

			「けどオレんちだって凌(しの)げるだろっ?!　あの部屋に入ればよっ!!」

			　オレはダンボールテントのダンテを指で示した。

			「それを凌(しの)いでいるとは言わんっ!!」

			「言われてみるとそうかもしんないけどさ……」

			「言われる前に気づけぇっ!!」

			　ライナは拳(こぶし)をギュッと握り、[image: kao_117.png]な顔で突っ込んだ。

			「まったく…………」

			　ライナは、はぁ……、はぁ……と息を荒らげた。

			　そしてコホンとセキをした。オレを好きだと言ってくれた、かわいらしい女の子ではなく、この街のギルドを束ねている長、ライナティアス＝ミューレン・ミューレンの顔になって。

			「今日はわたしの愛するアマクサラクトではなく、わたしを倒した強い男に会いに来た」

			　やっぱりな。

			　そしてオレを呼びにきたということは――。

			「複数の冒険者や傭(よう)兵(へい)でかからないと、厳しいモンスターが現れた……ってところか？」

			　オレはマジメな顔で言った。

			　しかしライナは、なぜかギクッとたじろいだ。ドキッという効果音も聞こえたような気がした。

			「はぐっ、あっ、あっ……」

			　口をはぐはぐ、ぎこちなく動かして――。

			「んぅ……」

			　オレにキュッ……と抱きついた。オレの胸に顔をうずめた。

			　小さな頭を、オレの胸にこすりつけてくる。

			　瞳はふんわり細められ、尻尾(しつぽ)はパタパタゆれていた。

			「あぁぁ……。あまくさだぁ。わたしの大好きなあまくさだぁ。この一週間、会いたくて会いたくて仕方がなかったが、約束があるゆえに会うに会えずに、夢の中でベタベタとするしかできなかった、あまくさだぁ…………」

			　そのあいだは本当に悲しかったのだろう。ライナはホロリと涙を流した。クスン、クスンと鼻をすすった。

			　本当にかわいい。今すぐ全力で抱き締めたい。

			　それでもオレは理性を発揮。ライナの体を引き剥(は)がす。

			「今日はマジメな話をしにきたんだよねっ?!」

			　それでライナはハッとなった。真っ赤になりつつも、表情を引き締めた。

			「そそそっ、そうなのだ！　先にも述べたが今日のわたしはキムレスギルドの長として、わたしよりも強い男に会いにきただけなのだっ!!」

			　けれどすぐにまた弱気になった。耳ごとしょんぼりうなだれる。胸の前で指をもじもじ弄(いじ)る。

			「しっ……しかしキミの真剣な顔は、想像以上に魅力があって、ガマンができなくなったというか、ガマンしていた分が噴き出してしまったというか、とにかく甘えたくなってしまったというか、キミにかわいいと言われたことがうれしすぎて、わたしはもはやキミなしでは生きていけなくなってしまっていることを、改めて感じてしまったというか…………」

			　そして最後は、「はぐぅぅ……」と頭を抱えてしまった。

			　気の毒になったオレは、話を戻してやることにした。

			「それで結局、なんの用なの？」

			　ライナはコホンと咳払いをした。

			「つ……つい先日、キミから情報提供を受けた、ガガ、ガードアントについてだ」

			　ライナはきょどりながらも一枚の地図を取り出した。ヴィレット山のふもとの森の地図だ。

			「この地図の丸がアリと遭(そう)遇(ぐう)したところ。×が巣穴だ。丸の中の数字は、遭(そう)遇(ぐう)したアリの数を示している」

			「巣穴だけで七つか……」

			「しかしガードアントは、縄(なわ)張(ば)り意識が強い。この近距(きよ)離(り)で複数の集団が共存しているとは考えにくい。巣穴の数はひとつの集団の規模の大きさ。クイーンも一体と考えてよいだろう」

			「なるほどな」

			「そして調べてみたところ、このガードアントたちは、なんの前触れもなく街を襲撃することがある。ある朝突然街の中央に巣穴が現れたかと思ったら、そのまま滅ぼされてしまった街もあるらしい」

			　ライナの話で、オレはこの街にアリが出てくる光景を想像してしまった。

			　平和な街のにぎわう市場。そこにいきなりアリが現れ、街の人をパニックに落とす。街の人たちを殺害していく。

			　そして、血と肉塊に骨だけが残る廃(はい)墟(きよ)へと変わる姿を、想像してしまう。

			　心臓が冷えた。嫌な汗が手のひらに滲(にじ)んだ。

			　これは絶対、止めないといけないな――。

			「生態とかはわかってるのか？」

			「クイーンさえ討ち取れば収まることや、非常に好戦的であることは知られている。だが逆に言うと、それ以外のほとんどが不明だ。なにせ迂(う)闊(かつ)に近づくと、観察している者が食われてしまうからな」

			「なるほど……」

			「だからできれば……本当にできればでよいのだが、わたしについてきてほしい。過去の例から言う限り、クイーンアントを討伐するには数百単位の人員が必要となる。『討伐』と銘(めい)打(う)ってはいるが、実質的には戦争であると思ってほしい」

			　オレは日本にいたころに本で読んだアリの生態を思いだした。

			　種類によって差はあるが、そこらで見かける普通のアリでも巣には数万単位で住んでいると書いてあった。

			　さらに世界最大級になると、巣の長さは一〇〇キロに及び、住んでいる数は推計数十億という、ファンタジーよりもファンタジーなことになっていた。

			　人間並みの大きさを持つガードアントに、そこまで数を増やす力はないだろう。

			　しかしそれでも、驚異的なことだけは確かだ。

			「わかった。オレも作戦に参加する」

			　ライナはじっとオレを見上げた。

			　不安を宿したその顔は、『ギルド長のライナ』ではなく『女の子のライナ』であった。

			「よいのか…………？」

			「話持ってきたのはライナじゃん」

			「そっ……、それは確かにその通りだが、それはキミがギルド長のわたしに、わたしを倒せる人間がこの街にいることを覚えておいてほしい……と言ったからであり、女としてのわたしは…………」

			　そこまで言って、ライナは深くうつむいた。

			「キミには参加してほしくない」

			　オレはライナの頬(ほほ)に手を当てて、ライナの顔をオレに向かせた。

			「そんなこと言って、ライナのほうはどうするんだ？」

			「もちろん…………戦力として参加する」

			「だったら、それが五割だよ」

			　オレは、ライナの目をまっすぐに見て言った。

			「自分を好きだって言ってくれた女の子が戦いに出ようってのに、保身を計るようなやつは男じゃない」

			「あまくさ……」

			　ライナの瞳がとろんととろけた。キスを求める女の子みたいな顔になった。さらにヘヴン状態になっているのか、お尻の尻尾(しつぽ)もふりふりとゆれていた。

		

	
		
			[image: p_123.jpg]
		

	
		
			　オレの心臓も跳ねた。

			　ライナはホント、かわいい顔を不意打ちで見せてくる。

			　それでもオレはシャルルのことを頭に浮かべ、キスしたくなる誘惑をしりぞけた。

			　そもそもオレが顔を売りにいったのは、それが理由だ。

			　こういう大きな戦いがあれば、シャルルが囚人兵(シユプレフリング)として駆(か)り出される可能性は高い。

			　オレが参加することで、戦況がどれだけ変化するかは知らない。

			　だけど、オレの知らないところでシャルルが死んだと聞かされたりしたら、オレは一生後悔することになる。

			　それを抜きにしても、話を持ってきてもらってよかったと思う。

			　オレは正義の味方と呼べるほどの人間ではない。

			　しかし街を襲撃してくるようなモンスターが相手なら、見過ごしてはおけないとも思う。

		

	
		
			第15話　ライナの気持ち。

			　

			「でっ、では行こうか」

			　なんとか理性を取り戻したわたしは、アマクサに言った。

			　顔が熱い。心臓がバクバクと鳴る。

			　それでもわたしは、シルバーグレイの服の胸ポケットから笛を出した。

			『竜石』と呼ばれる石で作られた品だ。その色や輝(かがや)きは、宝石のヒスイに近い。

			　笛を吹く。ピィ――――と、澄(す)み渡る音が響(ひび)いた。

			　ギャオォォン……。

			　遠くからグロリアの声がした。わたしは声のするほうを見て待つ。

			　最初は小さな点だったそれが、徐々に大きくなってくる。緑色の竜の姿がハッキリと見えてくる。背の高さは二メートルほどで、体長は六メートルほどの竜。

			　竜としては小柄だが、わたしたちから見ると充分に大きい。

			　降りてきたグロリアは地面に伏(ふ)せて首を伸ばした。わたしはグロリアにまたがると頭を撫(な)でた。

			「よしよし」

			　グロリアはグル……とノドを鳴らして瞳を細めた。

			「ライナの竜なの……？」

			　アマクサが、ほうけた顔で訊(き)いてきた。わたしはクールに返してやった。

			「まぁ、そうなるな」

			　アマクサがほうっとため息をついた。

			「どうした？　アマクサ」

			「ああ……いや。ライナって、けっこうすごいんだなぁ……って」

			　わたしは「ふむ……」とうなずいた。

			　騎乗用の飛竜は竜族の中でもっとも小さく、唯一家(か)畜(ちく)化されている竜だ。

			　平均的な竜の三分の一程度の大きさしかない――とも言われている。

			　だがそこは、最小でも竜。

			「確かに飛竜の希少価値は生半可なものでなく、所持できる人間は少ない。弱い人間を舐めもする。ゆえに、暴れた竜をひとりで制圧できるぐらいの実力がなければ、所有はおろか、乗りこなす訓練をすることもできん」

			　そういう意味で言うならば、わたしが『すごい』のは間違っていない――が。

			「キミはその、『すごいわたし』に圧勝した男なのだぞ？」

			　わたしはフッと笑みを浮かべた。

			　アマクサは、本当に強かった。わたしのすべてがまったく通用しなかった。

			　あれほどの実力差があると、逆に清(すが)々(すが)しくなってしまう。

			　わたしが素直に褒(ほ)めたせいであろうか。アマクサは、照れくさそうに頬(ほほ)をかいた。

			「とにかく早く乗れ」

			「あっ、うん」

			　しかしアマクサは、なぜか寸前でためらった。

			「どうしたのだ？　早く乗れ」

			　わたしはアマクサをうながした。アマクサは、ためらいつつも乗ってきた。

			「はぐっ……」

			　そこでわたしは、アマクサがためらった理由に気づいた。

			　飛竜の騎乗スペースは狭い。首とツバサのわずかな隙間しかない。

			　つまりアマクサが後ろに座ると、わわわ、わたしの体がアアア、アマクサの体に密着してしまうことになる。

			「…………大丈夫か？」

			「だだだっ、大丈夫…………だ」

			　わたしは言った。ツバをゴクリと飲み込んだ。しかし、この心臓の鳴りっぷりは、どう考えても大丈夫ではない。耳の奥で怒(ど)号(ごう)のように鳴り響(ひび)く音が、普通であるはずがない。

			「わっ……わたしは、その、背中に人を乗せるのは初めてなゆえ、しょしょしょ、少々緊張しているだけだ。キキキ、キミと密着してしまうことをまったく考えていなかったとか、キキ、キミの体が思っていたより、おおお、大きくって、たくましくって、かつてないほど胸を高鳴らせてしまっているなどということは…………」

			　わたしはうつむき喘(あえ)ぎながらも、必死で言い訳をした。

			　密着してしまうことを考えていなかったのはその通りだが、アマクサの体が思っていたよりたくましくって、わたしの胸がかつてないほどドキドキバクバクしてしまっているということについては。

			「けっして、けっして」

			　わたしは声を振り絞り、必死な言い訳を続けようとしたが、

			「ないとは……、言えぬぅ…………」

			　ウソはつけなかった。

			　素直な本音を白状して、ぐにゃぐにゃの骨抜きになってしまった。

			　しかしアマクサにぐにゃぐにゃにされてしまうのは、心地よくもあった。

			「はぐぅぅぅ……」

			　悶(もだ)えて喘(あえ)ぐ一方で、もっとほしいと思うわたしも存在してしまっていた。

			「とりあえず……飛んでくれ」

			　しかしながらアマクサは、言うべきことを言ってきた。

			　わたしはグッと息を詰め、必死になってうなずいた。

			　こくっ！　こくっ！　とうなずいた。

			「とっ、飛べぇ！　グロリア！」

			　わたしは、手(た)綱(づな)をヒュオンとゆさぶった。

			　グロリアは威(い)厳(げん)の篭(こも)った声をあげると、ツバサを扇(あお)いだ。大きな体がブワリと浮いた。わたしの体がグラりとゆれた。アマクサが、怯(おび)えたような声を出す。

			「うわあっ、あっ、あっ」

			　そしてわたしに抱きついてきた。

			　心臓が跳ねた。全身がすくんだ。しかし一方、ほころんだ。

			　飛竜に初めて乗る者はみな、一様にしてこのような反応をする。

			　無論わたしも例外ではない。わたしも七歳で初めて飛竜に乗った時には、このような反応をした。

			　人間離れした力を持っていたアマクサであるが、こういうところは人間なのだな……と、物理的にも心理的にもアマクサの存在を近くに感じた。

			　ああ。もう。惚(ほ)れている。

			　強いところも弱いところも、アマクサのすべてが愛おしい。

			　愛してる。大好きだ。このままふたりで溶け合いたい。混ざり合ってひとつになりたい。わたしはアマクサにならば、どんなに痛いことや苦しいことやいやらしいことをされようと、それを幸せと感じるだろう。

			「うわぁ……」

			　後ろから、感(かん)嘆(たん)の声が響(ひび)いた。

			　これもまた、飛竜に初めて乗った人間の声だ。

			　わたしはアマクサが見ているであろう景色を見下ろす。

			　家が小さい。人が小さい。街が小さい。

			　空が近い。青い空、白い雲が近い。

			　広がる海は青い。白い太陽の輝(かがや)きを浴びて、白く青く輝(かがや)いている。

			　アマクサは、子どものように笑ってた。

			　わたしは穏やかな気持ちで言った。

			「よい景色だろう、アマクサ」

			「ああっ！」

			　わたしたちの周りに、薄い緑色の膜がシャボン玉のように浮かんだ。

			「竜が空を飛ぶ時は、ツバサとマナの両方を使う。これは竜がマナで推進する時の前触れだ」

			　わたしはグロリアに指示を出す。グロリアは、ギャアッと鳴いては宙を駆(か)けた。

			　アマクサの、わたしを抱きしめる力が強くなった。わたしは静かに瞳を閉じる。

			　頬(ほほ)に当たる風と背中から伝わるぬくもりが、今のわたしのすべてになった。

		

	
		
			第16話　その説明じゃオレ、やたら強いレイプ魔だよっ?!

			　

			　ライナの竜が城壁を越えた。中央区の真ん中に立つ建物へと向かう。

			　それは立ち並ぶ家々よりも、頭ふたつは大きな塔だった。

			　飛竜が塔のてっぺんに止まった。オレはライナと地面に降りる。

			　足元が、まだ少し浮いているような気がした。

			　ぐらつく船にしばらく乗ってから降りた時に起こる、陸酔いのような感覚だ。

			「大丈夫か？」

			「あっ、うん」

			「それはよかった」

			　ライナは屋上にある、白い扉のほうへと歩きだす。

			　それは本当にただの扉だ。壁がなければ屋根もない、白い扉がポツンとあって、槍(やり)を持ったふたりの兵士と体長三メートルの巨大なゴーレムが前に立っている。

			　ライナが金属製のギルドカードを取りだした。

			「アールヴヘイム冒険者ギルド・キムレス支部の長、ライナティアス＝ミューレン・ミューレンだ」

			　ふたりの兵士はカードを見つめ、ハッ！　と敬礼をした。

			「後ろにいるのはアマクサラクト」

			　ライナはオレの名を呼ぶと、腕をするっと取っては頭をピト……っとくっつけてきた。

			「わたしが夫にしたい男だ」

			　兵士ふたりが眉(まゆ)をひそめた。『そんなやつ入れてたまるか』みたいな色がある。

			　しかしライナは言いやがった。

			「わたしの体を押し倒し、そのままわたしをモノにした男でもある」

			「「っ?!」」

			　兵士ふたりが目を見開いた。宇宙人でも見るかのような、恐怖と驚(きよう)愕(がく)を足した視線をオレへと向けてくる。

			「ラッ、ライナさまを」

			「押し倒されたのですか？」

			　なんか誤解されてないっ?!

			　しかし訂正する前に、ライナはスパッと答えてしまった。

			「すばらしく気持ちがよかった」

			　それも浸(ひた)るように瞳を閉じては、ぽっと頬(ほほ)を赤らめて、オレの腕に頬(ほお)ずりしながらだ。

			「初めての体験をしたわたしは、自分が『女』であることを実感させられ、心も体もアマクサのものになってしまったのだ」

			　その説明じゃオレ、やたら強いレイプ魔だよっ?!

			　兵士さんたちは困ったような顔をしていたが、無(ぶ)難(なん)にまとめようとした。

			「つまりこの方は、ライナさまのお連れである……と？」

			「今回の作戦のカナメになる男でもある」

			「そっ、そういうことでしたら、我々に止める権利はございませんっ！」

			　兵士さんたちは敬礼し、道をあけた。

			　ライナはオレと腕を組んだまま、白い扉に手を当てた。

			　ライナの体がどぷんと吸われ、オレの体もどぷんと吸われた。

			　そして会議室に入った。

			　清(せい)潔(けつ)感(かん)あふれる部屋に、長方形の机。並んでいる椅子。歴戦と思われる冒険者たち。

			　頬(ほほ)に傷のある痩(そう)身(しん)の剣士や槍(やり)を傍(かたわ)らに置いている甲(かつ)冑(ちゆう)の騎士。斧(おの)を背負ったヒゲモジャの大男。

			　顔がそのまま狼である人(じん)狼(ろう)の男や、耳が尾びれになっている人魚を彷(ほう)彿(ふつ)とさせる女などもいた。

			　そんな一癖も二癖もありそうな冒険者たちの視線が、オレとライナに集まると――。

			「あなた、何者ですのっ?!」

			　ヘンな女が噛みついてきた。

			　なんて言うのか、高貴さと傲(ごう)慢(まん)さを足して二で割った貴族みたいな女だ。

			　着ているのはライナのシルバーグレイの軍服を女子用に改造したかのような服で、頭に立つのはピョコンとした猫耳で、ロールのかかった髪は透き通るような金色だ。

			　顔立ちは彫りが深い。率直に言って美人だ。

			　しかしいきなりこれはムカつく。オレはムッとして答えた。

			「オマエこそ誰だよ」

			「わっ、わたくしはＡ級二〇位。鉄(てつ)砕(さい)斧(ぷ)のセシリア＝フェアゲッセンですわ！」

			　セシリアは、金属製のギルドカードをオレに見せる。

			　カードには、紅く輝(かがや)く文字でＡとあった。右下のほうには小さく二〇ともあった。

			「我がフェアゲッセン家は、三〇〇年の歴史を誇る貴族の家系！　そしてＡ級の上位クラスのＳ級はわずか一八名！　つまりフェアゲッセン家の正統後継者にしてＡ級二〇位のわたくしは、選ばれし血に加えて世界中の冒険者たちの中で四〇番目に優れている、エリート中のエリートなのですわ!!」

			「そりゃあすごいな」

			　オレは素直に感心した。セシリアと同じようにギルドカードを出して言う。

			「オレのほうは天(あま)草(くさ)ラクト。Ｆ級の二〇九一位だ」

			　セシリアはオレのカードをまじまじと見つめ、それから表情を強(こわ)張(ば)らせた。

			「つまりあなたは、Ｆ級の分際でＡ級二〇位のわたくしに、あのような口を利いたと……？」

			　セシリアの怒りにライナが答えた。

			「確かに今のアマクサはＦ級の下位だ。しかし時間の問題でＳ級へと上がる逸(いつ)材(ざい)でもある。とりあえず今の段階で、Ａ級一〇位のわたしには勝った」

			「それはあなたの力が鈍ったのではなくって？　特定卑(ひ)賤(せん)民の、ライナティアス＝ミューレンさん」

			「っ…………」

			　ライナは無言で唇を噛んだ。

			「ま、よろしいですわ」

			　セシリアはそれで満足したのか、椅子のところへと戻った。

			「ライナ…………？」

			「特定卑(ひ)賤(せん)民とは……、重大な犯罪者たちのあいだに生まれた子どもだ。父母の罪をそそぐ者として、誕生からの七年間は人権を与えられん。国家への奉(ほう)仕(し)者として、新薬や魔導学などの実験台として使われる」

			　ライナはあくまで他人事のように語る。

			　だけどオレには、それがどういう意味を持っているのかわかる。

			　自分のこととして話すと心が壊れてしまうから、あえて他人事のように話しているのだ。

			　だからオレは、たった一言だけ言った。

			「そっか」

			　ライナがそれを重荷と思わないよう、できる限りの軽い口調で。

		

	
		
			第17話　セシリア＝フェアゲッセン。

			　

			「みなも既(すで)に聞いていると思うが、ヴィレット山のふもとの森にガードアントの巣が出現した」

			　およそ三〇人が集まった会議室の中で、ライナが言った。

			「討伐作戦としては、記録に残る中で今回のケースともっとも数が近い――――八年前にパロッコで行われた作戦を元に、わたしが概(がい)案(あん)を組み立てたのをまとめてある」

			　ライナは手元の羊(よう)皮(ひ)紙(し)の束を持った。それとまったく同じものが、それぞれに配られている。

			「そこにある通り、予想される敵兵の数は八〇〇〇から一万。すべてを相手にすることは現実的ではない」

			　ライナはパラリと羊(よう)皮(ひ)紙(し)のページをめくった。

			「ゆえに部隊を三つに分ける。クイーンを倒すための精鋭隊。精鋭隊を損耗させずにクイーンへと送り届ける援護隊。精鋭隊がクイーンに到達。そしてクイーンを倒すための時間を稼(かせ)ぐ壁隊だ。そして今日はまず、精鋭隊のメンバーをこの中から厳選したい」

			「ちょっとよろしくて？」

			　セシリアが口を挟(はさ)んできた。ライナは眉(まゆ)をひそめながらも顔を向けた。

			「……なんだ？」

			「ライナさまがおっしゃるパロッコの作戦の被害ですが……。資料によれば、精鋭隊が七名のうちで負傷者四名、死者三名。援護隊が三〇名で負傷者二〇名の死者六名。壁隊が五〇〇名で負傷者一二〇名の死者五〇名……とありますが」

			「…………それがどうかしたか？」

			「多過ぎませんこと？」

			　ライナは痛ましい顔で答える。

			「確かにわたしもそう思う。もっと被害を減らしている戦いがないかを探したりもした。しかしどの作戦も危険性に大きな差はなかったのだ。仮に被害を減らす妙案があるなら、わたしはそれを喜んで聞きたい」

			　真(しん)摯(し)に尋ねるライナに対し、セシリアはさらりと言い放った。

			「爆兵ですわ」

			「なに…………？」

			「爆薬を持った爆兵を用意して、遭(そう)遇(ぐう)したアリのところに飛び込ませればよろしいのですわ。特に後方に関しては、爆兵で土壁を崩してしまえば効率的な時間稼(かせ)ぎができますわ」

			「しかしそれでは……」

			「爆兵の方は死にますわね」

			　セシリアは、空を見ては天気を告げるかのような気安さで言った。

			「ですから――爆兵たちには死んだところで構わない、囚人兵(シユプレフリング)を使うのです」

			「そんなことができるかっ!!」

			　ライナが激(げつ)昂(こう)した。

			「わたしたちが囚人兵(シユプレフリング)の者たちを戦地へと送るのは、罪をそそがせるためだっ！　それは、アールヴヘイム冒険者ギルドの規約にも明示されているっ！」

			「ですが、そのために善良で勇敢な冒険者や傭(よう)兵(へい)の方々を危険なところへと追いやるのでは、本末転倒でございませんこと？」

			「規則とはっ――」

			　セシリアはライナの抗(こう)弁(べん)を遮(さえぎ)った。

			「わたくしは高貴なる血を持つ者として、善良な血を持つ方々のために命を賭(か)けることにためらいはございませんわ。事実二年ほど前、わたくしのおにぃさまがギルド長を務めるガニアンの街にワイルド・ワイバーンがやってきた際には前線に立ち、三頭のワイバーンに致(ち)命(めい)的(てき)な傷を負わせましたわ」

			　ガニアンの街。ワイルド・ワイバーン……。

			　オレはその両方に、わずかだが聞き覚えがあった。小さく手をあげた。

			「その戦いって、囚人兵(シユプレフリング)の八〇人がおとり役に使われて……」

			「おとり役というのは、対外的な方便。実情は五割ですわ」

			　オレの疑問に、セシリアは透き通るような声で答えた。

			「ガニアンで、おにぃさまは、遅(ち)行(こう)性の致(ち)死(し)毒(どく)を囚人兵(シユプレフリング)に飲ませ、そのうえでおとり役を命じたのです。おとり役が避け切ればよし。食されたとしても毒がワイバーンを蝕(むしば)んでいきます」

			「それで七九人が死んで、ひとりしか生き残らなかったわけか……」

			　オレが小さくつぶやくと、隣のライナが補足を入れた。

			「しかも戦闘で死亡したのが二九名。残りの五〇名は解毒薬を支給されたが、間に合わずに…………と聞いている」

			「囚人兵(シユプレフリング)に遠慮して肝心のワイバーンを撃ち漏(も)らしては、本末転倒でございますからね」

			　セシリアは悪びれずに言うと、目の前の紅茶をすすった。ほかの冒険者たちからの反応はない。それは恐らく、すごいらしいセシリアの家柄と、単純な迷いからだろう。

			　セシリアの案は、犯罪者ならいいや――――と思う人もいると思う。

			　だがこれは、ライナが正しい。

			　囚人兵(シユプレフリング)の扱いに明示された規則があるなら、それを個人の考えで破ってはいけない。

			　この世界には、いろんな人種が住んでいる。

			　まずオレは人間であるし、ライナやセシリアは獣人だ。

			　しかしみなが互いを尊(そん)重(ちよう)し合っているのかと言えば、そうではない。

			　獣人が酷(ひど)く迫(はく)害(がい)されている街もあると言うし、魚人とリザードマンで争っている国もある。

			　そういう話を見たり聞いたり、あるいは体験したりしていると、セシリアの考えは紙一重であることがわかる。

			　今は囚人兵(シユプレフリング)に向いているだけの刃が、どのタイミングで別の街、別の国、別の人種に向くかわからないわけだ。

			　そういう危うい均(きん)衡(こう)に立っている場では、なによりも信用が重要になる。

			　そして信用を作るためには、たとえどんな事情があろうと、挙げた題目や明文化されている規則を曲げることがあってはならない。

			　それがどんなに愚(ぐ)直(ちよく)で愚(おろ)かな選択に見えたとしても、守り続ければ人は思う。

			〈アイツは頑(がん)固(こ)で融(ゆう)通(ずう)が利かないが、約束だけは絶対に守る〉

			　それが信用である。

			　セシリアの案は短期的に見ればよかったとしても、長期的には組織を蝕(むしば)む。

			　ライナが勢いよく立ち上がった。

			「しかし規則は、決まりであって約束だ！　それを一方的に反(ほ)故(ご)することは信義に反するっ！」

			「信義を守る必要があるのは、相手が人である場合のみですわ」

			「囚人兵(シユプレフリング)の者たちも人間だっ！」

			「と――――邪(じや)悪(あく)な人間を親に持つ、特定卑(ひ)賤(せん)民のライナさまはおっしゃるわけですね」

			「それは関係ないだろうっ!!」

			　ライナがドンッと机を叩いた。

			「大アリですわっ!!」

			　セシリアも、負けず劣(おと)らずの勢いで返す。

			「人が罪を犯すのは、家系の資質がゆえですわっ！　穢(けが)れたる家に産まれし者は、穢(けが)れたる罪を犯すのですっ！　薄めることは可能でも、消し去ることはできませんっ！」

			「ちっ……違う」

			　否定をするライナだが、語気は今にも消え入りそうであった。

			　頭を抱えて、泣きそうな声で自分自身に言い聞かす。

			「確かにわたしの父は身勝手な理由で人を殺した……。ゆえにわたしは、罪をそそぐために卑(ひ)賤(せん)民として生きた。ありとあらゆる実験に耐えた。手足を縛(しば)られ水槽の中に投げ込まれた時も、鋼鉄の縄で首を絞められた時も、右の眼球を抉(えぐ)られた時も…………耐えた。研究者たちが望む結果を出した。そしてわたしの罪は許され、わたしはわたしになったのだ。わたしはわたしになったのだ。わたしはわたしに…………」

			　つぶやくライナは普段の姿からは考えもつかないほどに弱々しくて、オレは胸が締めつけられるのを感じた。

			　こんな場所でなかったら、すぐにでも抱き締めて慰(なぐさ)めてやりたいと思った。

			「それは単なる幻想ですわっ！」

			　そんなライナに、セシリアは追撃をする。

			「いかなる理屈を述べようと、卑(ひ)賤(せん)なる家から生まれた者は、卑(ひ)賤(せん)なる心しか持たないのですっ！　ハエがウジムシを産み続けるようにっ!!」

			「違う、違う、違う……」

			　ライナの瞳から、大粒の涙がはらりと落ちた。

			　もうダメだった。限界だった。オレはオレの中の理性が、プツリと音を立てるのを感じた。

			「つまりアンタの両親は、肥(こえ)溜(だ)めをエサにしていたゴキブリか」

			　オレの言葉に、空気がシン――と静まり返る。

			　言葉の意味を理解していないやつが半分。理解はしたが反応できていないやつがもう半分だ。

			「こっ、こっ、高貴なるわたくしに向かって……」

			「自称だろ？　それ。自称でいいならオレだって、高貴なる大貴族の末(まつ)裔(えい)。ラックート＝アマクサだって言えちゃうぜ？」

			　オレはケラケラ、茶化すように笑った。

			「少なくともオレの目には、アンタは金髪のゴキブリにしか見えないんだわ」

			　セシリアがプルプルと震えた。顔も真っ赤になっていく。

			「けけけっ、決闘、決闘、決闘ですわっ！　わたくしはあなたに、決闘を申し込みますわっ!!」

			「アリと戦おうって時に、人間同士で戦ってどうするんだよ。バカ」

			「わたくしがアリと戦うのは、高貴なる者としての義務！　引いては名(めい)誉(よ)を守るためですわっ！　その意味においてアリを倒すこととあなたと戦うことに、なんら違いはございませんわっ!!」

			　オレは露骨に舌打ちをした。ライナには悪いと思うものの、ムカつく気持ちが止まらない。

			　と――。

			「まったく、ラチがあかんのぅ」

			　

			　偉そうな声がした。

		

	
		
			第18話　セシリアとの決闘。

			　

			「ラチがあかんのぅ」

			　声のほうを見ると、五歳か六歳としか思えない幼女がいた。

			　いつの間にやってきたのか。会議室のあいているスペースで、腰に手を当てて立っている。

			　紫色のショートカットに赤紫色の瞳。古めかしいローブにマントを身にまとっている。

			「戦場や過酷な自然環境において、最後に頼れるのは己(おのれ)の力じゃ。ゆえに我(が)が強いのは冒険者の常。しかし一方、信頼や連携が生死を分けるのも事実じゃろうて」

			　小さなクセに偉そうな態度を取る幼女だが、誰も不思議そうな顔はしない。オレ以外の全員が、幼女を当たり前に受け入れている。

			「わらわの名前はホロじゃ。以上でなければ以下でもない。種族はサキュバス。Ａ級六位の冒険者じゃ。自由に動き回れるがゆえに連絡の取れぬＳ級のバカどもがここにおらぬ今、この場の中では最高位の者じゃ」

			　朗(ろう)々(ろう)と自己紹介をしたホロが、オレに向かって言ってくる。

			「お主……アマクサラクトと申したな」

			「ああ」

			「セシリアの申し出を受けよ。決闘をするのじゃ」

			　空気が乱れた。ざわついた。それをなだめるかのように、ホロは静かに言葉を続けた。

			「ラクトよ。ヌシから感じられる底知れぬマナを見れば、ヌシが並大抵の者でないことはわかる。わらわの見立てではセシリアなどは小娘も同然じゃ。しかしそれを言ったところで、納得するのはライナとわらわだけじゃろう。ゆえにこの決闘は、ヌシの実力を見せられるうえに、遺(い)恨(こん)も消せる両得の儀じゃ」

			「まぁ…………そうだね」

			　オレはゆっくりと立ち上がった。ホロさんがいる、そこそこ広いスペースへと移動する。

			「アッ、アマクサ」

			　ライナが、わたわたと駆(か)け寄ってきた。

			「セッ……セシリア＝フェアゲッセンの能力はだな……」

			「あー、そういうのはいいや」

			　オレはライナを手で制した。

			「あっちはオレの情報ナシで戦おうってのに、オレだけ情報を得るのはフェアじゃない」

			　それに――。

			「負けたとき、言い訳されても困るしな」

			「そうか……」

			　ライナは悄(しよう)然(ぜん)と引き下がった。

			「その心意気だけは褒(ほ)めて差しあげますわっ！」

			　セシリアは偉そうに言うと、右手をすっと横に伸ばした。手首にはめられている緑色の腕輪がオレの目に入る。

			　エンシェントアーツ持ちか……。

			「汝(なんじ)が真名は我に等しき高貴なる栄光！　エーデルグラス！」

			　セシリアの右手の先の空間が割れた。セシリアの武器が現れる。

			　それは斧(おの)。子どものひとりかふたりは乗せられそうな、巨大極まる斧(おの)であった。

			「一撃で決めて差しあげますわぁ！」

			　セシリアが突っ込んでくる。巨大な斧(おの)を右手一本で持って突っ込んでくる。

			　その顔に浮かぶのは、獲物を狩り取るライオンのように獰(どう)猛(もう)な笑み。

			　セシリアの斧(おの)が縦に振られた。

			　それはなかなかの圧力だ。

			　それでもオレは、死の気配を感じたりはしなかった。自然体のまま、意識を右手に集中させる。オレの中にあるマナが、右手へと集まった。

			　斧(おの)がきた。オレは右手で受け止める。オレの体に重圧がかかり、地面がピシリとヒビ割れた。

			　軽くはなかった。重くはあった。

			　しかしそれでおしまいだ。ライナの黒竜のような効果はまるでない。オレは舌打ちをした。

			「こんな程度で、よくもライナをバカにできたな」

			　オレは怒りを隠さずに言うと、右手にグッと力を込めた。斧(おの)に激しい亀裂が入る。

			「なっ――！」

			　セシリアは驚(きよう)愕(がく)し、バックステップを踏んだ。

			「遅いっ!!」

			　オレは瞬時に間合いを詰めた。セシリアの腹を拳(こぶし)で殴った。

			　セシリアのやわらかな腹に、オレの拳(こぶし)がめり込んだ。

			「あぐぅ……っ！」

			　セシリアの体が〈く〉の字に曲がった。

			　オレは間髪入れず腰を落とした。

			　マナを右の手に集め。

			「体術、二の型――――氷(ひよう)砕(さい)重(じゆう)牙(が)ッ！」

			　腰の入った掌(しよう)底(てい)を、セシリアの鳩尾(みぞおち)に叩き込んだ。

			　セシリアは派手にぶっ飛び、壁にぶち当たった。ドォンッと激しい音を立てては壁に巨大なクレーターを作り、地面に落ちては腹を抱えてうずくまり――。

			「うおっ、ぇ、えぇ…………」

			　吐いた。

			　オレはそんなセシリアを追い詰めるかのように、強い殺(さつ)気(き)を放ちながら前に出た。

			「ひいっ、いっ、いぃ……」

			　セシリアは恐怖に顔をゆがめると、ちょろろろ、しょわぁ………………と。

			　おしっこを漏(も)らした。

			「ひぐっ……ひっ、ひっ、あっ、あぐっ……、ふえぇ……。みぃ、みいぃ…………」

			　さらには涙もボロボロこぼしながら、股の付け根を必死になって押さえた。

			「そっ……それでも、わたくしは、まちがって……ございませんわ…………」

			　ゲロにおしっこ、涙といった三大体液を流したセシリアであるが、それでも必死に言う。

			「実際……あるとおっしゃるのですのっ?!　被害をもっと、確実に減らす方法がっ!!」

			「その話からズラして、ライナの生まれを攻撃したのはどこのバカだよ」

			「現在質問をしているのは、あなたではなくわたくしですわっ!!」

			　マジでムカつくなコイツ。

			　オレは露骨に舌打ちをすると、前にドンッと踏み込んだ。軽く威圧してやった。

			「ひいっ！」

			　セシリアはプシャアアア――――っと、派手に漏(も)らした。
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			　みすぼらしいほどに泣きながら、それでもしつこく訊(き)いてくる。

			「あると……あるとおっしゃるのですのっ?!」

			「……あるよ」

			　オレはためらいがちに言うと、自身の胸を親指で差した。

			「オレがやる」

			　自分自身にも言い聞かせるようにくり返す。

			「全部オレがやってやる」

			　この場にいる全員が、口をぽかんと開いた。無言。無音。絶句の時が流れて、

			「いったいなにを言っているっ!!」

			　ライナが叫んだ。

			「敵の数は推定で八〇〇〇から一万だぞっ?!」

			「でも倒す必要があるのは、クイーンひとりなんだろ？」

			「それでもアリの巣は、五層から六層はあると推測できる!!　クイーンの下へ辿(たど)り着くまでには二〇〇〇から三〇〇〇のアリとは対(たい)峙(じ)することになる!!」

			「逆に言やぁ、そいつらをスルーできるんだったら、大軍はいらないんだろ？」

			「それは、その通りだが…………」

			「オレにはそれができる。仮定と予想の上に成り立っている作戦だから絶対じゃない。だから言わなかったし言えなかった……けど、八割方イケルと思ってる。あとはクイーン相手に一対一で勝てるかどうかだけど……」

			　オレはセシリアを見下ろして言った。

			「コイツが七、八人集まるだけでなんとかなりえる相手なら、オレひとりでも勝てる」

			　だからすべてを総合すれば――。

			「六割か七割で、犠牲なしの勝利が得られる」

			　それはコインで表が出るよりも、確率の高いギャンブルだ。

			「仮に賭(か)けに失敗しても、犠牲になるのはオレひとり。賭(か)けとしてはこれ以上ないってぐらいには破格だ。仮にオレが失敗しても、その時は改めて突入すればいい」

			「なにをおっしゃるのかと思いきや……。たったひとりで巣に襲撃をかけるですって……？　体のほうは強くとも、頭のほうは弱いのですわねぇ…………っ!!」

			　オレに惨敗を喫(きつ)したうえにゲロと涙とおしっこを流したセシ――っていうかもうゲロリアでいいや――が、壁を背にして立ち上がって、憎まれ口を叩いてきた。

			　ダメージも普通に残っているらしく、足は生まれたての小鹿のように震えている。

			「もしもそのような偉業を達成したのなら、犬のように這いつくばって足の指を舌でお掃除して差しあげますわっ！」

			　すげぇなコイツ。一〇〇パーセントただのバカだが、ここまでくると逆にすごい。

			「ラクトよ。ヌシの力が図抜けていることはわかる。しかし流石(さすが)に、それほどの作戦が存在しておるとは思えぬのじゃが……」

			　オレは、唇の端をゆがめて笑った。

			「オレとホロさんとでは、住んでいた世界が違いますからね」

			「どうしてわたくしを無視なさるのですかっ?!」

			「かっ……仮にキミの言う通りであったとしても、三割か四割でキミを失うということに……」

			　ライナが泣きそうな顔で言う。

			　オレは、できる限り真(しん)摯(し)な気持ちでライナに言った。

			「それはその通りだけど、ライナの作戦だって絶対うまく行くわけじゃない。失敗したらオレだけじゃなく、ライナやホロさんもタダじゃ済まない。それなら最悪オレひとりの犠牲で終わる作戦と、本命の作戦の二段構えで考えたほうが結局はいいと思う」

			「どうしてわたくしを無視なさるのですかぁ?!」

			　オレはしつこいゲロリアを無視して、話を続ける。

			「ただ助手として、囚人兵(シユプレフリング)になっているはずの――シャルル＝ノイスタッドって子を用意してもらいたい。その子がいっしょに連れていきたいって子がいれば、その子たちもついでに頼む」

			「…………わかった」

			　ライナは、必死に感情を押し殺したような声でうなずいた。

			「わたし――ライナティアス＝ミューレン・ミューレンは、ギルドマスターの権限の下、アマクサラクトがクイーンアント討伐作戦において単独行動を取ることを許可する」

			「ありがとう」

			　オレは心から礼を言った。

			「オレひとりでの突入だから、あさってには行く。そのあいだ、ライナはオレがダメだった時の準備をしておいてほしい」

			　オレはライナの返事を待たず、（ゲロリアを抜かした）全員に言った。

			「そういうわけで、オレが失敗した時にはよろしくおねがいします」

			　踵(きびす)を返し、会議室のドアに向かって歩きだす。

			「どうしてわたくしを無視なさるのですかぁーーーーーーーーーっ?!」

			　アホの子が半泣きになって叫んだが、オレにはなにも聞こえなかった。

		

	
		
			第19話　ラクトの作戦。シャルルとの再会。

			　

			「地図によるとこのへんか……」

			　その日――オレは夜が明ける前から、ヴィレット山のふもとの森の中にいた。

			　昼間はほどよく涼しかった森も、この時間では冷たい。小さな風が吹くたびに、冷気が頬(ほほ)を撫(な)でていく。

			　オレは草が無造作に伸びた道ならぬ道を歩きながら、持ってきていた干し肉をかじる。

			　しょっぱい味と肉のうま味が口いっぱいに広がった。胃の中に落ちた肉が体温を作った。

			「…………あった」

			　そして、オレは目的の、ガードアントたちの巣を見つけた。

			　床にできたほら穴とも言えるぐらいの大きな穴が、空に向けてぽっかり口をあけていた。

			　まだ夜が明けていないせいだろう。昼行性のアリたちが巣から出てくる気配はない。

			　オレはあたりを見回した。巣から二〇メートルほどの距(きよ)離(り)にある、高さ一〇メートル近くの木に近寄った。

			　軽く跳び、枝に乗る。幹に背を預けては腕を組み、アリの巣をじっと見つめる。

			　アリというのはああ見えて、シビアな世界に生きている。

			　ほかの巣に戦争を仕掛けるし、逆に仕掛けられてもいる。

			『アリの巣の中には、働いていないアリがいつも二割ほどいる』と言われているが、そのアリは働いていないのではない。有事に備えて待機しているのだ――という説もある。

			　実際、巣の中に棒を突っ込んでみると、動いていなかったアリもせわしなく動き、仲間にそれを伝えたり、自ら迎(げい)撃(げき)に向かったりするらしい。

			　サイズが小さいから大したことのない存在のように思えるが、その本質は、生まれもっての戦争屋――と言っても過言ではない連中なのだ。

			　その本能が成す闘争は、同種にまで及ぶ。

			　同じ種であろうとも、育った巣が違ったらエサや領土を奪い合い――殺し合う。

			　これは恐らく、この世界のアリも同一だろう。なぜならライナは言っていた。

			　ガードアントは、縄(なわ)張(ば)り意識が強い――。

			　そしてアリたちがどのようにして相手を判別しているのかと言うと、体表である。

			　アリたちのテカテカとした体。それをテカテカとさせているワックスの成分は、ほんのわずかであるが、巣によって違うのだ。

			　そして、アリは同じワックス成分をまとっている存在を、無条件で仲間だと思う。

			　身にまとっているワックスの成分が違えば、同種でも『敵』と認識するが、成分が同じでさえあれば、仮に相手がアリでなくとも相手を仲間と思うのだ。

			　だから、その成分をオレが身にまといさえすれば――。

			　しかし確証はない。

			　地球のアリはそうだとしても、この世界のアリがどうなのかはわからない。

			　確率は低くないと思う。縄(なわ)張(ば)り意識が強いなら、敵と仲間を見分ける方法は絶対にある。

			　だがしかし、それが体表のワックス成分なのかは不明だ。

			　昨日は『七割か八割』と言った。今もそうだと思ってる。

			　しかし七割か八割で正しいということは、二割か三割で間違っている。サイコロで一か二の目が出るのと大差ない確率で、作戦は破(は)綻(たん)する。シャルルやライナが戦争に行くことになる。

			　オレはもともと、死のうとしていた。

			　そのせいだろう。命への執(しゆう)着(ちやく)が薄い。自分の命が、スーパーの試食品と大差ない。

			　タダならおいしく食べたりするが、金を取るのなら要らない。

			　あればそれなりにうれしいが、なかったところで泣いたりはしない。

			　しかしオレがそうだからこそ、懸命に生きようとしている命が眩しく見える。

			　そんな命を羨(うらや)ましいと思うと同時に、その輝(かがや)きを失ってほしくないと思う。

			　だからこの作戦が成立するという確証を、オレ自身で得たい。

			　日が昇る。朝日が視界に入り込む。こんな時でさえなければ、ずっと見ていたいほどの光がアリの巣を照らす。

			　アリたちが活動を開始する。

			　まず巣から出たのは、二足歩行のガードアント。その次に、六足歩行のデカいアリ。

			　体はデカいがそれだけの、オレたちの世界と変わらないアリだ。

			　オレはそいつらを『ジャイアントアント』と呼ぶことに決めて観察を続けた。

			　アリたちは地球のアリと変わらないぐらいの勢いで、わらわらわらわら巣から出てくる。

			　五匹、六匹と巣から出て、あちらこちらに散っていく。

			　少し数えたりしたが、三〇分と経たないうちに一〇〇匹を越えてしまったのでやめた。

			　しばらく観察を続けていると、先発隊が戻ってきた。

			　武器だけを持っているガードアントに、口に戦果を加えているジャイアントアント。

			　果物やウサギ、ライオンの頭のような『物体』に、とても大きな木の皮や葉っぱに――。

			　人間の体。

			　半分腐った血まみれの男をくわえ、そいつらは巣へと戻ろうとしている。

			　飛びだしていきたかったが、オレはグッとガマンした。生きているならばともかく、既に死んでいるやつだ。助けたってもう遅い。

			　それよりは観察が先だ。なにしろオレは、こいつらが巣から帰還する時の姿を見るために待っていたのだから。

			　アリは、相手の体についているワックス成分で相手が敵か味方かを調べる。相手の体を触覚で叩き、それで成分を確認している。

			　だからこいつらが同じことをしていれば、オレの作戦は成立する可能性が高い。

			　出ていくアリと戻るアリが、互いに近づいていく。

			　グループ同士の距(きよ)離(り)、七メートル。

			　距(きよ)離(り)が五メートルに縮む。三メートルに縮む。

			　オレの心臓が騒ぐ。喉の奥が渇く。手のひらが湿る。

			　こいつらはアリだ。確認できる範囲では、地球のアリとほぼ同じ性質を持っている。

			　だからオレの考えは、七割、八割正しいと思う。

			　でも絶対じゃない。絶対じゃない。

			　同じハチでもミツバチとスズメバチでは習性が違うように、同じアリでも地球のアリとこいつらだったら、違う点があってもおかしくはない。

			　心臓が騒ぐ。喉の奥が渇く。手のひらが湿る。

			　アリたちがすれ違い――。

			　トン、トン、トン。

			　叩いた。

			　ガードアントがガードアントを。ジャイアントアントがジャイアントアントを触覚で叩いた。

			　さらにジャイアントアントは、ガードアントの足も叩いた。

			　これでもう、予感は確信に変わった。

			　

			　作戦は成立する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オレはアリの巣から離れ、巣から三〇〇メートルほど離れたところにある木の陰に隠れた。気配を殺し、アリたちを待った。

			　果たしてアリはすぐに来た。

			　遠目なのでわかりにくいが、四匹のガードアントと六匹のジャイアントアントだ。

			　オレは待つ。オレは待つ。オレは待つ。

			　アリとの距(きよ)離(り)は二〇メートル。これが八メートルになったら攻撃を仕掛ける。

			　一秒、二秒、三秒と過ぎた。アリとの距(きよ)離(り)が一〇メートルにまで縮む。

			　一〇メートル、九メートル、八メートル…………よしっ！

			　オレはアリたちの前に出た。すばやく地を蹴(け)り接近し、手刀で二匹の首をはね、反転してはハイキック。三匹目を殺す。

			　最後のやつが槍(やり)を突きだしてきたが、飛んでかわして回し蹴(げ)り。顔面をふっ飛ばす。

			　逃げだそうとしたジャイアントアントも、一匹残らずトドメを刺した。

			「フーッ……」

			　オレは静かに息を吐き、死体をひとつにまとめて置いた。

			　手を合わせ、心静かに冥(めい)福(ふく)を祈る。

			　自己満足と言われたらそれまでになるが、それでもオレは、命には敬意を払っておきたい。

			　祈りが終わった。右手首の腕輪を確認し、アリたちに触れる。

			「リーズ！」

			　空間が割れた。アリたちが中に吸い込まれた。オレの体が少しだけ重くなった。

			「一〇匹入れてもオレならこんなモンか」

			　腕輪を使って異空間にモノを『入れる』技術は、この世界ではそこそこにメジャーだ。

			　ただしモノを入れたり出したりする際は、相応のマナを消費する。

			　そしてこの世界のマナは、ＭＰよりもＬＰ。生命力(ライフポイント)に近い。

			　だから迂(う)闊(かつ)にモノを入れると、ハギャー！　っと潰(つぶ)れて動けなくなる。

			　目安としては、『普通に持てないモノは入れるな』といったところだ。

			　ただオレの場合は、マナの保有量もケタ違いなので、重さにすれば七、八〇〇キロにはなるようなアリたちの死体を入れても（今のところは）なんともない。

			「とりあえずは……こんなところでいいよな」

			　オレはひとりうなずいて森を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　家と呼んではいけないあの家に戻ったオレは、ふうっと一息をついた。

			　散々バカにされている（というかしている）この家であるが、住んでしまうとそれなりに慣れる。

			　オレは天井（と呼ぶには欠けすぎている）を見上げ、本来見えてはいけないはずの空を見た。太陽の具合から、なんとなくの時間を計る。

			「そろそろか……」

			　その時、ドアのほうからノックの音がした。声もした。

			「…………わたしだ」

			　ライナの声である。

			　どういうわけか、かなり不機嫌そうだ。

			　オレは不思議に思いつつ、半分腐っているドアをあけた。

			　そこにいたのはライナと、

			「ラクトさまっ…………！」

			　シャルル。

			　見るからに安っぽい麻の上着とスカートを身に着けたシャルル。首には首輪もつけられている。

			　それでもオレを見上げる瞳は、歓喜の涙で濡れている。尻尾(しつぽ)もパタパタゆれている。

			「シャルル＝ノイスタッドが女子だったとはな」

			　ジト目のライナが、聞こえよがしにつぶやいた。

			　フンッ……と拗(す)ねたように鼻を鳴らして、唇を尖(とが)らせた。

			　不機嫌そうなのはそういう理由か。

			　オレは少し悪いことをした気になった。

			「現段階のシャルル＝ノイスタッドとミーア＝カラットは囚人兵(シユプレフリング)だ。個人に貸しだすのは異例である。ゆえに、キムレスギルドの長であるわたしが、直接キミに引き渡しにきた」

			　ミーア？

			　誰だそれ？　と思ってライナの後ろを見ると、オレを襲った時に一番最初に声をかけてきたボーイッシュな女がいた。

			　格好は、オレを襲った時とほぼ同じ。

			　スポーツブラのような黒いタンクトップと、黒いスパッツ姿だ。

			　ほかのメンバーがどうなったのか気になりはしたが、ライナの前なので聞かないでおく。

			「ありがとう、ライナ」

			　礼を言い、ライナの頭をよしよしと撫(な)でた。

			　これは一応、酷(ひど)いことをしてしまったお詫(わ)びの意味もある。

			「はぐっ……」

			　ライナはボンッと顔を赤くした。

			　かと思いきや。

			「痴(し)れ者がぁ!!」

			　オレのスネを蹴(け)ってきた。

			「ちょちょちょっ、ちょっと頭を撫(な)でたぐらいで、キキキ、キミにメロメロのとろとろになってしまうぐらいに愛しているわたしに、自分のオンナを連れてこさせるマネをした事実が帳消しになると思うなっ!!　わたしのことを、そんな程度で喜ぶような安い女だと思うなっ!!」

			　必死に『怒ってるんだぞアピール』をするライナだが、尻尾(しつぽ)はパタパタゆれていた。

			　そんな怒り方をされては、むしろ和(なご)やかな気持ちにしかなれない。

			　もともとかわいいと思っていたライナを、余計にかわいく思ってしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よっ、よいか！　わたしがシャルル＝ノイスタッドたちを一時的に解放するのは、クイーンアント討伐の準備を手伝わせるためだぞ！　イチャつかせるためではないのだからな！」

			　ライナは飛竜にまたがって言った――が。

			「しっ……しかし、多少なら構わん」

			　そんなこともボソッと言った。

			「半ば不可抗力と言え、わたしもシャルル＝ノイスタッドが不在の時にキミを背中に乗せて（ボソボソ）」

			　唇をすぼめては、言い訳がましくつぶやくライナは真っ赤だ。

			「とにかくイチャついたとしても多少！　多少のそれで抑えるのだぞ！」

			　そう叫び、飛竜といっしょに空へ舞う。未練がましく旋回し、それでも最後は消えてった。

			　ライナはライナで、討伐作戦の準備をする必要があるから忙しいのだ。

			　オレはフゥーッと息を吐き、家の中へと戻った。

			　と。

			「ラクトさまぁ!!」

			　抱き着かれて、尻(しり)餅(もち)をついた。

			「ラクトさまぁ！　ラクトさまラクトさまラクトさまぁ!!」

			　抱き着いてきたシャルル。オレにすりすりと頬(ほほ)ずりをする。顔をぺろぺろ舐めてくる。それはもう、飼い主を出迎える犬のように。

			「シャルルはシャルルはお会いできてうれしいであります!!　うれしいでありますぅ！」

			「わっ、わかった！　わかったから落ち着け！　やめろ!!　くすぐったい!!」

			　オレはシャルルを固く抱きしめ、舐められないよう頭を押さえた。

			　シャルルの背中はやわらかく、尻尾(しつぽ)はもはや、狂ったように振られまくっていた。

			「ラクトさまっ、ラクトさまぁ。ラクトさまラクトさまラクトさまぁ！」

			「っていうか、シャルル……だよな？」

			「はいっ！　シャルルはシャルルはラクトさまを世界でもっともお慕(した)いしているシャルルであります！」

			　満面の笑みのシャルル。だけどやっぱり違う気がする。

			　オレの知っているシャルルは、もうちょっと大人っぽいっていうか、落ち着いている感じだったはずだ。

			「リーダーの性格なら、むしろそっちが素(す)だよ」

			　シャルルのオマケでついてきたボーイッシュな女――ミーアが気だるそうに口を開いた。

			「ボクたちを守らないといけない。リーダーとしてがんばらないといけない……って気張ってたところあるからね」

			　マジかい。

			「ところで、ほかのやつらはどうしたんだ？」

			「みんなそれぞれ、まっとーに生きるためにがんばってると思うよ」

			「そっか……」

			「リーダーが自首しようとした時には付いてこようともしてたけど、それでみんな死んじゃったりしたらアレだしねぇ。だから罪をそそぐのは盗(とう)賊(ぞく)やろうって言い出したボクと、ラクトさん大好きなリーダーだけの特権。ほかのみんなは、自分がした罪とラクトさんがくれたやさしさを忘れないようにして、生きていこうってお話になったの」

			「そんなふうに言われると、照れくさいんだが……」

			「でもラクトさんがしてくれたのって、実際そーいう感じのことだよ」

			「理屈ではそうなのかもしれないけど……」

			「そーなの。カモじゃなくってそーなの」

			　ミーアは強引にまとめると、話をするっと変えてきた。

			「で、ボクたちはナニをすればいいの？」

			「あっ、ああ」

			　オレは家の奥に行き、積み上がっていたアリたちの死体を示した。

			「コイツらだ」

			「うわっ……」

			「ひっ…………」

			　ミーアとシャルルの両方がドン引く。まぁ、無理もない。立場が逆ならオレでもドン引く。

			「こいつらの体を、オレの服で拭(ふ)いてほしい」

			「ヘンタイさんなの、ラクトさんっ?!」

			「違うよっ！」

			「じゃあ……アリや昆虫の匂いに性的な興奮を覚える系の人？」

			「違うって!!」

			「だったらどーしてそんなアブノーマルなプレイに身を投じようとしてるのさっ！　超級者だよっ?!　上級者を超えた超級者!!」

			　叫んだミーアは、シャルルにも参戦をうながそうとした。

			「ほら、リーダーも……」

			　しかしシャルルは、地面に這いつくばっていた。オレのことをじっと見上げて。

			「シャルルは、じつは、アリであります…………わん」

			「リーダー?!　アリは『わん』って鳴かないよっ?!」

			「突っ込むところはそこじゃねぇ!!」

			「シャルルは、アリの鳴き声がわからないのであります……」

			　オレの好みになれなかったシャルルは、悲しそうにつぶやいた。

			　仕方なくオレは、理屈と理由を一から説明してやった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ワックス？　成分？　えっ、えっ、なにっ、それっ」

			「なにって言われても……そういうもんだよ。アリは体表のワックス成分で相手が敵か味方かを見分けてる。体表のワックス成分が同じなら、どんな相手も味方だって認識しちまうんだ」

			　オレは理屈を説明したが、ふたりはわかっていなかった。

			「その前に、ワックス？　ってのが、よくわかんないんだけど……」

			　ミーアはこんな感じだし、シャルルは頭がショートしている。鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳(こぶし)を握って、『一生懸命聞く構え』を作りつつ、シュー……っと煙を出している。

			　そして、目をぐるぐると回し、謎(なぞ)の言葉をつぶやいている。

			「つまり……、つまり……、シャルルのシャルルの理解によれば、アリは体表の隊長のセイブン・ワックスがどんな相手ともニンニンしてしまうからここはミルクホテルで、ラクトさまは昆虫フェチでありますからシャルルに望みは…………」

			　こんなにわけのわからない『つまり』が、世界にあったなんて！

			　まぁたぶん、この世界には『ワックス』がないか、あっても普通の冒険者が使うほど身近にはないんだろうな。

			「まぁ……今の説明でわからなかったんなら匂いだと思ってくれ。アリは匂いで相手を見るから、服にアリの匂いをつけるんだ……ってね」

			「それならシャルルにもわかるでありますっ！　シャルルも相手からラクトさまの匂いがしていたりしたら、絶対攻撃できないでありますっ！」

			　シャルルが元気に言った。尻尾(しつぽ)はパタパタ。耳はピーンッと立っている。

			　シャルルにとって『オレの言葉を理解できる』ということは、ここまでうれしいものらしい。

			「まぁ、理解したんならやってくれ」

			　オレは普通につぶやくと、戦いの時に着ていく予定の服を渡した。

			「うん。りょーかい」

			　ミーアは、服を持ってアリの死体へと向かった。

			「こっ、これが。ラクトさまがお着になる…………」

			　シャルルのほうは、服を広げてまじまじと見ていた。

			「シャルル…………？」

			「はぅわんっ!!」

			　声をかけるとビクンとなった。

			「ししし、していないであります！　シャルルはシャルルはラクトさまのご衣服で淫らな妄想などは、ししし、していないでありますっ!!」

			　なんという自爆。

			　こんなシャルルを信じてやるのは、セーラー服を着込んだ力士の、『おいどんは女子高生でゴワス』というセリフを信じるよりも難しい。

			「まぁ……いいけどさ。シャルルがむっつりスケベのピンクっ娘なのは知ってたし」

			「ラクトさまっ?!」

			「ああ、ごめん」

			　オレは軽く謝った。

			　けれどうっかり言ってしまった。

			「つい、本音が」

			「ラクトさまは、シャルルをそのように思っていたでありますか?!」

			「…………うん」

			「ひどいであります。ラクトさま……」

			　シャルルは瞳にジワ……と涙を滲(にじ)ませてきた。

			　が。

			「それでも大好きでありますぅ!!」

			　抱き着いてきた。

			　

			　閑(かん)話(わ)休(きゆう)題(だい)。オレはふたりに作業をさせる。オレも同時にやる。

			　寝かしたナイフを静かに当てて、薄い刃をすべらせる。

			　ペンキ職人が屋根にペンキを塗るぐらいのスピードで、アリの薄皮〇・一ミリ、ワックス成分のところだけを剥(は)いでいく。それを用意していた桶(おけ)へと入れる。

			　桶(おけ)に溜まったガードアントの体表は、花(はな)嫁(よめ)のヴェールに液を染み込ませたかのような美しさだった。

			　少し摘(つ)まんで指でこすった。ガードアントの体表は、それこそワックスのようにオレの指に染み込んだ。

			「ラクトさんって、ナイフの使い方もうまいんだね……」

			「ある程度の器用さがないと、加工できない素材もあるからな」

			「今ので『ある程度』なんだ……」

			　ミーアが愕(がく)然(ぜん)とつぶやいた。

			「これはラクトさんのおよ……助手さんになるのはタイヘンそうだね。リーダー」

			「それでもシャルルは、自分にできることをやるだけであります……」

			　つぶやくシャルルは言葉の通り、オレが渡したズボンでアリの体を拭(ふ)いていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ま……こんなもんか」

			　作業が終わった。オレはアリをじっと見る。

			　光沢の元であるワックス成分をはぎ取られたアリは、黒い石のような色をしていた。

			　オレは銀色のナイフを使い、アリの体から尻の部分だけを取った。

			　予備のナイフをシャルルとミーアにも渡す。

			「同じようにやってくれ」

			　一〇匹分の作業を終えた。オレはアリの尻の山をどかして、残った体を庭へと運び、掘っておいた穴へと入れた。土をかけ、アリの体を埋めてやる。

			　別に置いておいた尻の山へと近づく。

			　アリの尻だけが集まると、スイカサイズのココナッツが積まれたかのようになる。オレはそいつらに手を当てて、リーズと言った。尻の山が、腕輪を通して吸い込まれる。

			「オレはちょっと出かけてくるから――」

			　留守番よろしく。と繋(つな)げようとしたが、シャルルに遮(さえぎ)られてしまった。

			　と言っても、シャルルは声を発してない。

			　熱っぽく輝(かがや)く瞳で、オレをじっと見ているだけだ。

			　けれども、瞳は言っていた。

			〈ついて行きたいであります！　ついて行きたいであります！　シャルルはシャルルはついて行きたいでありますぅ～～～～～～～～～～～～!!〉

			　それはもう、散歩を要求している子犬みたいな顔だった。

			　この顔を無視できるのは、魔王か鬼畜かサディストだけだ。

			「…………ついてくるか？」

			「よいのでありますかっ?!」

			　シャルルがパアッと笑顔になった。尻尾(しつぽ)もパタパタかわいくゆれた。

			　このシャルル、今のでさりげないつもりだったらしい。

			「そんな面白いことするわけじゃないけどな……」

			「シャルルにとっての天国は、『ラクトさまがいらっしゃる場所』でありますっ！」

			「そっ、そうか……」

			　オレは照れくさくなって頬(ほほ)をかいた。

			「それじゃあボクは、オルスバンすることにするね」

			　そう言うミーアは、ニコニコというよりはニヤニヤとしていた。

		

	
		
			第20話　なんかモテているオレと、魔剣・ファング＝フリッガー。

			　

			「あっ、ラッ、ラクトさん！」

			　オレがその八百屋みたいな店に行くと、ロミナは何箱も積まれた荷物を持って店の奥に行くところだった。

			　ロミナは、ちょっとボサッとした黒髪のショートカットに少しズレたメガネ。小学生といってもおかしくないちんちくりんの体に、くにっと曲がった白いウサミミが特徴の女の子だ。

			　かわいい男の子にも見えてしまう顔立ちであるが、性別的には女子である。
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			「半分持ってやるよ」

			　オレは背後から抱き包むように腕を回して、ロミナが持っていた荷物を持った。

			「あぅ……」

			　ロミナは恐縮していたが、オレは構わずに歩いた。

			　獣人のほとんどは、人間よりも多くのマナを保有している。

			　この世界での『筋力』は筋肉とマナのかけ算のため、ロミナも華(きや)奢(しや)な見た目より、ずっと力持ちである。

			　しかしそれでも、小さな女の子ががんばっているのに見ているだけ――というのは気まずい。

			　オレはロミナといっしょに店の前に行った。

			　シャルルがブルブルと震えている。

			「ラッ、ラクトさま。そのお方は、いったい……？」

			　オレはロミナの頭にポンと手を置いた。

			「この店で働いてる子だよ」

			　ついでに頭をくしゃっと撫(な)でる。

			「あぅ～～～～～～～～～」

			　ロミナはうめいたが、オレは構わずくしゃくしゃとする。ズレていたメガネがさらにズレた。

			「ひどいですよ……ラクトさん」

			　ロミナは涙目になって、ズレたメガネを直した。

			「で……今日はなんの用なんですか？」

			「これだ」

			　そう言って、オレは腕輪を構えた。

			「リゼルト！」

			　空間が割れる。先ほど吸わせたアリの尻が出てくる。

			「巨大アリの袋……ですか」

			「買ってもらおうと思ってな」

			「うーん……」

			　ロミナは真剣な眼差しで、一匹一匹精査していく。

			「売れるものなのでありますか……？」

			「アリの尻には蜜(みつ)がたくわえられているからな」

			「蜜(みつ)でありますかぁ……」

			　シャルルの顔がぽわんととろけた。

			「嗜(し)好(こう)品としてはもちろん、薬(やつ)効(こう)があるから一部の病気にも効く」

			「査定が終わりました」

			　ロミナが立ちあがった。

			「上からふたつ目のが二〇枚といったところでどうでしょうか？」

			「ふたつ目が一〇〇か。それは助かるな」

			「二〇です!!」

			「ガードアントはＣ級上位。それに守られているジャイアントアントも捕獲難易度はガードアントに準ずる。二〇はちょっと安すぎるだろう」

			「しかしガードアントは、雑食性のアリです。直前に食べていたもの次第では、毒性を持っていることもあります」

			「それならここでさばけ。そんで毒があったやつだけ除外しろ」

			　ロミナが「あうっ」とたじろいだ。

			　この世界の商人はまず、相場のおよそ三分の一から四分の一を提示する。

			　そして冒険者が不服を言えば、商品にああだこうだとケチをつける。

			　冒険者の側はそれをかわして、なんとか相場に近づける。

			　仮にそういう機(き)微(び)がわからない場合、ギルドに持っていけばよい。

			　手数料は取られるが、相場通りに買ってもらえる。手数料は取られるが。

			　ちなみに『ふたつ目』というのは、銀貨のことを意味してる。

			　金貨の次にある貨(か)幣(へい)だから『ふたつ目』だ。

			　その後もオレは、なんだかんだと言ってくるロミナの批判をかわし、値段を徐々に釣りあげた。

			「でっ、では、五〇でどうですか?!」

			　まだ少し安いけど……。

			「いいよ」

			「しかしこのアリはですね――――って、ええっ?!　いいんですかっ?!」

			　驚くロミナのメガネがズレた。

			「五〇って言ったの、ロミナだろ」

			「そそっ、それはその通りですが、このアリはなかなか良質な感じですし、出すところに出せば七〇は取れますよっ?!」

			「それさぁ……ロミナが言ったらダメじゃね？」

			「あうっ、あっ、あっ、ちちち、ちがうんです！　今のはちょっと、ちょっと本音が出ただけ……ではなくて、えーっと、あの、あうっ、あうぅ～～～!!」

			　ロミナは両手をわたわた動かし、目玉をぐるぐる回した。

			　マジメで働き者のロミナだが、肝心なところは抜けている。

			　オレはクスクスと笑い、ロミナの頭をポンと叩いた。

			「わかってるから大丈夫。ただその代わり、お願いがあるんだ」

			「なんですか？」

			「鍛(か)冶(じ)屋の人を紹介してほしい。できる限り、腕のいい人を」

			「えっ、ええっと、今からですか？」

			「できればそうしてほしい」

			「あうっ……っと」

			　店のことを考えているのだろう。ロミナは所在なさげにキョロキョロとした。

			「そういうことなら行ってもいいぜ」

			　店の奥から声がした。

			　ロミナの姉のレミナだ。

			　背の中ほどにまで届くようなロングヘアーの黒髪に、モデルのように均(きん)整(せい)の取れた体つき。

			　背も高い。オレより一回り大きい。一七六か七はあるだろう。

			　耳はロミナとまったく同じ、くにっと曲がったウサミミだ。

			　冒険者としてはそこそこのベテランで、Ｃ級中位ぐらいの実力はある。

			　恐らく寝起きだったのだろう。レミナは「ふあ……」と生あくびをして頭を掻(か)いた。

			「店の番はアタシがしておいてやる。だからちゃっちゃと行ってこい」

			　乱暴ながら、妹を気遣うレミナ。

			　しかし、オレは固まってしまった。

			「はうっ……」

			「あっ……」

			　シャルルとロミナも固まってしまった。

			　レミナはパンツ一枚。

			　思わずダイヴしたくなるようなパラダイス系のおっぱいに、おっぱいの先にあるピンク色の乳首、形のよいヘソやくびれも剥(む)き出しで、穿(は)いているパンツは白と水色の縞(しま)パンだ。
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			　と――。

			「「見たらダメで（ありま）すーーーー！」」

			　ロミナとシャルルが同時に叫んだ。

			　シャルルはオレの背後へ回り、目隠しをする。

			「ダメでありますぅ！　ダメでありますぅ！　ダメでっ、ダメでありますぅーーーー！」

			「どうしてハダカで出てくるんですかっ?!　おねぇちゃん！」

			　レミナはほんのり、頬(ほほ)を染めて答えた。

			「アタシは寝る時、いつもハダカで寝ているじゃんね……」

			「それでも人の前に出る時は、ちゃんと服を着てください！」

			「だからパンツは、穿(は)いてるじゃんね……」

			「パンツは服じゃありません！　ラクトさんはオトコです！」

			「ラクトはアタシの旦那じゃん！　恥ずかしいことなんてないじゃんよっ！」

			　レミナは拳(こぶし)をギュッと丸めて、[image: kao_331.png]な顔で言ってきた。

			「はぅあっ?!」

			　シャルルが叫んだ。あぅあぅしながらレミナを見る。

			「どどどど、どういうことでありますかっ?!」

			「ラクトはつえーし頭もいいし、目利きの才能もあるし……」

			　レミナはオレの顔を見つめると、その整った顔立ちをポッ……と染めた。オレの顔から目を逸(そ)らし、長い黒髪で自身の顔を隠す。

			「もっ、もう、理想の旦那さまじゃんね」

			　白くてかわいいウサミミは、ピクピクと動いてた。

			「とっとっ、とにかくアタシはラクトのことを、超絶すっげー気に入ってるじゃんよ！　だったら媚(こ)びの一〇〇や二〇〇は、売りまくるのが当然じゃんよ！」

			　真っ赤になったレミナはうなじまで赤くして、オレのことをビシッと指差す。同時に胸が、プルッとゆれた。

			「そっ、それじゃあロミナは借りていくけど」

			　オレはロミナを軽く抱き上げ、（男の本能として）レミナのおっぱいを見てしまいつつも言った。

			「服は着ろよっ!!」

			　逃げるように去った。というよりも逃げた。

			「はぅぅぅぅぅぅぅぅぅ…………」

			　オレがロミナの店から離れると、シャルルが深いため息をついた。

			「ラクトさま……」

			　青白い人(ひと)魂(だま)をぷかぷかと浮かべた墓場の幽霊。あるいは徹夜明けの小説家みたいな顔でオレを見てくる。

			「えっと……なに？」

			「腕を組んでも……よろしいでありますか？」

			「まぁ……いいけど」

			　オレは少し恥ずかしく思いつつも腕を出した。

			「感謝するであります……」

			　シャルルが腕にひっついてきた。オレの腕をキュッ……と切なげに抱きしめる。

			　目尻には、澄(す)んだ涙が浮かんでた。

			　さらにシャルルは、スンッ、スンッと鼻をすすった。

			「えっと……シャルル？」

			　シャルルは独り言のようにつぶやいた。

			「ラクトさまはモテるであります。レミナさまにシャルルはもちろん、ライナさまもラクトさまを大好きでありました。シャルルをラクトさまのところへと運ぶ途中、頬(ほほ)を染めては幸せそうに、アマクサはアマクサはアマクサは……と、ラクトさまのお話ばかりをしていたでありました。世界で一番お素敵なラクトさまがおモテになるのは当然のことでありますが、ラクトさまのおよ…………助手になりたいシャルルとしては、その……、はぅ…………」

			　長い独り言を終えたシャルルは、しょんぼりとうなだれた。

			　かわいい尻尾(しつぽ)もしおしおっと垂れている……が。

			「落ち込んでしまうのと同時に、もっとがんばらなければと思ったのであります！」

			　オレの腕をギュッと抱き、強い瞳で言ってきた。

			　それはもう、本当に真(しん)摯(し)で真剣な顔だ。

			　トランペットを見つめる少年のような、夢と憧(あこが)れが詰まりに詰まった純な瞳だ。

			　けれども、オレは汚れてた。

			　シャルルの真(しん)摯(し)な瞳より、シャルルのおっぱいにムニュッ……と挟(はさ)まれているオレの腕に意識を奪われてしまっていた。

			　すごいおっぱいだろ？　十二歳なんだぜ……この子。

			　オレがそんなことを思っていると。

			「そっ、そうですよね！　好きな人に想ってほしいと思うなら、がんばらないと、いけませんよね！」

			　そんなつぶやきも聞こえてきた。

			　と――思ったら。

			　ギュッ！

			　ロミナがシャルルを真似て、オレの腕に抱きついてきた。

			「ふっ、ふっ、深い意味はありませんっ！」

			　ロミナの顔は真っ赤だ。オレの腕が密着している胸も、ドキドキバクバク言っていた。

			　白いウサミミもピンと立ち、ピクピクと震えてた。

			「ででで、では行きましょう！　ラクトさん！　あっちにあるのがわたしの思う、『この街で一番の武器屋』です!!」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ちゅーわけで、ウチのところにきたってわけかい」

			「はっ、はい。わたしが知っている限り、フィロさんがこの街で一番いい武器を作ってますので……」

			「なるほどなぁ」

			　フィロと呼ばれた女がうなずく。

			　馬のようなピコ耳を生やし、つややかな髪をショートポニーに結った、少し小柄で気の強そうな女だ。

			　ロミナの直接の知り合いというよりは、レミナを介(かい)して知り合ったという雰囲気である。

			　ちなみにここは、街の外れの少し寂(さび)れた武器屋だ。

			　歴史があると言うべきか。単にボロいと言うべきか。

			　どちらとも言えそうな、木造作りの建物である。

			「しかしなぁ、ロミ助。ひとぉーつ間違えとるでぇ？」

			「えっ？」

			「ウチはこの街で一番なんやない！　この国で一番なんや!!」

			「あっ、ははは……」

			　ビシッと天井を指して言い切るフィロに、ロミナは乾いた笑みを浮かべた。

			「こんな人ですけど、腕のほうは確かですから!!」

			「こんな人ってなんやぁ！　八歳のころまでカミナリさまが怖くておねしょしとったロミ助の分際でぇ！」

			「それは言わないでくださいって、いつも言ってるじゃないですかぁ!!」

			　真っ赤になってわたわたと慌(あわ)てるロミナ。苦労人である。

			　ちなみに一二歳であるのに、おもらしをしてしまったシャルルは、「はうぅ……」と、うつむいていた。かわいい尻尾(しつぽ)も、だらりと垂れていた。

			「して……にぃさんのエモノはなんや？　鍛(か)冶(じ)師と言ってもイロイロや。剣が得意なやつがおれば、槍(やり)が得意なやつもおる。エモノによっては別のやつを紹介することになるかもしれへん」

			「武器ならひと通り使えるけど……どれかって言われたら剣か槍(やり)かな」

			「せやったら剣やな！　さっきは『国一番』と謙(けん)遜(そん)したウチやけど、それは全部の武器を総合したらのオハナシや！　剣に限って言うんなら、ウチは世界で一番やで!!」

			　フィロは店の奥へ入って行くと、鞘(さや)に入った剣を五本持ってやってきた。

			　一本一本丁寧に抜いて、カウンターに並べてく。

			「それじゃにぃさん。こっから一本好きなの選びぃ。ロミ助の紹介やさかい。どれ選んでも銀貨五〇枚でええで？」

			　銀貨五〇枚って言うと……平均的な冒険者の給料四ヶ月分か。

			　本当に世界一なら安くはあるが、普通にかなり高価だな。

			「ちなみに先に言うとくが、五本のうちの四本はナマクラや。見る目のない人間にウチの傑(けつ)作(さく)は売りたかないんでな」

			　しかもハズレ付きかい。

			　それでもオレは、迷うことなく右から二番目の剣を取った。

			　太陽の光に当てて眺める。

			「この五本だと、これが一番いい剣だな」

			「わかるんかっ?!」

			　フィロがグイッと身を乗りだしてきた。

			「色って言うか輝(かがや)きって言うか……、剣に込められた魂の熱が、ほかの剣とは違う」

			「かぁ～～～。わかっとるなぁ～。にぃさん、わかっとるなぁ～～～～～」

			　フィロは一杯飲んだおっさんみたいな声で言うと、パンッと元気に手を叩く。

			「ええわ！　もうタダでもってき！　タダで！　にぃさんみたいに価値のわかる人にやったら、ジャックも幸せハッピーやろ？」

			「ジャック？」

			「その剣の名前や！　ウチはなぁ、傑(けつ)作(さく)と思った剣には一本一本名前つけとるんや。うちを出て行った子たちでも、帰ってきたん見れば、誰が誰だか一目でわかるでぇ？」

			　それはすごいと素直に思った。

			　それほどの熱意には、敬意を表したいと思った。

			「いやな、この売り方はにぃさん以外にもやっとるけどな。なんも迷わず取ってくれたのはにぃさんが初めてや。うれしいわぁ。ウチめっちゃうれしいわぁ」

			　温泉にでも浸かっているかのような、恍(こう)惚(こつ)そうな表情で語るフィロ。

			　馬のようなピコ耳もぴこぴこと動く。

			　そんなフィロには言いにくかった――けど。

			「持っていくのは、ちょっと厳しい」

			　オレは剣をカウンターに置いた。

			「いやっ、ちょちょちょ、ウチのジャックになに言ってるんや！」

			　フィロがカウンターを飛び越えた。

			　ジャックを握り、店の端に設置されていた試し斬りのコーナーへ向かった。

			　金属製のヨロイを身に着けた藁(わら)人形を出す。

			「ええか！　コイツが着ているのは鋼鉄のヨロイや！　中古でチイッとボロいことになっとるが、国の騎士サマが使っとった本物(ホンマモン)のヨロイやで!!」

			　そう言って、フィロは剣を鞘(さや)に収めた。いわゆる居合いの構えを取った。

			「せぃやっ！」

			　気合い一(いつ)閃(せん)、剣を抜く。

			　銀の光が煌(きら)めいて、藁人形はヨロイごと真っ二つになった。

			「どやぁっ！」

			　叫んだフィロはさらに言う。

			「言うておくがな、ウチの剣を作る腕は世界一やが、振るう腕はそこらの雑(ざ)魚(こ)や！　そんなウチでも鋼鉄を斬れたっちゅーことが、ジャックのすごさを語っとるやろっ?!」

			　怒ったように叫ぶフィロ。

			　オレもそこに異論はない。

			　確かに今の斬(ざん)撃(げき)は、素人(しろうと)が見よう見まねで振るったような一撃だった。

			　そういう意味でその剣――ジャックは、確かに優れた剣だと思う。

			「それでもオレが使うには、ちょっと軽すぎるんだよ」

			「そういうセリフは使ってから言えや！　ドアホウ！　ダボスケ！　腐れキンタマ!!」

			　これまたひでー悪口だな。

			　まぁそれだけプライドがあるっていうことなんだろう。

			　仕方ない。オレはフィロからジャックを受け取った。

			　新しい試し斬り用の人形を出そうとしたフィロを手で制する。

			「ああ、いや。それは出さなくていい」

			「なんやと？」

			「ただその代わり、危ないから下がっていてくれ」

			「危ないって……どういうこっちゃ」

			　オレは少しためらいながらも言った。

			「オレが振ったら折れる――ってことだよ」

			「そんなヤワな鍛(きた)え方はしとらんわっ！」

			　叫んだフィロは、オレの背後で腕組みをして立った。

			　意地でもテコでも動かないといった、仁王立ちの格好だ。

			「…………後悔すんなよ」

			　オレは低い声で言うと、剣をすうっと縦に構えた。意識を深く沈めてく。

			　虚(こ)空(くう)の中に倒すべき敵――ガードアントの姿を浮かべた。

			（この剣なら…………二割ぐらいか）

			　二割ほどの力を込めて、剣をナナメに振り下ろす。

			　銀色の斬(ざん)撃(げき)が、幻想のガードアントの肩口に吸い込まれようとしたが――。

			　パキィン――――ッ！

			　剣は根元から折れた。

			　破(は)片(へん)がくるくる宙を舞い、背後のフィロに向かって飛んだ。

			　フィロは愕(がく)然(ぜん)と目を見開いて、金(かな)縛(しば)りに遭ったかのように動けなかった。

			　まったく……。

			　オレは胸の奥でため息をついて、フィロに刺さりそうになった刃を人差し指と中指で挟(はさ)んだ。

			　刃はフィロの三センチ手前で止まった。

			「へあっ、あっ、あっ……」

			　フィロはペタリと尻(しり)餅(もち)をついた。

			　白いズボンがジワ……と濡れて、ちょろぉ…………と。

			　もらしやがった。

			「くぅ――――っ！」

			　フィロは恥(ち)辱(じよく)と屈(くつ)辱(じよく)で顔を真っ赤に染めながら、足を閉じては歯を食い縛(しば)り、それでもおもらしをした。

			　そして床を濡らしつつ、親の仇(かたき)を見るかのような目でオレをにらんだ。

			「なにをしたんや……。ウチの……ウチのジャックになにをしたんやぁ……っ！」

			「なにって言うと……力を入れて振っただけだよ」

			「なんやて?!」

			「オレが使うと大(たい)概(がい)の武器はそうなっちゃうんだよ。よっぽど加減して振るわないと、丸めた紙のようにぽっきりと折れる」

			「ウチのジャックは、丸めた紙と同じっちゅうことかい…………」

			　フィロはうなだれて拉(ひし)がれた。

			　と――。

			【ハァーーーハッハッ！　無様だなぁ、フィロちゃんよぉ!!】

			　頭の上から声が聞こえた。オレは見上げる。

			　そこにあったのは一本の剣。壁に飾(かざ)られている一本の剣であった。

			「しゃべる剣……インテリジェンスソードか？」

			【おぅよっ！　名前はファング＝フリッガーだ！】

		

	
		
			第21話　サヨナラ、ファング＝フリッガー。

			　

			【オレ様の名前はファング＝フリッガー！　伝説級の魔剣だぜぇ？】

			　オレの胸は高く弾んだ。しゃべる剣には理屈を越えたロマンがあると思う。

			　持ち主と思われるフィロに尋ねる。

			「さわってもいいか？」

			「好きにせぇ……」

			「それではシャルルが取ってくるであります！　ラクトさまの助手のシャルルが!!」

			　仕事を見つけたシャルルが、元気よく言った。

			　近くにあった脚(きや)立(たつ)を使い、壁のファングに手を伸ばす。お尻の尻尾(しつぽ)はパタパタとゆれていた。

			「ももっ、持ってきたであります！」

			　オレに剣を差し出すシャルル。

			　息を詰め、不安と期待と願望のこもった眼差しをオレへと向けてくる。

			　ああ、もう。わかりやすい子だ。オレはシャルルの頭をくしくしと撫(な)でた。

			「はぅぅぅぅ…………」

			　シャルルは恍(こう)惚(こつ)の表情を浮かべ、かわいい尻尾(しつぽ)をふりふりとゆらした。

			　オレはシャルルからファングを受け取り、鞘(さや)から抜いた。

			　太陽の光を浴びた銀色の刀身が、七色の輝(かがや)きを発する。

			「おぉ……」

			　オレの口から感(かん)嘆(たん)の声が漏(も)れた。

			　ファングを構え、意識を深く集中させる。

			　とりあえず――さっきジャックを振った時と同じくらいの、二割の力で「ハアッ！」っと振った。

			　ファングはオレの力を受けるとしなやかに曲がり――。

			　

			　根元から折れた。

			　

			　パキィン――と綺(き)麗(れい)な音を立て、破(は)片(へん)がくるくる宙を舞い、オレの背後の床に刺さった。

			「……」

			【…………】

			「………………」

			【……………………】

			「………………」

			　無駄に長い沈黙の時が流れる。

			「…………オイ」

			【あっ、はい。この下(げ)賤(せん)なるメス剣のファング＝フリッガーに、なんのご用でございますでしょうか】

			　実はメスだったらしいファングが答えた。

			　パキリと折れたせいだろう。キャラは変わりまくってた。

			　ちなみに声を出しているのは、床に刺さった破(は)片(へん)のほうだ。

			「オマエ、伝説級の魔剣じゃなかったのかよ」

			【そそそっ――それは、いわゆるひとつの自称でございますです。自称であれば、齢三〇を越えた小太りのおじさまであろうとも、魔法少女を名乗れますです】

			　かなり嫌なたとえだが、まごうことなき正論でもあった。

			「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

			　とても重いため息が、オレの口から勝手に漏(も)れた。

			「ガッカリだよぉ～。フリッガーちゃん、ガッカリだよぉ～～～」

			　なんかあまりにガッカリ過ぎて、オレのキャラまで変わってしまった。

			　全力とは言わないが、せめてオレの三割ぐらいの力には耐えられる剣であってほしかった。

			　そもそもオレが求めていたのも、そのぐらいの剣であったし。

			「しゃべる剣のクセに弱いとか、もうそれ、しゃべる意味ないじゃんかぁ。剣のクセにしゃべるんだったら、すごい力のひとつやふたつは蓄(たくわ)えておけよぉ」

			【よっよっ、弱くはねぇよ!!】

			　ファングがキレた。

			【こここっ、こう見えてもなぁ、そこらの雑(ざ)魚(こ)剣をワラみたいに束ねた剣束を、真っ二つにできるぐらいはツエーんだよ！　伝説級ってのは自称だけどよ、そこらの剣よりつえーのは事実なんだよ！　テメェが強すぎるだけなんだよ！　バーカ！　バーカ！　バーカ！】

			　必死に悪態をつくファングだが、声は涙声だった。

			「そっかぁ、すごいんだねぇ（棒読みで遠い目）」

			【ちっくしょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!】

			「あっ、あのっ、ラクトさん……」

			「ん？」

			「お役に立てず、申し訳ありません……」

			　オレがガッカリしてると、ロミナが律(りち)儀(ぎ)に謝ってきた。

			「ああ、いや、いいよ」

			　オレはロミナの頭をポンと叩いた。

			「もともと『あればラッキー』ぐらいの感覚だったし、フィロの腕もちゃんとしたものだった。結果は残念だったけど、ロミナの目利きはやっぱり頼りになるな、とは思ったよ」

			　ロミナの曲がったウサミミが、ピクピクッと立った。

			　そして、背中を撫(な)ぜられた猫のように体を震わせ――。

			「ありがとうございます！」

			　ペコリと頭を下げた。

			「えっと…………それじゃあ」

			　いまだにへたれ込んでいるフィロにあいさつをしたオレは、店を出ようと踵(きびす)を返した。

			　と――。

			「待ちぃや……」

			　フィロは、冥(めい)府(ふ)の番人のようにくぐもった声を発すると、ジャックの破(は)片(へん)を抱いて立ち、壊れたゾンビみたいな足取りで店の奥へ入った。

			　そして奥から声が響(ひび)いた。

			「ごめんなぁ！　ジャックゥ!!　ウチの力が足りんかったばっかりにぃ！　来世はもっとちゃんとした鍛(か)冶(じ)師……いや、今よりレベルアップしたウチに作られるんやでぇ!!」

			　すさまじい入れ込みようだ。

			　それは正直ドン引きだ。オレは今すぐ帰りたかった。

			　しかし、呼び止められているのでそうもいかない。

			「…………」

			　フィロが出てきた。

			　まるで地縛霊のような、暗(あん)鬱(うつ)とした負のオーラを全身にまとっている。

			　そして手には、黒い鞘(さや)に納められた一本の剣。

			「持ってきぃ……」

			「これは……？」

			「ジャックの弟のヨハンや。総合的なところはジャックに一歩劣(おと)る子やが、頑(がん)丈(じよう)さやったらジャックよりも上や」

			「…………」

			「それでも、にぃさんの全力に耐え切れるとは思わへん。せやけどにぃさんの力やったら、加減しながら振っても大体の敵には勝てるやろ。このヨハンやったら、加減したにぃさんの力ぐらいには耐えられるはずや」

			「いいのか……？」

			「にぃさんほどに見る目があって、腕も立つ剣士さまを手ぶらで帰したとあっちゃぁ、ウチの名が廃(すた)れるんや」

			　オレはフィロに答える代わりに、試し斬り場の人形に近づいた。

			　鋼鉄のヨロイを着た藁(わら)人形の前に立つ。

			　ヨハンを鞘(さや)から抜いて眺めた。

			　つい先ほどのジャックに比べて若(じやつ)干(かん)重くて刀身が厚い。

			（確かに頑(がん)丈(じよう)さを第一に作られているな）

			　これなら三割……いや、四割の力を出しても大丈夫かもしれない。

			　オレは剣をナナメに振っては横薙(な)ぎに払い、さらにはタンと地を蹴(け)った。

			　人形の間を通り抜け、無数の斬(ざん)撃(げき)を入れる。

			　ワラ人形は鋼鉄のヨロイごと散った。

			　ヨハンは、傷ひとつない輝(かがや)きを放っていた。

			　これもう魔剣とかいらねぇな。

			　サヨナラ、ファング＝フリッガー！

			【ちくしょう、ちくしょぉぉぉ…………】

			　オレは魔剣（笑）のすすり泣きを聞きながら、フィロの店をあとにした。

		

	
		
			第22話　魔剣覚(かく)醒(せい)～初めての18禁的なアレ～

			　

			　深い夜。オレは家の屋根の上にいた。自然体の棒立ちで、瞳だけを閉じる。

			　作戦のメドは立てた。それのための準備も終えた。

			　武器も悪くないものを手にしたし、治療薬も前に作ったやつがある。

			　シャルルとミーアもギルドに帰した。

			　それ以外に必要なものも、思いつく限り揃(そろ)えた。

			　やる必要があることは、すべてやったと言えるだろう。

			　オレは深く息を吸う。夜の空気を吸いながら、足の裏で地面を感じる。

			　足場から地面、地面からこの星と、一体になっていくイメージを作った。

			　息を吸う。息を吐く。夜の空気と冷たい地面に全身を浸す。

			　オレはこの星の一部。オレもこの星の一部。

			　それを肌で感じつつ、息を吸う。息を吐く。

			　この星に満ちたマナを、体の中に貯めていく。

			　これは誰に教わったわけでもない、オレが独自で身につけた修練法だ。

			　自分がこの星の一部であることを意識しながら呼吸を重ねていくことで、この星のマナを吸収していく。

			　オレをこの星のものにして、この星をオレのものにする。

			　体の中に光が満ちる。

			　マナという名のエネルギーの塊が、オレの体の隅(すみ)々(ずみ)にまで行き渡る。

			　マナを吸った細胞のひとつひとつが煌(こう)々(こう)と輝(かがや)く。

			「ハアッ!!」

			　オレは気合いを張りあげた。

			　白いエネルギーの塊が、湯気のようにオレの体から溢(あふ)れた。

			「よし……」

			　オレは屋根の上から飛び降りた。

			　天井と壁が割れて、涼しいことになっている家の中へと戻る。

			　あとは寝るだけ。そう思いながらテントの中に入る――と。

			　人がいた。それも五人。全員見知った顔である。

			　シャルルとライナにレミナとロミナ。あとはミーアの五人である。

			　そして五人全員が、ワイシャツというかブラウスのような服を着て、あとは裸というような格好をしていた。

			　幻覚か……。

			　オレは、テントを出てはため息をついた。

			　目元を押さえてマッサージ。肩をほぐしてテントに戻る。

			　人がいた。やはりいた。五人いた。

			　シャルルとライナにレミナとロミナ。あとはミーアが並んでた。

			　やっぱり五人全員が、ワイシャツというかブラウスのような服を着て、あとは裸というような格好をしていた。

			「ラッ……ラクトさま」

			　シャルルがワイシャツの胸元をギュッと握り、思い詰めた様子で言った。

			　おかしいなぁ。この幻覚しゃべったよ。

			　シャルルはギルドに帰してるから、ここにいるはずがない。

			　オレはテントから出た。

			　深呼吸をくり返し、目元をマッサージしてはテントに戻る。

			　人がいた。やはりいた。

			　おかしいなぁ……。

			　オレはテントから出ようとして――。

			「いい加減にしろっ!!」

			　ライナにグイッと襟を掴(つか)まれた。

			「えっ、えっ、なに?!　みんななに?!　オレはあした戦いに行くんだけど?!」

			「そっ、それゆえに…………だ」

			　ライナは、薄暗いテントの中でもハッキリとわかるぐらいに、顔を真っ赤にさせていた。

			「ああ、相手がいることである以上、たたた、戦いに絶対はない。そそそっ、それゆえに…………だな」

			　ライナはオレに近づき、強(こわ)張(ば)った声で言う。

			　ゴクリと熱いツバを飲み――。

			「それゆえに…………だな」

			　などと言っては、オレの胸に手を添えて。

			「っ?!」

			　キスをしてきた。

			　まずは軽く口づけて、それからグイッと押しつけてきた。

			　そして唇を離すと、そのままオレに抱き着いてきた。

			　ドキドキバクバク激しい鼓(こ)動(どう)を鳴らすライナの体は、火の玉のように熱く火(ほ)照(て)っていた。

			　そして熱い息を吐きながら、熱い声で言った。

			「キミの種を、残してほしい……」

			「種っ?!」

			　それってつまり、なんて言うのか……。

			「いっいっ、いやらしいことをしてくれ…………ということだ」

			　死ぬほど恥ずかしいのだろう。ライナは泣きそうになっていた。

			　かわいすぎて耐え切れない。オレはライナの体を抱き締めてしまった。

			　ライナの体はやわらかく、腕に力を込めればしとやかに軋(きし)んだ。

			「くぅぅぅん……」

			　ライナは甘い声を出し、尻尾(しつぽ)をぷるぷると震わせた。

			　いいのか?!　やっていいのか?!　構わないのか?!

			　オレはうかがうように、五人を見た。

			　シャルルがミーアの後ろに隠れる。

			「シャッ、シャッ、シャルルはラクトさまをお慕(した)いしているシャルルでありますので…………」

			　シャルルがもじもじ恥じらいながら言うと、ミーアはやれやれと肩をすくめた。

			「ボクは付き合いっていうか付き添いっていうか、ホントはしたくてたまらないけど、恥ずかしくって勇気が出ないリーダーのオマケ？」

			　ミーアはすごく遊び慣れている感じで言った。

			　しかし不思議と、淫乱という印象はない。

			　テニスやバスケのようなスポーツの一種にセックスがある、という印象だ。

			　ひとり納得したオレは、ウサミミ姉妹(しまい)のレミナとロミナに目を向けた。

			　レミナはボンッと赤面し、ロミナは申し訳なさそうにうつむいた。

			「レッ、レミナさまとロミナさまのことは、シャルルがライナさまにお伝えしましたであります……」

			　シャルルはミーアの後ろで、耳しか見えないぐらいに隠れていた。

			「シャルルが逆の立場でしたら、絶対に知らせていただきたいと思ったのでありますので……」

			　オレから顔を逸(そ)らしたレミナが、頭の後ろをガリガリと掻(か)いた。

			「アッ、アッ、アタシはさ、知り合ってから間もねぇし、惚(ほ)れたきっかけもめっちゃ浅いし、深い事情や重い理由もねぇし、ここにいてもいいのかな…………って思うけどさ」

			　などと言いつつ息を詰め、鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳(こぶし)を握った。

			「それでもこんな気持ちになったのは、初めてじゃんよっ！　だったらしてほしいって思うのも仕方ないじゃんよっ!!」

			　叫ぶレミナは、両の目に、羞恥と不安が混ざったかのような涙を浮かべていた。

			　そしてレミナの妹にして、オレの中でも妹や弟に近い存在だったロミナが言った。

			「わっ、わっ、わたしも、ラクトさんとの付き合いは短いです……」

			　うつむきながら言うと、オレの手を取って自身の胸に当てる。

			「それでもこんなにドキドキとするんです。ラクトさんが好きなんです。ででっ、ですから、その…………」

			　ロミナの胸はけっして大きいとは言えなかったが、むにゅむにゅと揉める程度の質量はあった。

			　ライナの体で興奮しまくっていたオレは、やわらかなふくらみを揉みほぐしてしまうエロイ手を止めることができなかった。

			「あうっ……ハあッ、ラクト…………さぁん」

			　ロミナは甘い声を出し、小さな体をふりふりとゆらした。

			　頭についてるウサミミも、体と同じくふりふりゆれた。

			　ただでさえ限界に近かったオレの魔剣が、【我を使え……アマクサラクト…………】と黒い声を出してきた。

			　ルビを振るとわかることだが、魔剣とちんこはよく似てる。

			　人の意識を黒く染めようとするところとか、太くて硬いところとか、使い方によっては悲劇的な結末をもたらしてしまうところとか、本当によく似てる。

			　どうしたものか。どうしたものか。

			　悩んでいると、ライナが言った。

			「もちろん最後はキミの意思だ。キミの意思と考えに、わたしたちは無条件で従う。キミが一言帰れと言えば、わたしたちはすぐにでも帰る」

			　至近距(きよ)離(り)から、かわいい声で言ってくるライナ。瞳は静かにうるんでた。

			　帰れと言われた時に帰る覚悟を、ちゃんと決めてはいるのだが、それでも泣いてしまうのを止めることはできないような顔であった。

			　ああっ――――もうっ!!

			　こんなにかわいいライナを、拒絶できるはずがないっ!!

			　しかもここには、（オレが知っている限り）オレに好意を持っている女の子全員がいる。

			　全員抱くなら平等だ。拒む理由はどこにもない。

			　やってやるのが、むしろマナーだ。

			　オレは魔剣に意識をゆだねた。ライナの口にキスをした。

			　まずは軽く唇を当てて、唇同士をこすらせる。

			　次にライナの下唇を唇で挟(はさ)み、はむはむと味わう。

			　舌をねじ込む。くちゅりと入れてはいやらしく絡ませる。

			　ライナの体を押し倒す。ライナの胸に手を伸ばす。ライナの胸は、廃(はい)墟(きよ)と化した荒野のように、薄く寂(さび)しい胸だった。それでもオレは、ライナの胸を触っているという事実に、強く激しい興奮を覚えた。

			「はグッ、うっ、うんっ……」

			　ライナが甘い声を出す。

			　オレはライナの衣服を脱がし、左の胸に吸いついた。

			「ふあッ……！」

			　立っている乳首を舐めとるつもりで、舌を這わせる。右胸の乳首を人差し指の腹で撫(な)ぜ、ボタンを押すようにクニクニといじる。

			「はグゥ、あんッ、あんッ、あッ、あッ……。くゥっ、ンッ、アンッ、あっ、あっ――――！」

			　ライナの気分が高まってきたのを見計らい、やらしい乳首をキュッと摘(つ)まんだ。

			「クアぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			　ライナが背筋を仰(の)け反(ぞ)らし、ビクビクと震えた。

			「はぐうっ、うっ、はあっ、あっ……」

			　四肢をぐったり投げ出して、おぼろな息を吐くライナ。

			　青い瞳は、恍(こう)惚(こつ)でうつろになっていた。

			　それからオレはズボンを降ろし、オレの魔剣をシュラリと抜いた。ライナの足をＭの字に開かせて、ずぷっと中に刺していく。

			「はぐぅ……！」

			　初めてだからか最初は痛がっていたライナだが、それでもオレが続けていると。

			「ふぁー、あんっ、あんっ、アマクサ、アマクサーーーーーーーーっ！」

			　オレの名前を呼びながらイッた。ピクピクと痙(けい)攣(れん)してはぐったりとした。

			　オレはグロッキーになったライナをやさしく抱いて背中を撫(な)でて、残りのメンバーに言った。

			「次は誰だ……？」

			　魔剣に意識を支配されているせいか、妙に黒い声になっていた。

			「クジではリーダーだったかな」

			「シャルルか……」

			「はっ、はい。クジではシャルルでありました……」

			　ミーアの後ろに隠れているシャルルが言った。

			　シャルルはミーアの後ろでもじもじとして、はうぅぅ……と怯(ひる)んでた。

			　だがオレは、シャルルの反応を鵜(う)呑(の)みにはしない。

			　無(む)垢(く)で無邪気なように見えても、中身はエロいムッツリさんなのがシャルルだ。

			　あえて強い口調で言う。

			「前に出ろ」

			「はっ、はい……」

			　オレは、シャルルを一息に引き寄せる。

			　背後から抱きすくめ、豊満な胸を揉む。やわやわと揉みしだく。

			　ライナのそれとは明らかに違い、ふわふわとしてやわらかい。それでいて弾力がある。中身がギュッと詰まってる。揉めば揉むほど、甘美なる触感をオレの指と手のひらに伝える。

			　ああ。ああ。おっぱいだ。紛(まが)うことなきおっぱいだ。

			　ライナには申し訳ないが、オレはやっぱりおっぱいが好きだ。

			　ライナは好きだがおっぱいも好きだ。おっぱいのことが大好きだ。

			　そしてシャルルはけしからん。

			　胸がなくともかわいいクセに、こんなおっぱいを持っている。

			　かわいいけれどつるぺたのライナに、悪いとは思わないのか。

			　ああ、もう。けしからん。

			　オレは衣服のあいだに手をすべらせて、自らの手でオシオキをした。布地が入る隙間すらない、ゼロ距(きよ)離(り)で揉みまくった。

			「はうぅ、うっ、うっ、はぅぁぁぁンッ、ンッ……」

			　オレが指をめり込ませるたび、シャルルは苦(く)悶(もん)めいた陶(とう)酔(すい)の声を発した。

			「ああっ、ああっ、熱いであります。ラクトさま。ラクトさまのお指がシャルルの中に入るたび、シャルルはシャルルは熱くなってくるでありますぅ……！」

			「それなら冷ましてやらないとな」

			　オレは衣服をはだけさせ、シャルルの胸を露出させる。

			　大きな胸を下から持ってはたぷたぷとゆらし、立ってる乳首をデコピンで弾く。

			「はゥンッ!!」

			　シャルルはやらしい声をあげ、大きな胸をぷるんとゆらした。

			　ピシンッ、ピシンッ、ピシンッ。オレが三度もデコピンすると――。

			「はゥンッ！　わゥンッ！　はぅぅうぅンッっ！」

			　シャルルはそのたびに声を発した。

			　もうダメだ。限界だ。

			　オレはシャルルを反転させると一息に押し倒し、シャルルの胸に顔をうずめた。

			　巨乳スキーであれば一度は憧(あこが)れるパフパフを始め、『巨乳の女の子が恋人になったらしてみたいあらゆること』をシャルルの胸でやった。

			　そして最後は魔剣でもって、シャルルのことを突き刺した。

			　オレが腰を動かすたびに、シャルルのたぷたぷとした巨乳は、たゆんたゆんとゆれまくった。

			　そうやってオレは、ひとりひとりと交わった。

			　レミナは、普段の男勝りな様子からは考えられないような初心(うぶ)な姿で、オレの体に押し倒された。

			　ロミナは少し不安だったが、抱いてみればちゃんとした女の子だった。

			　そして意外だったのは、ミーアが処女だったことだ。

			　それもまったく慣れていない感じで、オレが入れたら歯を食い縛(しば)り、「んうっ、んうっ、んうっ……」と耐えていた。

			　そんなミーアも二回目、三回目となると、つい数分前まで処女だったとは思えないほどに乱れまくった。魔剣すごい。

			　そんなふうに全員を抱いたらまた愛おしさが込みあげて、オレは一から全員とやった。やりまくった。妖(よう)刀(とう)を持った剣豪が人を殺し続けるのを止められないように、オレはライナたちとやるのを止められなかった。

			　特にライナとシャルルのふたりは、ふたりが泣くまでやってしまった。

			　もう完(かん)璧(ぺき)に、魔剣に支配されていた。

			　

			　でも後悔はなかった。

		

	
		
			第23話　長い夜が明けて。

			　

			「んっ……」

			　常識的に言ってあり得ない長さの夜が明けた、次の日の朝。

			　オレは、ダンボールのテントからわずかに染み込む太陽の明かりで、目が覚めた。

			　腕の中にはやわらかな触感。

			「らくとさま……」

			　それはシャルルだ。オレの胸に顔をうずめている。

			「行かないでほしいで、あります……」

			　眠りながらもオレを案じて、くすんと涙をこぼしてる。

			　オレはシャルルを抱き締めて、頭と背中を撫(な)でてやった。

			「らくとさま…………」

			　くすん、くすんと泣くシャルル。

			　それでもオレは、ここにいるわけにはいかない。

			　シャルルを起こさないよう、ゆっくりと離れ、テントを見回す。

			　ロミナとレミナは眠っていたが、ミーアとライナはいなかった。

			　名残り惜しいが仕方ない。オレはレミナとロミナの頬(ほほ)に軽いキスをしてから、テントの隅(すみ)に置いておいた箱を持って外に出た。

			　箱の中には、今日、着ていく服が入っている。

			　ミスリル糸と呼ばれる特殊な糸で編まれた服だ。

			　この世界におけるカイコのような生き物の養殖場に、ミスリルの粉をばらまく。

			　するとその土で育った木々の葉には、微弱なミスリルが含まれるようになり、その葉を食べて育ったカイコ（的な生き物）が作る糸にも、ミスリルが含まれるようになる。

			　それで編まれた衣服は、絹(きぬ)のようにしなやかで美しく、半端なヨロイよりも強い。軽い斬(ざん)撃(げき)や炎であれば、簡単に無効果にしてしまう。

			　荷物を出し入れする用の腕輪をはめて、ミスリル糸のマントを羽(は)織(お)る。そして、昨日もらった剣を手に立つ。

			「よし……」

			　準備はできた。あとはひとりで行くだけだ。

			　と――。

			「行くんだね、ラクトさん」

			　ミーアが話しかけてきた。

			「ああ」

			「…………」

			　ミーアはオレの目を見つめて一拍の間を置いた。

			「あのさぁ、ラクトさん」

			「なんだ？」

			「ラクトさんはさぁ、神様ってどういう存在だと思う？」

			「どういう存在？」

			「うん」

			　どういう存在――か。

			　いるかいないかで語るような世界から来ている身としては、いることを前提で語られてしまうとちょっと難しいな。

			　なんてオレが考えていると、ミーアのほうから口を開いた。

			「ボクにとってのカミサマはね、おなかがすいて死んじゃいそうな人にごはんをくれる存在」

			　なるほど……。それは確かに神様だ。

			「ボクの生まれた村ってね、モンスターに滅ぼされてるんだ」

			　それは心に深い傷を持つ人間独特の、『極端に客観的な口調』。他人事のように話すことで距(きよ)離(り)を取り、辛い過去から自分を遠ざけるための防御術。

			「大好きだったお父さんはボクを逃がすためにモンスターに立ち向かって、お母さんはボクをかばって死んだ。いっしょに逃げた友だちも、みんな途中で力尽きたりオオカミに食べられたりした」

			「…………」

			「それでボクも途中で倒れて、死んじゃうんだな――って思った時に」

			「シャルルに出会ったのか…………？」

			「リーダーは自分もけっこうギリギリだったクセに、持ってた水やお肉をボクに分けてくれた。今まで食べたどんな食べものさんより、うれしくってあったかかった」

			　ミーアは、ハアッと万(ばん)感(かん)の息を吐いては、しみじみとつぶやく。

			「その日から、リーダーはボクのカミサマになった。ボクの世界はリーダーとそれ以外のふたつでしかなくなった。だけどそんなリーダーだったから、捨てられていたり困ったりしている子をほうってはおけなくって、ボクたちの仲間は増えていった」

			　ここでミーアは、少し寂(さび)しげに目を細めた。

			「だけどもともと、ひとりじゃ行き倒れるような子たちだったから、戦力としても微妙でさ」

			「それで盗(とう)賊(ぞく)か……」

			「リーダーやみんなはすごく悪いことしているみたいな顔してたけど、ボクはなんとも思わなかった。木から果物むしったり、ヘビの巣からタマゴを盗ってくるぐらいの感覚でしかなかった。ボクにとって赤の他人たちは、村のこともボクのことも、ボクたちのことも助けてくれなかった人たちだったからね」

			　ミーアはやれやれと両手を広げ、自(じ)嘲(ちよう)気味に笑った。

			「それでなんとか食べ繋(つな)ぐことはできたけど、ちょうど五回目の時に…………」

			「オレと会ったわけか」

			「見逃してくれたことにもお金をくれたことにも、感謝はしたよ。いい人だなって思ったよ。すごくいい人。大恩(おん)人(じん)。一生感謝しなきゃいけない――みたいには思ったんだけど、カミサマってほどにはならなかった」

			　それはまぁ、そうだろう。オレのしたこともそれなりな気はするが、あと五分。または十分後には死ぬかもしれないところを助けた相手との比較では、流石(さすが)に劣(おと)る。

			「だから昨日のエッチも本当に『ついで』。リーダーの気分が軽くなってくれるなら、ボクなんかはどうでもいいっていう考えだった。だけど実際にしてみると…………。すごく気持ちいいんだなぁ……っていうか。人ってあったかいんだなぁ……っていうか」

			　ミーアの口ぶりは、冷たい冬に降り積もった雪を溶かす、春の日の陽だまりのように温かだった。

			「長くなっちゃったけどさ、要するに……」

			　ミーアはうるうるした瞳で近づいてきた。

			　オレの胸に手を添えて、瞳を閉じてキスをしてきた。
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			　それはかわいいキスだった。純粋な愛情を確認するための、邪気のないキスであった。

			「大好き」

			　ミーアは唇を離してそう言うと、二回目のキスをしてきた。

			　それも一回目と同じ、邪気のないキスだった。

			「大好きだから、死なないで。またここに帰ってきて。それでまた、ボクといっぱいエッチして。一番目がリーダー。二番目がライナさん。ボクはその下の下。五番目や六番目でも構わないからさ」

			　愛情いっぱいの瞳で見られ、オレの胸はトクンと高鳴る。

			　もらった愛情のお返しをするかのような気持ちで、ミーアのほっぺにキスをした。

			「っ――」

			　するとミーアは、自身のほっぺを右手で押さえた。

			「す……するのと、されるのってさ。けっこー……ちがうよね。えへへ、へへ……♡」

			　ヤバイな。本当にかわいい。

			　一晩セックスしただけで、こんなにかわいくなるとは思わなかった。

			　オレはミーアの頭を撫(な)でた。

			「行ってくる」

			　それだけ言って踵(きびす)を返す。半分腐ったドアを開け、戦うために外に出た。

		

	
		
			第24話　ライナちゃんは複雑。

			　

			「大好き。ラクトさん。大好き」

			　わたしはアマクサの家の壁にもたれかかり、ミーア＝カラットの声を聞いた。

			　胸の中はモヤモヤというか、ムカムカとしている。耳もピクピク不快に動く。

			　イライラする。ムカムカする。

			　わたしというものがありながら、ほかの女とも仲良くしているアマクサに――――ではない。

			　もちろんそれが面白いのかと言えば、そんなことはまったくない。

			　わたしがアマクサしか見ていないのだから、アマクサにもわたし以外を見るなと言いたい。

			　昨夜、シャルル＝ノイスタッドたちを呼んだのも、わたしひとりがアマクサとするのはフェアではないと思ったからだ。浮気を認めたわけではない。

			　しかし――。

			　イラ立つわたしは、シルバーグレイの制服からツヴェルク産の丸砂糖を出して口に含んだ。

			　舌の上でころがす。

			　砂糖は舌の上でとろけ、強い甘みと爽(さわ)やかな香りがわたしの口の中を満たす。いつもであればそれである程度のイラ立ちは静まるのだが、今日のわたしは静まらない。イライラする。ムカムカする。

			　思いだすのは昨夜のことだ。

			　昨夜、わたしは、している途中で泣いてしまった。

			　五回、六回と続くアマクサの攻めに耐え切れず、ピィピィ泣いてはやめるように哀願してしまった。

			　しかしアマクサはやめてくれなかった。むしろ激しく抱いてきた。

			　それはまぁ……うれしかった。

			　わたしの哀願を聞き入れてくれなかったということは、もはや理性が働かないほどわたしを求めてくれた、ということでもあるからだ。

			　だからわたしは、自身の不甲斐なさに腹が立つ。ふたつ目の丸砂糖を舐める。

			　相手になにかを求めるならば、相応の対価、または能力を身に付けておくべきだ。

			　五人を相手にしていたアマクサの攻めも受け切ることができないで、『わたしひとりを見てくれ』とは言えない。

			　というより、今のわたしとアマクサの状況で、わたしひとりに限定されてしまったら……。

			　昨夜のことを思いだし、耳と頬(ほほ)とが熱くなった。

			　うああ。ああ。ダメだ。ダメだ。うああっ、ああっ。

			　死ぬっ。死ぬっ。死んでしまう。

			　ひとりに限定されなどしたら、わたしは三日で死んでしまう!!

			　いやだぁ！　いやだいやだいやだぁ！

			　アマクサに殺されるなら本望であるが、三日で死んでしまうのはいやだぁ！

			　わたしはもっと、いろんなことをアマクサとしたい。

			　アマクサにごはんを『あーん』と食べさせてもらいたければ、アマクサに食べさせてもあげたい。

			　アマクサの膝(ひざ)の上に頭を乗せて、やわらかな綿棒で耳の掃除をしてもらいたければ、アマクサにしてもあげたい。

			　そんなふうにイチャイチャしたいし、いろんな場所に行きたいし、とにかく三日では足りない。

			　だからやっぱり、『わたしひとりを見てくれ』と言うことはできない。

			　ほかの女とも付き合ってもらわなければ、困る。

			　特にシャルル＝ノイスタッドなどは、気性のよい娘であった。

			　単純な能力で言えばわたしとは比較にもならないが、アマクサを慕(した)う気持ちでは、勝るとも劣(おと)らない。

			　あまり可愛げのないわたしと違って、挙動のひとつひとつが愛らしくもあった。

			　そしてなにより――。

			　わたしは手のひらで胸を押さえた。次に腹部に触れた。目には涙がじわりと滲(にじ)んだ。

			「はぐぅ……」

			　そんな声も漏(も)れた。

			　わたしの胸は、腹部と大した違いがないっ!!

			　むしろ背中だ。これは背中だ。

			　瞳を閉じて触ってみれば、背中と大きな違いがない。

			　わたしは自身の憎らしい胸をふにふにといじりつつ、シャルル＝ノイスタッドを頭に浮かべた。

			　シャルル＝ノイスタッドの胸は、ツヴェルク産のミルクメロリアのように大きくて白い、乳白色の果実色をしていた。

			　食(は)んでみたなら、甘くとろけた味わいが口中に広がりそうなほどにたわわで、プルリとゆれていた。

			　女のわたしから見てもそうなのだ。男のアマクサが惹(ひ)かれないはずはない。

			　事実、昨夜のアマクサは、シャルル＝ノイスタッドの胸に顔をうずめて頬(ほお)ずりはしても、わたしの胸にはしてくれなかった。

			　そもそもわたしの胸がなかった。顔をうずめられるほどになかった。

			　それなりに生きてきたわたしだが、バストが貧相なことが、これほどに哀しいと思い知ったのは初めてだ。

			　と――。

			「ライナ……？」

			　アマクサが話しかけてきた。

			「はぐわっ!!」

			　わたしは妙な奇声をあげて、ビクッと小さく跳ねた。

			「はぐっ、うっ、あっ」

			　どうしよう。声が出ない。顔が熱い。体が熱い。心臓がバクバクと言っている。

			　ししししっ、死にそうだ。

			　三日どころか今すぐに、心臓が破裂しそうだ。

			「あああっ、あまっ、あまっ、あまっ」

			　わたしは声を発しようとしたが、口をパクパクと動かすだけになった。

			　声が出ない。声にならない。胸の奥で燃え尽きて、ただの熱に変わってしまう。わたしの体を熱くする。瞳にじんわり涙を滲(にじ)ます。

			「大丈夫か……？」

			「はぐっ……」

			　わたしを気遣ったアマクサが、わたしのひたいに手を当てた。熱を計っているようだ。

			　はぐあっ、あっ。ダメだ。ダメだ。限界だ。体に力が入らない。体の力が抜けていく。わたしはペタンと地べたに座り込んで、アマクサの足に抱き着いて――。

			「くぅ～～～ん…………」

			　と、甘い声を出してしまった。体の全部がとろけていく。

			　アマクサのことが好き過ぎて、まともに立っていられない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「見苦しい姿を見せてしまったな…………」

			「はは……」

			　落ち着きを取り戻したわたしが飛竜のグロリアにまたがって言うと、アマクサは苦笑を浮かべて頬(ほほ)をかいた。

			「わっ……わたしはキミを、森まで送るつもりで待っていたのだ」

			「そうなんだ……」

			「そうなのだ……」

			　納得をしてくれたアマクサは、やはり少しためらいながらも、わたしの後ろに乗ってくれた。

			「はぐっ……！」

			　心臓が跳ねた。

			　アマクサをグロリアに乗せるのは、二回目だ。

			　だから覚悟はできていた。だから準備はできていた。

			　一回目の時を思い出してはなぞり、幸せな気分に浸(ひた)っては悶(もだ)えたりしながらも、普通に乗せることができる程度には、イメージができるようになっていた。

			　だが今は。

			（ぜっ、ぜぜっ、前回よりも……）

			　わたしの心は高ぶっている。

			　それは昨夜のせいである。

			　密着しているアマクサの体が、昨夜、わたしを抱いた時の――裸のイメージで伝わってきてしまう。

			　そそっ、そうしてそれを、ぎゃっぎゃっ、逆に言うと、アアア、アマクサもわたしの裸を、ししし、知っているというわけで。

			　それを想像した刹(せつ)那(な)、わたしの脳(のう)裏(り)に自分の裸体が浮かんだ。

			　服は着ているはずなのに、裸に剥(む)かれたような気分になった。

			「はぐっ、ぐっ、はぐぐぐぐっ、ぐうっ……」

			　体の熱が不自然にあがり、心臓がバクバクと鳴った。

			　それでもわたしは、気を引き締めてグロリアを飛ばした。

			　空に昇って風を浴びると、火(ほ)照(て)った気持ちも穏やかになった。

			　忙しい。わたしは無駄に忙しい。気分の波がコロコロと変わる。

			　それでもひとつ、変わらず言えることがある。

			　

			　わたしはキミが大好きだ。心の底から愛してる。

			　この感情は、一〇億と二〇〇〇万年が過ぎても変わることはないだろう。

		

	
		
			第25話　ライナの決意。

			　

			「到着か……」

			　ヴィレット山のふもとの森の手前。ライナに運んでもらったオレは、つぶやいた。

			　ライナと離れるのは名残り惜しかったが、ライナといっしょに飛竜から降り、森の手前まで行く。

			「それじゃあ、ここで」

			　ライナに別れを告げた。

			　しかしライナは立ち去らず、オレのことをじっと見ていた。

			「…………ライナ？」

			「わたしは……三日経ってもキミが姿を見せなかった場合、キミは死亡し、作戦は失敗したものとして、編成した討伐隊を突入させる」

			「うん」

			「そして生きる。キミのことはよき思い出として胸にしまい、キミの分まで強く生きる」

			　ライナは悲(ひ)壮(そう)な決意を痛ましい顔で語った。オレはライナの頭を撫(な)でる。

			「ありがとう、ライナ」

			　その言葉は心から出た。

			　それは寂(さび)しくあるものの、哀しくはない。死の概念を理解できずに母猫の死(し)骸(がい)にすり寄る小さな子猫のような、救いようのない哀しさはない。

			　だから万が一の時は、そうしてくれるのが一番助かる。

			　しかしライナは。

			「つもりでいたが――――無理だ」

			　と、続けた。

			「抱かれてみれば、キミへの未練や執(しゆう)着(ちやく)は、多少は治まってくれるかと思った。しかし結果は逆だった。もうこれ以上はないほどにキミを大好きでいたと思っていたのに、それを凌(りよう)駕(が)するほどキミへの想いが強まった。昨日よりも三倍好きだ。一〇倍好きだ。一〇〇倍好きだ。一〇億と二〇〇〇年が過ぎようと、わたしが抱くキミへの思いは変わることがない」

			「ライナ……」

			「だから行く」

			　ライナが抱き着いてきた。オレの胸に顔をうずめる。

			「わたしもキミと行く」

			「えっ?!」

			「そうすることは、キミが寝ているうちにリリスたちに伝えている」

			　そしてライナはオレに抱き着いたまま、えぐえぐと泣きじゃくった。

			「痛いのだ……。アマクサ。痛いのだ……。キミに会えぬというだけで、わたしの胸は常に痛む。呼吸をすることですら、息苦しくって堪(たま)らなくなる。それほどまでに、わたしはキミを愛しているのだ。大好きなのだぁ」

			　オレはライナを抱き締め、頭と背中をやわらかく撫(な)でた。

			　昨日の夜も思ったが、ライナは小さい。本当に小さい。

			　本当に小さい女の子のクセに、ひとつの星より大きな愛を、体の中に詰め込んでいる。

			「わかったよ……」

			　オレはうなずき、分厚いセンベイのような、扁(へん)平(ぺい)状の容器を出した。

			　フタをあけ、軟骨状になっているそれをライナの顔に塗る。

			　これがシャルルやミーアなら、腹を殴って気絶させても止めるところだ。

			　しかしライナは、Ａ級一〇位の冒険者。足手まといにはならないだろう。

			「はぐっ、んっ……」

			　オレの手が触れているせいだろう。かわいいかわいい耳や尻尾(しつぽ)もピクピクと震えた。

			「こっ……これは……なんなのだ？」

			「アリに自分を仲間だと思わせるクスリみたいなものだよ」

			「そっ……そのようなものがあるのか…………」

			「どのくらいの効果があるのか、よくわからないから、言えなかったんだけどね」

			　オレはライナの頬(ほほ)や銀色の髪、白(はく)磁(じ)のように美しい肌にワックス状の成分を塗っていく。

			　触れる箇所が増えるたび、ムラムラとした独占欲がオレの中で強さを増した。

			　守りたいと思うと同時に、誰にも渡したくないと思った。

			「じゃ……行こうか」

			　オレはライナの手を握り、森の中に入った。

			　

			　ライナとともに進むこと数十分。オレはガードアントの巣に近づいていく。

			　遠目に三体のガードアントを見つけた。

			　偵(てい)察(さつ)役か調査役なのか、ジャイアントアントは引き連れていない。

			（アリは生息域を広げる場合、まずは少数が先行する）

			　殺ろうと思えば瞬殺できる数と距(きよ)離(り)だが、オレはなにもせずに近寄った。

			　昆虫図鑑で見たようなアリの顔が、オレとライナに近づいてくる。

			　アリたちは至近距(きよ)離(り)。キスできそうなほどの至近距(きよ)離(り)から、オレとライナの頭を触覚で叩く。

			「はぐっ……」

			　ライナの顔が引きつった。オレの手を握る手に強さが増した。

			　もしも敵とバレたなら、相手は鋼鉄のように硬いキバで噛みついてくる。

			　オレと違って理論の確信を得ていないライナからすると、ひたいに拳(けん)銃(じゆう)を突きつけられているような感覚でいることだろう。

			　しかし耐えられないのなら、ここで帰ってもらうだけだ。

			　オレはライナのやわらかな手を握りながら、アリの反応を待った。果たしてアリは、すぐさま横を通り抜けた。後続のアリも同じで、オレとライナはアリに襲われることなく進んだ。

			　そして巣に着いた。ぽっかりと空いた真っ暗な闇(やみ)は、おびただしい数の人間を生きながらにして葬(ほうむ)った、墓穴のような禍(まが)々(まが)しさを放っている。

			　ライナが縁に膝(ひざ)をつけて穴の中を見つめた。

			「深さは五メートルと……四〇センチと言ったところか」

			　続いてライナは、資料通りだな、とつぶやいた。

			　その顔は、クールで凛(り)々(り)しいＡ級一〇位の冒険者の顔だった。

			「それでは行こうか」

			「ああ」

			　オレはライナといっしょに跳んで、穴の底に着地する。

			　穴の中は真っ暗だった。立っている場所にこそ、太陽の光は届いているものの、五メートル先は真っ暗だ。なにも見えない。ゆるやかな坂道が、前方と後方にあることぐらいしかわからない。

			　道の広さはおよそ三メートル。車一台なら余裕で通れそうな幅だ。

			　そして前と後ろから、ガードアントにジャイアントアントがわらわらわらわらやってきて、オレたちをちょんちょん叩いては、壁を登って外に出ていく。

			　もしもガードアントの体表についていたワックス成分を服や体に塗ってなければ、入った直後に前後から挟(はさ)まれて、数百単位との激戦が始まるところだった。そう考えるとゾッとする。オレは用意していた指輪をつけた。

			　魔力を吸っては光を放つ性質を持つ蛍(けい)光(こう)石を先っぽにつけた指輪は、薄ぼんやりと道筋を照らす。

			「離れるなよ」

			「あっ、ああっ」

			　ライナはコクリとうなずいた。

			　巣の中は迷宮であった。

			　二股、三股に分(ぶん)岐(き)している道が何ヶ所もあって、けっこうな率で行き止まり――というか、アリやエサの溜まり場になっている部屋に行きつく。

			　行き止まりではない道も、螺(ら)旋(せん)ふうの下り坂になっていたりして不安を煽(あお)る。

			「息が詰まりそうだな」

			　さりげなくオレの手を握っていたライナが、忌(いま)々(いま)しげにつぶやいた。

			「本当にそうだな」

			　このダンジョン、太陽が見えないせいか、土の中で湿っているせいか、妙に息苦しい。

			　普通に空気を吸っているはずなのに、酸素が足りないような気がしてしまい、つい深く息を吸う。

			　なのにうまく息が吸えない。暑くもないのに汗がじんわり滲(にじ)みでる。

			　絶え間なくすれ違うアリたちが、オレの体をトントン叩く。

			　そしてまた、何度目になるかわからない分かれ道がきた。

			　ゆるやかな登り坂になっている左と、急な下り坂になっている右。そして、平坦な真ん中だ。

			「ライナ」

			「うむ」

			　ライナは地面にぺたりと腹這いになると、地面のにおいをすんすん嗅(か)いだ。

			　すんすん嗅(か)ぐたびに耳がピクピクと動き、オオカミふうの尻尾(しつぽ)がふりふりゆれる。

			　それを見てオレは思う。

			　かわいいなぁ～～～～～～～～～。

			　ライナはマジメにやっている。

			　シルバーウルフの獣人としての嗅(きゆう)覚(かく)を生かし、少しでもよい行き先を探すために、マジメににおいを嗅(か)いでいる。

			　そのマジメにやっている姿が、むしろかわいくってたまらない。写真に撮って保存しておきたい。

			　この世界への不満は特にないオレだけど、今のライナを映像に残しておけないのだけは残念だ。

			「どの道も、アリのにおいしかせんな」

			　ライナが、巣の中に入ってから何回も言っていることをまた言った。

			　しかし真顔だ。だれているとか飽きているとか、そういう感じは微(み)塵(じん)もない。

			　つまりマジメなのである。

			　三回連続で意味がなくとも、四回目にはわからない。一〇回目にはわからない。一〇一回目はわからない。

			　そんなふうに考える性格なのだ。

			「となると右の下り坂か……」

			「過去の資料を見る限り、クイーンは深層部にしかいなかったからな」

			　だから下り坂を選んでく。

			　どう考えても妥当な意見。絶対に正しいとは言えないが、手に入る情報の中では、もっとも率が高いだろう。

			　それでもオレは……。

			「左の道が気になるのか？」

			「あっ、うん」

			　オレはうなずく。

			「空気が透き通っているっていうのかな。朝に窓をあけた時のような、涼しい感じが少しだけする」

			「つまりカンというやつか」

			「まぁ、そうなるのかな……」

			「ならば左に進んでみるとしよう」

			「ありがとう、ライナ」

			　オレがニコッと笑った。

			　ライナは真っ赤になって腕組みをすると、ソッポを向いた。

			「まっ、まぁ。キミのカンであれば、一考の余地があるのは当然だからなっ」

			　素っ気なく言うライナだが、尻尾(しつぽ)はパタパタゆれていた。

			　素直なシャルルもかわいいが、クールぶっているライナもかわいい。

			「行こうか」

			　オレはライナと手を繋(つな)ぎ、ゆるい登りの坂を進んだ。

			「奇妙な場所だな」

			　坂を登り切ったところで、ライナが言った。

			　ライナが言う通り、そこは確かに奇妙な場所だった。

			　学校の教室ぐらいの広さの、高さ四メートルほどの部屋。

			　今までの行き止まりと違って、アリたちの溜まり場にはなっておらず、ぽっかりとした穴には誰もいない。

			　オレは地面に空いている穴に近づいた。

			「リゼルト」

			　小さな松明(たいまつ)を出しては地面に当てて、じゃりっと鋭くこすらせる。

			　激しい火花を吐き散らすそれを、穴の中へと放る。ライナといっしょにそれを見つめる。

			　バチバチ音を立てる松明(たいまつ)は、小さくなって――小さくなって。

			　それでも小さくなっていく。

			　そして最後は、地面に落ちたＢＢ弾のような、小さな点になってしまった。

			「かなり深いな……」

			　一〇メートルや二〇メートルといった深さではない。

			　一〇〇メートル……もしかしたら二〇〇メートルはあるかもしれない。

			　それでもオレは、しばらく待って火をじっと見た。あの火がすぐに消えてしまうようならば、下は狭い行き止まりか、危険なガスなどが溜まっている可能性が高い。

			　逆にしばらく燃えているようなら、それなりの広さである可能性が高い。

			　オレは手首を押さえ、脈を数えながら待った。

			　人間の脈は、一分間におよそ八〇だ。

			　だから八〇〇数えれば、およそ一〇分という計算になる。

			　そのくらい待てば、入ってみるタイミングとしては充分だろう。

			　一、二、三……。

			　四、五、六……。

			　七〇、八〇、九〇……。

			　二〇〇、三〇〇、四〇〇……。

			　時間と脈が、少しずつ進んでいく。

			　そして、オレの脈は八〇〇を数えた。

			「よし……」

			　オレはひとりうなずくと、土の硬さを確認した。

			「入るのか……？」

			「うん」

			「だがしかし、ロープを結ぶ場所が……」

			　ライナはキョロキョロあたりを見回す。

			　けど――。

			「はぐぁっ?!」

			　オレはライナの話を最後まで聞かずに、ライナの体を抱きあげた。

			「捕まってろ」

			　それだけ言うと、穴へと近づく。

			「いやっ、まままっ、待てっ、アマクサ。まままっ、まっ」

			　ライナは穴とオレとを交互に見つめ、激しくキョドってはドモりまくる。小さな体がブルブルと震える。

			　しかし体はピタリと密着し、オレにしっかり抱きついていた。

			　オレは構わずに飛んだ。

			「うわあぁぁぁーーーーーーーーーーーーーーーーんっ!!」

			　オレは落ちている松明(たいまつ)の火を見ながら、落下の風を全身で浴びた。

			　地面に落ちている松明(たいまつ)の火が、少しずつ近づいてくる。

			　目算で六〇メートル、五〇メートル、四〇メートル……。

			　そろそろかな。

			　オレはフィロからもらった剣の鞘(さや)を壁に当てた。

			　ギャギャギャギャギャ。壁とこすれあう鞘(さや)が、赤い火花を立てた。

			　さらに鞘(さや)を壁に捻じ込む。激しい力を右の腕に感じるが、力だけはゆるめない。

			「うああっ、あっ、ああっ」

			　ライナが悲痛な声をあげ、必死にしがみついてくる。

			　地上まであと六メートルか七メートルといったところで、オレたちは止まった。

			　鞘(さや)を壁から引き抜いて、ライナといっしょにピョンと跳び降りる。

			「はぐぐ、ぐっ、ぐうっ……」

			　ライナはまだ怯(おび)えているのか、震えており、オレにひしっとしがみつく。

			　新鮮でかわいい。オレの口元も思わずゆるみ、イタズラッぽく言った。

			「な。大丈夫だったろ？」

			「はぐぅ～～～～～」

			　ライナは下唇を噛んでうなった。

			　言いたいことはいろいろとあるが、大丈夫だったからなにも言えない。

			　そんな表情であった。

		

	
		
			第26話　遭(そう)遇(ぐう)、キマイラアント。

			　

			　オレはライナを地面に降ろし、あたりをキョロリと見回した。

			「不思議な部屋だな」

			　床や壁を良質なブルークリスタルで囲まれた部屋。

			　ウンディーネが住む湖の中にでも入り込んだかのような、幻想的な気分にさせられる空間。

			　クリスタルの力なのか、コンビニの中みたいに明るい。そしてやはりブルークリスタルで舗(ほ)装(そう)されたゆるい下りの通路の奥に、木製の扉がひとつある。

			　しかしそれ以外にはなにもない、殺(さつ)風(ぷう)景(けい)な部屋だ。

			「こういう部屋って、資料にあったっけ？」

			「わたしが読んだ限りでは初だな」

			　そう言って、ライナは床に手を当てた。

			「とりあえず……罠(わな)の気配などはしないな」

			「わかるのか？」

			「ある程度だがな」

			　ライナは静かに立ちあがり、部屋にひとつしかない通路のほうに向かった。

			　壁に背をつけながら、ドアの前まで慎重に行く。

			　オレもライナの真似をして、壁を背にして進む。

			「あけるぞ」

			「ああ……」

			　ライナがうなずいたのを確認し、オレはドアに手を当てた。ドアはギィッと開く。

			「んっ……？」

			　隙間から見えるのは、部屋と同じブルークリスタルで舗(ほ)装(そう)された廊下であった。

			　警(けい)戒(かい)しながら扉を開け、前に進む。

			　通路の幅は学校の廊下ぐらいで、オレたちがいる側とその向かいの壁に、およそ一五メートル間隔で扉がついてる。

			　アリの巣とは関係のない、どこかの遺跡にでも入り込んでしまったのか？　と思わせるような、幻想的で神秘的な空間だ。

			「なんなのだ、ここは…………」

			　ライナがぼやく。

			　ライナは苦虫を噛み潰(つぶ)したかのような渋い顔をしていた。

			　かなりの知識や経験を持っているであろうライナからしても、ここは異質な空間らしい。

			「とりあえず探索するか…………」

			　オレは手近な扉に近寄った。壁に背を預け、重い扉を開く。

			　甘い匂いがふわっと扉の隙間から漏(も)れてきた。

			　その部屋は、オレとライナが落ちたのと大差ない部屋だ。

			　壁も床も優美なブルークリスタルで、部屋にあるのは傾斜のゆるい通路がひとつ。

			　ただし部屋の中央に、無数の果物が積まれていた。

			　誰もいなかったが、警(けい)戒(かい)しながら近寄った。

			　下のほうにある果物は見るも無残に潰(つぶ)れていたが、上のほうのは、綺(き)麗(れい)な形を保ってた。

			　ライナがそのてっぺんにあった、リンゴのような果物を手に取った。

			　すんすん匂いを嗅(か)ぐ。

			「毒ではないようだな」

			　そうつぶやいてはカプとかじった。

			　もくもくもく。こくん。

			「味も普通のポミィだな」

			「へぇ」

			　オレも手に取り食べてみた。

			　さくらんぼみたいな甘みと風味が口いっぱいに広がってくる。

			　やさしい甘みは、地味に疲れていた体に深く染み入り、疲労をじんわり癒(いや)してくれた。

			　そしてオレがゴクリと飲み込むと同時に、新しいポミィがぽとりぽとりと落ちてきた。

			「なるほどな」

			「んっ？」

			「ここは、下層部用の食品貯蔵庫なわけだ。わたしたちが落ちたところはまだ新設か、たまたまエサが落とされていなかったのだろう」

			「なるほど……」

			　オレは静かにうなずいた。

			　と――。

			「グルルルルルルル…………」

			　背後からうなり声がした。オレたちは振り向く。

			　コウモリのツバサとライオンの上半身に、アリの下半身を持った異形のモンスターがそこにいた。

			　瞳を怪しく光らせて、静電気のような青白い光をバチバチと立てている。

			　ライナが叫ぶ。

			「キマイラアントだとっ?!」

			「知っているのか?!」

			「幻(げん)獣(じゆう)級のハイランクモンスターだっ！　発する閃(せん)光(こう)は四〇〇〇度に達するとも言われ、三〇〇〇からなる傭(よう)兵(へい)団を一瞬で蒸発させたという伝説もある!!」

			　マジかよ。

			「三分でいい！　稼(かせ)いでくれっ！　その間わたしは魔力を練りあげ、やつを一瞬で消す!!」

			　ライナは右手を構え、黒いマナを集中させて言った。

			「汝(なんじ)が真名は神が定めし七つの大罪。すべてを食らう淫(いん)邪(じや)の巨悪……」

			　ライオンの上半身を持ったアリ――キマイラアントに対(たい)峙(じ)したライナが呪文を唱える。

			　銀色の髪がざわめく。瞳の色が、禍(まが)々(まが)しい赤紫色に変わる。

			　キマイラアントのほうもまた、瞳を紅く光らせた。静電気のような青白い光が、バチバチと立った。

			　そして口を禍(まが)々(まが)しく開き、白い閃(せん)光(こう)を放つっ!!

			　それは中々の熱光線だけど――。

			　

			　言うほどじゃないっ！

			　

			「オラァ！」

			　オレは右手でガチンと弾いた。

			　弾かれた閃(せん)光(こう)は壁に当たって轟(ごう)音(おん)を立てる。

			　オレは地を蹴(け)り敵に突っ込む。そしてシュラリと銀の剣を抜き――。

			「乱技――桜(おう)花(か)斬(ざん)!!」

			　すれ違いざまに無数の斬(ざん)撃(げき)を放つ！

			　斬(ざん)撃(げき)を受けたキマイラアントは、桜の花びらのように細かく散った。

			　ライナが魔法を放つ間もなく、オレはあっさり勝ってしまった。

			　って……え？

			　おかしいな。

			　オレの計算ではもうちょっと苦戦するっていうか、斬(ざん)撃(げき)はよけられてそっから……ぐらいに考えていたんだけど。

			「…………」

			　真剣な顔でマナを練っていたライナから、マナがぽしゅぅ……っと抜けてった。

			「キッ……」

			「きっ？」

			「キミはっ、わたしの話を聞いていなかったのか?!」

			「まさかオレも、こんな一発で倒せるとは思わなかったんで……」

			「まったく……」

			　ライナはハアッと息を吐き、オレの下に寄ってきた。

			「手のほうは無事か？」

			「ああ、うん」

			　オレはライナに右手を見せた。

			　少し赤くなってはいたが、大したケガではなかった。

			　ストーブにずっと当たっていた時と同じくらいだ。

			「キミはとことんデタラメだな…………」

			「記録に残ってる個体が、たまたま強かったとかじゃないの？　例えばライナは獣人だけど、ライナぐらいに強い人は少ないみたいに」

			「アレを見ても同じことが言えるのか？」

			　ライナは壁のほうを見た。

			　それは、オレが右手で弾いた閃(せん)光(こう)が通った跡だった。

			　丈夫なはずのブルークリスタルの壁が飴(あめ)細(ざい)工(く)のように溶けていて、さらに壁には、大きな穴が開いている。

			　穴はかなり深いのか。どこまで続いているのかもわからない。

			「確かにキミの言う通り、先の個体は記録に残っているほどのものではなかった。だがしかし、キミの力がデタラメであるという事実には変わらん」

			「そうみたいだね……」

			「まぁよい。探索を続けるぞ」

			　そしてオレたちは廊下へと出た。

			　しかし、そこには――。

			　三体のキマイラアント。

			「くっ……バカな」

			　ライナがバックステップで距(きよ)離(り)を取る。右手をあげてマナを練り込む。

			　逆にオレは前に突っ込み、剣を振る。

			　しかし剣は虚(こ)空(くう)を切った。

			　キマイラアントはまるで戦いを放(ほう)棄(き)しているかのように下がり、シュパンシュパンシュパン――っと、およそ一五メートル先にあった曲がり角の向こうに消えた。

			「なんなのだ……？」

			「さぁ……」

			　ライナとオレは首をかしげる。オレは、キマイラアントの行動の意味を考えた。

			　最初に一体。次に三体いたということは、ここのキマイラアントは、群れで生活している可能性が高い。

			　群れで生きている生き物は、役割を分担していることが多い。

			　群れで生きている連中の、敵と出会った直後に逃げだすやつらの役割と言えば……。

			「ライナッ！」

			「ああっ!!」

			　オレがあることに気づくと同時に、ライナも臨戦態勢を取った。

			　群れで生きている連中の、敵と出会った直後に逃げだす連中の役割。

			　そんなもの、ひとつしかない。

			　報告。

			　仲間に敵の侵入と居場所を報告する。

			　それ以外にはない。

			　予想通り、曲がり角の奥から足音が響(ひび)いてきた。

			　ガサガサカサカサという、無数のアリをイメージさせる音が。

			　現れたのはキマイラアント。それも一匹や二匹ではない。

			　七……。八……一三体の群体。

			　三〇センチ級が九体。二メートル級が三体。六メートル級が一体だ。

			「今度こそ頼むぞっ！　アマクサ!!」

			　ライナが魔力を練りあげ詠(えい)唱(しよう)を始めた。

			「汝(なんじ)が真名は神が定めし七つの大罪。すべてを食らう淫(いん)邪(じや)の巨悪……」

			　瞳を閉じた無防備詠(えい)唱(しよう)。

			　回避も防御も捨てる代わりに、通常の詠(えい)唱(しよう)よりも短い時間で強力な魔法を放つ術式。

			　それは即ち、パートナー(オレ)に対する信頼の証。

			　ライナにとっては即死級の攻撃力を持つキマイラアント。

			　しかしオレがいる限り、その攻撃が身に降りかかることは絶対にない。

			　それを一片の曇(くも)りなく、信じ切っているがゆえの詠(えい)唱(しよう)。

			　オレはライナの前に立ち、剣をシュラリと抜いた。

			　心の奥が、熱く激しく燃え滾(たぎ)る。

			　先頭にいた三〇センチ級のキマイラアントが口をあけ、二メートル級の大きさを持った朱色の火球をオレたちに放つ。

			　火球の数は九。

			　オレはチキ……と目を働かせ、火球の軌道を予測する。

			　オレたちに当たりそうなのは四。

			　それ以外の火球は、オレがヘタに動かなければ当たることはない。

			　オレは地を蹴(け)り前に出た。

			　袈(け)裟(さ)切り一(いつ)閃(せん)。横薙(な)ぎ二閃。火球の三つを鋭く裂いて、眼前に来た四発目の球は、

			「ハアッ!!」

			　気合いを放って爆発させる。

			　当たる予定のなかった火球が、オレの後ろで激しい爆音を発した。

			　オレは後ろをチラと見る。

			　ライナはまるで動じることなく、自身のマナを高めてた。オレのことを信じてた。

			　キマイラアントが二陣目を放つ。

			　三体並んだ二メートル級が青白い静電気のような稲妻(いなずま)をまとい、口をあけては白い光を溜めていく。

			　そしてその三体が、同時に閃(せん)光(こう)を放つ。

			　放たれた閃(せん)光(こう)は途中でひとつに混ざり合い、輝(かがや)きを放つ矢と化した！

			　オレはゴクリとツバを飲み、両手を重ねてそれを受けた。

			　バチバチバチ。

			　マナが火花のように熱く飛び散り、オレの両手を熱く焦(こ)がす。

			　光の余波を浴びる顔も、ヒリヒリと焼けつく。

			　危機的な状況。

			　にもかかわらず、オレの口元はニヤ……とゆるんだ。

			　ライナはオレを信じてる。ライナがオレを信じてる。

			　言葉にすれば簡単な事実。

			　しかしその事実が、オレの心を滾(たぎ)らせる。オレの心を熱くする。

			　オレを無限に強くする！

			「オラァッ！」

			　オレはバチリと腕を振りあげ、光の軌道を上にズラした。

			　ズラされた光は、ライナの頭上六〇センチを通った。

			　ライナの瞳が開かれる。鮮(せん)血(けつ)のように赤い瞳に、ヘビのように蠢(うごめ)く銀髪。

			　全身から滲(にじ)む黒いマナは、ライナ自身を苛(か)烈(れつ)な黒竜に見せていた。

			「ハアァァァァァ…………」

			　ライナは冥(めい)府(ふ)の底から轟(とどろ)くような声を発して、両手を静かに重ね合わせた。

			　重なったそれは、ドラゴンの口のような形をしていた。

			　ライナに対(たい)峙(じ)する連中もまた、閃(せん)光(こう)を発しようとしていた。

			　六体の三〇センチ級と三体の二メートル級。

			　そしてボス級と思わしき六メートル級が、瞳を光らせ猛然とした力を溜めている。

			　特に六メートル級の圧力は、三〇〇〇人の傭(よう)兵(へい)団を一息で焼き払ったという、伝説めいた記録の話を思い出させるものだった。

			　ゴゴリと高鳴る互いのマナが、地震めいた地響きを起こす。

			「ガッ、ガッ、ガァ……」

			　もはや理性もなにも失くしているかのようなライナの手の中央に、黒いマナが集まっていく。

			　ライナからの声はない。言葉がなければ合図もない。

			　それでもオレは、ライナがどのタイミングで魔法を放つのかわかった。

			　心の中でカウントダウン。

			　五……。四……。三……。

			　三体の三〇センチ級が、オレに向かって飛びかかってきた。

			　オレは剣を振りあげ、先頭のキマイラアントをふたつに裂いては二体目を横薙(な)ぎに払い、三体目の攻撃をバックステップで回避した。

			　時間は充分。そう判断し、ライナの後ろへと跳んだ。

			　三体目のキマイラアントが、ライナに迫る。

			　が――。

			「この世のすべてを苛(か)烈(れつ)に食らえ！　グーラーファング・エタンドルドラゴン!!」

			　ライナの手から、漆黒の巨竜が放たれる!!

			　眼前に迫っていた三〇センチ級のキマイラアントは、一瞬で炭と化した。

			　キマイラアントたちからも、白い光が放たれる。

			　白い光は衝撃の余波で地面を飴(あめ)細(ざい)工(く)のように溶かしながら、ライナの黒竜に突き進む！

			　ライナの竜は怯(ひる)まない。

			　白い光を飲み込むと、その奥にいるキマイラアントの群れを瞬間的に蒸発させては壁の奥まで入り込み、巨大な洞穴を作っては――――消えた。

			　オレのことをデタラメと言っていたライナだが、ライナはライナでけっこう規格外である。

			　ヘビのように蠢(うごめ)いていたライナの髪が、いつものライナのそれに代わった。体から滲(にじ)みでていた黒いオーラも、静まった。

			「フゥー――――……」

			　ライナが細い息を吐き、

			「っ――」

			　体をぐらりとよろめかせた。オレは慌(あわ)てて抱き止める。

			　この世界のマナは、ＭＰよりもＬＰ。生命力(ライフポイント)に近い。

			　多少であれば問題ないが、大量に使うと命に関わる。

			　魔法が魔の法と呼ばれているのも、そうやって使用者を蝕(むしば)むからだ。

			「大丈夫か？」

			「あっ、ああっ」

			　ライナは少し苦しそうな顔でうなずいた。

			「マナをどの程度使えばどのように消耗してしまうのかは、四歳の時に実験させられているからな。今の技なら致死量の三分の一。放出直後はふらつくが、活動に致(ち)命(めい)的(てき)な影響が出るほどではない」

			「けっこう使ったんだね……」

			　オレがポツリとつぶやくと、ライナは鋭い声音で言った。

			「砂(さ)漠(ばく)で脱水死する人間の八割は、水筒に水を残したまま死ぬ」

			「？」

			「あとのことを考えずに水を飲み干(ほ)してしまう者より、あとのことを考えすぎて目の前の脱水症状（問題）を処理できず、そのまま死亡してしまう者のほうが多いのだ」

			　それは少しだけわかる。オレも地球でやっていたダンジョン探索系のゲームでは、アイテムを使い切る前に死ぬことのほうが多かった。

			　ゲームと現実をいっしょにするのはアレではあるが、通じるところがないとは言えない。

			　特に先ほどのキマイラアントは、即死級の攻撃力を持っていた。

			　中途半端に温存を狙って腕や命を持って行かれるよりは、速(すみ)やかに倒したほうがいいだろう。

			「じゃあ行こっか」

			　オレはキマイラアントが出てきたほうの道へと向かった。

			「そちらに行くのか？」

			「兵隊を配置するならクイーンのそばでしょ？」

			　ライナは少し考えていたが、「その通りだな」とうなずいた。

		

	
		
			第27話　クイーンとの邂(かい)逅(こう)。

			　

			　曲がり角の先にあったのは、なにもない空間だった。

			　小学校のグラウンドぐらいの広さの、不思議な物質で囲まれた空間。

			　床や壁は、白い大理石のようなもので作られている。

			　しかし石にしてはやわらかく、ぬくもりもある。瞳を閉じて転がれば、畳と錯覚するかもしれない。

			　キマイラアントの居住空間にして、待機場所だったのだろう。地面には動物の肉や果物の破(は)片(へん)が散らばっていた。

			　そして部屋の隅(すみ)っこに、マンホールのような穴を見つけた。

			「リゼルト」

			　オレは小さな松明(たいまつ)を出した。地面とこすらせ火をつける。

			　バチバチバチ。火花をあげるそれを、穴の中へと放り込む。

			　ライナが身を低くしてつぶやいた。

			「深さ六メートル四〇センチ……といったところか」

			「みたいだね」

			　オレは飛び降り着地した。ライナも飛び降り着地した。

			　そこは、最初に入ったアリの巣と同じで、周囲は土や壁で覆(おお)われていた。

			　蛍(けい)光(こう)石の指輪がなければ、真っ暗になっていたところである。

			「上の階層は、あくまで食べものを保存するための空間だったみたいだね」

			「そのようだな…………」

			　ライナは渋い顔でうなずいた。

			　まぁ、どんな目的で作られた場所であろうと、アリにはできるはずのない施設を備えていたら当然か。

			　オレたちは散策を続ける。

			　続く階層はまた陰(いん)鬱(うつ)な、分(ぶん)岐(き)が多くて暗くては湿っぽく、変わり映えのしない巣穴であった。

			　オレたちはゆっくりと歩く。

			　下層のアリには怠け者が多いのか、すれ違う頻度は大幅に減った。

			　すれ違っても戦闘になることはない。

			　オレやライナをトントントンと叩いては、何事もなかったかのように通り過ぎる。

			　ライナはとても慎重で、分(ぶん)岐(き)がくるたび地面のにおいをスンスンと嗅(か)いだ。

			　そして、それが何度目かになった時――。

			「む……」

			「どうかした？」

			「こちらの道から、今までのアリのにおいとはわずかに違うにおいがしている」

			　ライナが指差したのは、今までと大差ない平凡な通路。

			　しかしよくよく見てみると、幅が多少広くなってる。

			「行ってみようか」

			「ああ」

			　そして歩くこと数十メートル。

			　不意に声をかけられた。

			「陛(へい)下(か)のお食事の時間は、まだ先であるぞ」

			　そこにいたのは黒髪の女。

			　白い肌に髪はショート。黒(こく)曜(よう)石(せき)のような輝(かがや)きを放つ剣を手に持ち、やはり黒(こく)曜(よう)石(せき)のような輝(かがや)きを放つヨロイを、胸と局部に身に着けている。

			　一見するとただの人。

			　しかし頭についているのは、紛(まが)うことなきアリの触覚であった。

			「陛(へい)下(か)……？」

			　聞き返したのがまずかったのだろう。

			　女がピク……と眉(まゆ)根(ね)をひそめ、

			「侵入者かっ!!」

			　斬りかかってきた。

			　わけがわからない……が、敵であることは確定している。

			　オレは瞬時に間合いを詰めた。

			　女が剣を振り下ろすより速く、女の腹に拳(こぶし)を入れた。

			「がっ……」

			　女の体が〈く〉の字に曲がった。

			　剣を落として地面に膝(ひざ)をつき、腹部を押さえて「か……、は……」とうめいてる。

			「リゼルト」

			　オレは腕輪から縄を出し、女の体を後ろ手に縛(しば)った。

			　人の姿をしている相手を殺すのは抵抗があるし、情報も取れるだけ取りたい。

			　などと思っていたら――。

			「侵入者だとっ?!」

			　通路の奥から新手が出てきた。それも、わらわらと現れた。

			　先の女と同じく黒(こく)曜(よう)石(せき)で作られたと思わしきヨロイや武器を身につけた、数十単位の集団だ。

			　この人数……。

			　勝つことはできても、殺さないのは難しいかもしれないな。

			　できれば殺すのは避けたいが、オレの命はオレのものじゃない。

			　ライナやシャルルや、みんなのものだ。

			　そのためであれば……。

			　なんてオレが思っていると、頭の中に声が響(ひび)いた。

			〈おやめなさい〉

			　水晶で作られた風鈴のような、澄(す)み渡る声だった。

			〈彼の者たちは、あなた方が敵う相手ではございません〉

			　女たちがざわめく。そのうちの数人が「陛(へい)下(か)」と言った。

			〈彼の者たちの目的はわたしです。遮(さえぎ)ることなく連れてきなさい〉

			「ハッ！」

			　女たちの中でも一際強そうな女が敬礼し、前にゆっくり歩み出た。

			　褐(かつ)色(しよく)の肌に赤茶色の髪をした女だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			〈ようこそいらっしゃいましたね〉

			　オレは女の案内の下、広い空間に通された。

			　そこにいたのは、博物館で見たティラノサウルスにも匹敵するほどの、巨大なアリだ。
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			　色も琥(こ)珀(はく)色に輝(かがや)いており、ほかのアリとは一線を画すことを全身で表している。

			　巨大アリは体を持ちあげ、腹部をオレたちに見せていた。

			〈察しているかもわかりませんが、わたくしがこの巣の女王(クイーン)です〉

			　テレパシーと言うのだろうか。声が頭に直接響(ひび)く。

			　その堂々とした声は、そこらの貴族よりも淑(しゆく)女(じよ)然(ぜん)としていた。

			〈あなた方の用件は――わたくしの命〉

			「その通りだ」

			　会話が通じる相手との戦いは、あまり気が進まないのだろう。ライナは少し、憂(ゆう)鬱(うつ)そうに言った。

			〈しかしながらわたくしは、あなた方とは戦いたくありません〉

			「なに……？」

			〈わたくしたちは他者と交わう――あるいは食すことで、その者の記憶や遺伝子を自身の物に変えることができる種です。現在人の形をしている者が多いのは、人を捕えて遺伝子を奪ったからです。それにより――わたくしたちは、大きな進化を遂(と)げました〉

			　クイーンは澄(す)んだ声で朗(ろう)々(ろう)と語った。

			〈他者さまの住み処を奪うということを学んでは、ガードアントさまのクイーンを殺して巣を奪い、他者さまを『家(か)畜(ちく)』と称して使(し)役(えき)することを学んでは、キマイラアントさまたちを部下として使いました〉

			　クイーンの声は、深い敬意に包まれていた。

			　目の前のクイーンからしてみると、人が悪徳として自(じ)虐(ぎやく)するような行いは、極めて優れた辣(らつ)腕(わん)として映るらしい。

			〈そしてわたくしたちが目指すのは、さらなる高みの世界です。ゆえにあなた方のような優秀な人たちがほしいのです〉

			「…………」

			〈特に右側の――アマクサラクトさま。あなたさまには、わたくしの娘をめとっていただきたい――とすら考えております〉

			「その場合、ほかの人間ってのはどうなる？」

			〈わたくしたちが求めているのは、優れた能力を持つ方々のみです〉

			「そうか……」

			　オレは剣を抜いた。

			「そういうことじゃ、話し合いもできないよな」

			〈ええ………………〉

			　クイーンは静かにうなずいた。

			〈わたくしは――あなた方という『個人』のことはそれなりに信じることもできますが、人間という『種』を信じることはできません〉

			「だろうな」

			　それはもう、人間であるオレが誰よりもわかる。

			　オレは別段、猜(さい)疑(ぎ)心の強い性格ではない。

			　それでも見知らぬ赤の他人に、『命を預けてくれ。絶対に裏切らないから』と言われて信じることはできない。

			　ましてこのクイーンは、部下や娘の命も背負っている。

			　信用が前提になる話し合いでの和解など、できるはずがない。

			　それが成立するとすれば、片方が片方を屈服させるか、長い闘争の末にお互いが疲れ果て、妥(だ)協(きよう)の心が芽生え始めた時だけだ。

			　わかり合えていないから、戦うのではない。

			　わかり合っていればこそ、この戦いは避けられない。

			　オレはクイーンに言った。

			「なぁ」

			〈なんですか？〉

			「この戦い――一対一の『決闘』にしてくれないか？」

			〈……？〉

			「オレはライナに手を出させないから、アンタもライナに手を出さないでほしい」

			〈わたくしは構いませんが――〉

			　クイーンはライナのほうを見た。ライナは血相を変えた。

			「なっ――、なっ――、なにを言っているのだっ！　アマクサ！」

			「そのままの意味だよ」

			　オレは目の前にいるクイーンを見上げる。

			　まだ戦闘態勢を取っていないから全容は掴(つか)めないものの、威圧感はただならぬものがある。

			　見た目の体長ですら一〇メートルはあると言うのに、感じる威圧感はそれ以上だ。

			　それは――アリの視点で人間を見上げるような、絶望的なまでの威圧感だ。

			　このクイーンを前にしたなら、ライナですらも――。

			　オレはギン――と殺(さつ)気(き)めいた感情を込めてライナを見据えては言った。

			「足手まといだ」

			「はぐっ……」

			　ライナはオレに反論しない。

			　口をパクパクと動かしてなにか言おうとしているが、それを言葉にできていない。

			　当然だ。

			　それをすることができないように、オレが圧力をかけているのだから。

			　それは相手がライナでなければ即死――あるいは泡を吹いて倒れてしまうようなものだ。

			　もしもこの圧力を抜けてなにか言えるようなら、オレは前言を撤回するが――。

			「かっ……、はっ……」

			　結果はむしろ真逆になった。

			　ライナは、首を縄で絞められているかのように呻(うめ)いては、首元を押さえた。

			　オレは殺(さつ)気(き)を解いてやる。

			「わかったか？」

			「…………」

			　ライナはなにも言わずに、大粒の涙をポロポロとこぼした。

			　そして無言でうなずいて、部屋の壁に下がった。

			「アマクサ……」

			　ライナはボロボロ泣きながら、銀色のナイフを首筋に当てた。

			「仮にキミが敗北したら……わたしは命を断つからな？」

			「…………わかった」

			　それをするなとは言えない。

			　それをするなと言うことは、オレは負けるかもしれない――と言うことだ。

			　それは言えない。絶対に言えない。

			　オレを信じてくれる女の子の前で、そんな弱気は見せられない。

		

	
		
			第28話　クイーンとの決闘。

			　

			　ライナの説得を終えたオレは、クイーンのほうを向いた。

			「そういうわけで頼むな」

			〈あなたは奇妙な人ですね〉

			「ん……？」

			〈あなたとこうして話していると、自分が『人の意を介(かい)するアリ』ではなくて、『アリの姿をした人』であるかのように錯覚してしまいます〉

			　オレは無言で剣を構えた。

			　クイーンの言葉を認めてしまうと、オレはクイーンを殺せなくなってしまう。

			　まぁそんなふうに考えることが、クイーンのことを『アリの姿をした人間』に思ってしまっている証(しよう)拠(こ)なのかもしれないが……。

			「ハァァ――――――」

			　オレはクイーンを殺すつもりで、自身の剣気を高めていく。

			〈フフフフ、フ…………〉

			　クイーンのほうも力を溜める。全身からの無形の力で空間を軋(きし)ませる。

			　巣穴の空気が小刻みに震え、土の雨がパラパラと降った。

			　くるっ!!

			　察した刹(せつ)那(な)、オレは素早くバックステップを踏んだ。

			　さらにバク転をした。

			　ドォンッ！　ドォンッ！　ドォンッ！　数瞬前までオレが立っていた場所で、堅いはずの地面が間(かん)欠(けつ)泉(せん)のように隆(りゆう)起(き)した。コンマ一秒遅れていれば、オレは串刺しにされていた。

			　テレパシーを使っていることから予想はできたが、ＥＳＰ。サイキック。

			　それが恐らくコイツの力だ。

			〈命を受けて息吹(いぶき)を上げよ！　ルフラーム・トルバーズ！〉

			　クイーンが詠(えい)唱(しよう)すると、隆(りゆう)起(き)した三本の土が武器を持った流線型の騎士となって襲いかかってきた。

			　オレは躊(ちゆう)躇(ちよ)せずに突っ込んだ。

			「桜(おう)花(か)斬(ざん)！」

			　剣を風のように振るい、土の騎士たちを細切れにする。

			〈やりますね〉

			　クイーンが楽しそうに言った。瞳を怪しく光らせる。

			　オレは素早く右に飛ぶ。地面がドォンッと隆(りゆう)起(き)する。

			　オレは剣を後ろに構えた。この剣で出せる限界の――四割の力を込めて振り抜く。

			「葬(そう)剣(けん)舞(ばい)、飛(ひ)空(くう)斬(ざん)!!」

			　剣圧により生まれた真空の刃が、クイーン目がけて飛んでいく！

			〈効きません！〉

			　クイーンはカッと気を開き、真空の刃を粉々に散らせた。

			〈ハアッ！〉

			　クイーンが腕を振る。空圧のハンマーがオレの脇腹を打った。

			　オレの体がぐらりとゆれる。クイーンの瞳が怪しく光る。

			　ドドドドドンッ！

			　目には見えない謎(なぞ)の脅(きよう)威(い)が、オレの体をサブマシンガンのように撃った。

			　ライナの悲痛な声が響(ひび)いた。

			「アマクサーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーっ!!」

			　だがオレは、ククッと笑って踏ん張った。

			　クイーンの今の攻撃は、確かにオレをサブマシンガンのように撃った。

			　だがしかし、逆に言うとそれまでだ。今のオレなら、サブマシンガン程度は屁(へ)でもない。溢(あふ)れでてくる脳内麻薬が、痛みやその他を別の世界に追いやっている。

			〈今のでダメージを受けないのですか……〉

			　恐れと敬意が混ざった声でつぶやくクイーンを前に、オレはニヤリと口角をあげた。

			「惚(ほ)れてるオンナが、すぐそばにいるからな。そういう時のオトコってのはなぁ、いつもの三倍強くなんだよ」

			〈不合理で不可思議で――理解に苦しむ性質ですね〉

			「自分でもそう思うよ」

			〈しかし――嫌いではございません〉

			　クイーンが再び力を溜める。ピシリ、ピシリと空気の割れる音がした。

			　オレはクイーンのほうへ突っ込む。ドドドドン。クイーンから、空圧の矢が放たれる。

			　オレは空圧の矢を受けながら強引に突っ込む。一流の騎士の斬(ざん)撃(げき)にも耐える、ミスリル糸で編まれた服がズタボロに破れるが、ギリと歯を食い縛(しば)った。

			　すべての攻撃を気合いで受けては高く跳び、剣が耐えられる限界ギリギリの力を腕に込めて叫ぶ。

			「月(げつ)天(てん)葬(そう)牙(が)！」

			　斬(ざん)撃(げき)が、クイーンの頭に吸い込まれようとした――。

			　しかし剣はパァンッと砕(くだ)け、粉雪のように舞った。

			〈わたくしにここまで近寄ってくるとは――驚(きよう)愕(がく)。驚(きよう)愕(がく)ですよ、アマクサラクト〉

			　クイーンの顔は、少し引きつっている。それでも、オレのことを称(たた)えた。

			〈しかし生(あい)憎(にく)――わたくしの力は対象が近ければ近いほど効果的に働くのです〉

			　それは真実なのだろう。オレの手脚は鋼鉄のクサリで縛(しば)られたかのように、ギッチリ固くなっている。

			　遠い距(きよ)離(り)の相手にもこれだけの力が使えるのなら、コレでオレの動きを止めたうえで、地面を強く隆(りゆう)起(き)させたり空圧の矢を放ったりすればよかった。

			〈アマクサラクト。あなたはすばらしい戦士です。ゆえにわたくしは、最大級の敬意を持ってあなたに言います〉

			　オレの手脚や首を捻じり切るつもりなのだろう。クイーンからの圧力が、少しずつ増してきた。

			〈来世では――わたくしの仲間になりなさいっ!!〉

			　クイーンの瞳がクワッと輝(かがや)いた刹(せつ)那(な)――。

			〈ガッ――〉

			　オレの膝(ひざ)の一撃が、クイーンの頭を鋭くゆらした。

			〈なっ……なぜ…………〉

			「クイーン。アンタは確かに強かったよ。空圧の矢は並の威力じゃなかったし、近接戦での超能力も半端なかった」

			　けどさ。

			「オレはアンタよりも強いっ!!」

			　オレは手刀を叩き込み、クイーンの頭をズバッと刎(は)ねた。

			〈見事……〉

			　クイーンは最期の瞬間になってなお、オレを称(たた)えながら命を散らした――が。

			　脳内麻薬の効果が切れたせいか、クイーンから受けた打撃が、オレの体に時間差でダメージを与えた。クイーンの力で浮いていた体も、拘(こう)束(そく)が解けたことで落下を始める。

			　オレは着地の体勢を整えようとしたが、ダメージのせいでうまくいかない。崩れたバランスそのままに、落下してしまいそうになる。

			　このままじゃ、落下の衝撃で死――――。

			　なんて思っていたら。

			「あまくさぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

			　すさまじい勢いで飛んできたライナが、オレの体を抱きとめた。

			　そのままゴロゴロ激しく転がる。

			「あまくさぁ！　あまくさあまくさあまくさぁ!!」

			　ライナはギューッと抱きついてくる。かわいい尻尾(しつぽ)もパタパタとゆれていた。

			　オレはライナを抱き締める。華(きや)奢(しや)でやわらかなライナを抱いていると、戦いの傷や痛みも、しとやかで心地よいものへと変わった。

			〈アマクサラクト……〉

			　不意にクイーンの声が響(ひび)いた。オレはライナを後ろにかばい、声がするほうを見た。

			　そこにはクイーンの頭があった。

			　ぽつんと地面に横たわり、オレのほうを見ている。

			「まだ生きているのか……？」

			〈首を刎(は)ねられてしまっても、多少であれば生きていられるのが、わたくしたちという種族です……〉

			　確かにアリや昆虫は、そういう性質を持っていたな。

			〈アマクサラクト。こちらに来ていただけますか……？　この姿では、離れているあなたと話すのも、少々辛いのです……〉

			「わかった……」

			　オレはゆっくり立ちあがり、クイーンへと寄った。

			「アマクサ?!」

			　ライナがオレを案じたが、オレは「大丈夫」と言った。

			「この人は、騙(だま)し討ちをするような卑(ひ)怯(きよう)者じゃない」

			〈そのように言われては、騙(だま)し討つことができなくなってしまうではございませんか〉

			　クイーンはクスリと冗談めかして笑った。

			　オレはクイーンの前で膝(ひざ)をつき、頬(ほほ)に触れた。

			「これでいいか？」

			〈はい……〉

			　声は酷(ひど)く弱々しかった。つい先刻までは琥(こ)珀(はく)色の太陽のように滾(たぎ)っていたマナが、今は吹けば消え去りそうなほどになっている。

			　ここまで弱ってしまっていては、騙(だま)し討ちなどやろうとしてもできないだろう。

			〈これは単なるお願いですが……。わたくしの娘――リアを引き取ってはいただけないでしょうか……？〉

			「なに……？」

			〈現在わたくしの中にいる――近いうちに生まれる予定の子です〉

			　クイーンがいったいなにを言っているのか、わけがわからなかった。憎み合っていたわけでないとはいえ、自分を殺した相手に、最愛であるはずの娘を託(たく)そうとするなんて――。

			〈逆なのですよ……〉

			「逆……？」

			〈自身を倒せるほどに優れた戦士であればこそ、自身の子どもを引き取り教育していただきたい――と思うのが、わたくしどもの価値観なのです〉

			　確かに筋は通ってる。変に憎んで恨むより、何十倍も合理的だ。

			〈特にあなたは――ただ強いだけでなく、不思議な魅力も備えた方です。最愛の娘の幸せを願って託(たく)すには、これ以上ない――とわたくしは思いました〉

			「娘さんの幸せ…………願ってるのか？」

			〈子の幸せを願わない母親がいるのですか…………？〉

			　クイーンの顔は語っていた。

			　太陽が東から昇って西へと沈み、夜がくれば朝がきて、冬がくれば春がくる。

			　それらがまったく当たり前であるのと同じ次元で、母親という生き物が子どもの幸せを願うのは当たり前であると。

			　死の淵(ふち)にあってなお、子どもの幸せを考えるのが当たり前であると。

			　アリなのに。クイーンはただのアリなのに。

			　なのにオレの母親よりも、何千倍も人間らしい。何万倍も母親らしい。

			　そんなふうに思ったら、オレはクイーンのお願いを無(む)下(げ)にはできなくなってしまって――。

			「わかった……」とうなずいてしまった。

			〈あなたは――本当に不思議な方ですね…………〉

			　心残りがなくなったせいだろう。クイーンから、マナが少しずつ抜けていった。

			〈わたくし――今の生に後悔というものはございませんが……。来世は人に生まれ変わって、あなたの戦友として戦ってみたいものです〉

			「オレのほうからもひとつだけいいか？」

			〈なんでしょう？〉

			「アンタのことは、オレに弔(とむら)わせてほしい」

			〈本当に――あなたは不可思議な人ですね〉

			　そうは言うクイーンだが、そこに拒絶の色はない。

			　オレはクイーンの頭を持って、横たわるクイーンの体へと乗せた。

			「等価の理(ことわり)を総(す)べる者として告げる……」

			　瞳を閉じて、右手にマナを集中させる。

			「汝(なんじ)が魂は崇(すう)高(こう)にして高貴。ゆえに我は鍵(かぎ)を手渡す。汝(なんじ)は鍵(かぎ)を黄(よ)泉(み)の世界のハールバルズへと示し、ヴェラチュールへと渡せ。さすれば汝(なんじ)は来世にて、その高貴なる魂にふさわしき肉体を与えられるであろう」

			　オレは光る指先を、クイーンのひたいにトン――と当てた。

			「回(かい)帰(き)せよ。リプロス・ルージュ！」

			　クイーンの体がパァァッ……っと、光り輝(かがや)く粒へと変わった。

			　それは琥(こ)珀(はく)色のぼたん雪のような、幻想的な美しさを携(たずさ)えていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オレの呪文を受けたクイーンの体が、琥(こ)珀(はく)色のぼたん雪のようになった。その輝(かがや)きは戦いで傷ついたオレの体をじんわりと癒(いや)し、雪が溶けるかのように消えていく。

			　そして跡には、胎(たい)児(じ)のようにうずくまったひとりの少女が残った。

			　オレのリプロス・ルージュは、死者の肉体をマナの塊へと還(かえ)す呪文だ。

			　生きている相手には効かない。

			　オレは少女――リアへと寄ると、胎(たい)児(じ)のようにうずくまっているリアの肩に手をかけて、仰(あお)向(む)けにした。

			「つっ――」

			　そしてカチンと固まった。

			　リアの体はほぼ人間というか――人間であった。

			　およそ高校生と思われるぐらいに育った体と、瞳を閉じた状態でもわかる整った顔立ち。雪のように白い肌。シャギーなショートヘアーは透き通るような薄い紫。頭にアリの触覚がついていることを除きさえすれば、どこをどうみても、人間の女の子にしか見えない。

			　母親的に考えて、もっとアリアリしていると思ってたのに……。

			　しかし息をしていない。羊水的な液に全身を濡らし、ぐったりとしている。

			　心臓のあたりも、まったく動いていない。

			　こういう時にすることはひとつ。オレは覆(おお)い被さり、リアの唇に唇を重ねた。

			　オレの吐(と)息(いき)をフゥ――……っと流し込む。

			　いきなり死んだりするんじゃねーぞ。お前の母さん、立派なやつだったんだからな。

			　そんな気持ちを込めながら、何度も吐(と)息(いき)を吹き込む。

			　その甲斐があったのか。リアは「ん………」と眉(まゆ)を動かし、けほっ………。と羊水のような液体を吐いた。そして、ぼんやり薄目を開いては――。

			「ラクト………？」

			「わかるのか……？」

			「少し………。」

			　リアはゆっくり体を起こした。オレのことをじっと見ている。

			　オレは気づいた。というよりも意識した。

			　リアは全裸だ。

			　服というか、布の一枚も身に着けていない、生まれたままの姿。

			　羊水に濡れて色っぽいことになっている体を、剥(む)き出しに晒(さら)してる。

			「あっあっ、ええっと……」

			　オレは悪いと思いつつ、リアの裸――特に胸を見てしまった。

			　たとえるならばお茶碗ぐらい。サイズで言えばＣカップ。

			　ライナともシャルルともロミナともレミナともミーアとも違う、完成された美乳。

			　こんな時にオレのバカッ！

			　オレはブンブン首を振り、煩(ぼん)悩(のう)を払う。マントを取って、「はおれ」と差しだす。

			　受け取ったリアは、首をツ……と横にかしげた。

			「命令………？」

			「え？」

			「今のは………命令？」

			「えっと……」

			「ラクトの言うこと、よく聞きなさい………。言われた。」

			「誰に……？」

			「お母さん………。」

			　テレパシーを使えるクイーンなら、自分の娘にテレパシーを送るなんて造作もないのか。

			「ラクト………？」

			　リアは首を横にかしげる。

			「今のは………命令？」

			　どうしたものか。オレは悩んだ。

			　命令と言えば簡単になるが、そういうことは自分の頭で考えるようになってもらいたい。

			　しかし『好きにしろ』と言って、裸でいることを選ばれても困る。うれしいけど困る。

			　仕方ない。

			「あっ、ああ。命令だ」

			「りょうかい………。」

			　リアは静かにマントをはおった。

			「この者は何者なのだ？」

			　ライナが訊(き)いてきた。

			　オレは少し悩んだが、ライナにウソはつきたくなかったので正直に話す。

			「あのクイーンの娘さん。引き取ってくれって頼まれた」

			「キミは……、それで引き受けたのか？」

			「うん」

			　オレがあっさりうなずくと、ライナは絶句した。

			　しかし次の瞬間には、悟ったようにほほ笑んだ。

			「そうか……」

			　ライナはオレの近くに座り、リアの顔をしげしげと見つめた。

			「かわいらしい子だな」

			「そう思う」

			　しかしライナの瞳は、こことは違うどこかを見ていた。
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			　想いを秘めるかのように瞳を閉じて……けれどすぐに開く。

			「それでは行こうか。アマクサラクト」

			　ジャキ――と銃を構えて、部屋の入り口に目を向けた。

			　部屋の入り口にはクイーンの部下だった兵たちが、群れを作って固まっていた。

			　戦うつもりなのだろうか。ライナは黒いマナを滲(にじ)ませている。

			　と――。

			「誤解しないでいただきたい」

			　赤茶の髪に褐(かつ)色(しよく)の肌をした女が、持っていた剣を地面へと置いた。

			「わたしはアイン。陛(へい)下(か)の親(しん)衛(えい)隊長をしていた者だ」

			　両手をあげて敵意がないことを示して、こちらのほうへと寄ってくる。

			「敗北を喫(きつ)した陛(へい)下(か)だが、最後の戦いを誇りに思いながら散られていった。それを穢(けが)すなどということは、わたしたちには死んでもできぬ」

			「ならば、なんの用なのだ？」

			　アインはザッとひざまずき、オレに向かって恭(きよう)順(じゆん)のポーズを取った。

			「わたしたちにとって、陛(へい)下(か)こそすべて。その陛(へい)下(か)が御子を預けたのならば、あなたさまはわたしたちの王も同然」

			「えっ……」

			　オレは困惑してしまった。いきなり王と言われても、どうしたらよいのかわからない。

			「お悩みになることはございません。右を向かせたければ右を向けと言い、左を向かせたければ左を向けと言い、邪魔になったと思われた日には、笑顔で『死ね』と仰(おつしや)ってくださればよいのです」

			　唐突な申し出だ。

			　しかしクイーンとのことがあったからだろう。オレは冷静に頭を働かせていた。

			「ライナ」

			　アインから少し離れたところで、オオカミっぽいライナの耳に唇を寄せた。こしょこしょとささやく。

			「はぐっ……」

			　ライナは身を硬直させて顔を赤くしていたが、大切な話なので構わずに続ける。

			「って……言おうと思うんだけど」

			「よっよっ、よいと思う……」

			　ライナは両耳を押さえ、叱られた子どものように小さくなって言った。

			　弱いんだな……耳。

			　かわいい。

			「たっ、ただ、ひとつ加えさせてくれ」

			「なに？」

			　オレは耳を近づけた。ライナはこしょこしょと話す。

			「ん……わかった」

			　オレはライナから離れ、アインに言った。

			「ガードアントを地上に出さない。人のことは襲わない。まずはこのふたつ」

			「ハッ!!」

			「あとは……」

			　オレはライナをチラと見てから言った。

			「オレのほうから戦力調査のための使者を出したら、素直に応じること」

			「仰(おお)せのままにいたしますっ！」

			　従順だな……。『死ね』って言ったらホントに笑顔で死にそうだ。

			　まぁなんにせよ、応じてくれるならありがたい。

			　そうしてくれれば、戦争捕(ほ)虜(りよ)のようなあつかいを受けることはあっても、虫として虐(ぎやく)殺(さつ)されることだけは避けられる。

			「それじゃあ行こっか」

			　オレはリアとライナに言った。

			　ライナはすぐに寄ってきたが、リアはぼうっと立ち尽くしては――。

			「命令………？」と首をかしげた。

			「あっ、ああ。命令だ」

			「りょうかい………。」

			　リアは（こく………。）とうなずいて、オレのほうに寄ると――。

			（ぎゅっ………。）と、オレの体にしがみついた。

			「………。」

			　リアはオレをじっと見て、これでよいのか無言で尋ねた。

			　ミステリアスで切れ長な目は、見ているだけで相手を魅(み)了(りよう)させてしまいそうだった。

			「まっ、まぁ、これでいいよ」

			　リアは生まれたてのゼロ歳児。そう思うと、あまり邪険にもできない。

			「うん………。」

			　リアはオレの胸に顔をうずめて、顔をすりすりこすらせた。（んっ………。んっ………。んっ………。）と、甘えたような声が漏(も)れ、アリの触角がふりふりとゆれる。

			　すると――。

			（ギュッ）

			　ライナもくっついてきた。オレの腕にしがみついては、そっぽを向いて唇を尖(とが)らせる。

			「大人げないとは、思っている……」

			　リアよりずっと大人なクセに、子どもみたいなヤキモチを妬くライナ。

			　なんか今すぐセッ……イチャイチャしたくなってきたが、それは流石(さすが)に自重する。

			　オレたちはアインに道を案内してもらいながら、地上へと出た。

		

	
		
			第29話　帰宅。

			　

			「ひさしぶりだなぁ」

			「ああ……そうだな」

			　キムレスの街に着いた。

			　石(いし)畳(だたみ)の道や豪華とは言えない露店の立ち並ぶ街並みが、奇妙なほどに懐かしい。

			「………。」

			　リアも興味を持っているのか、オレの胴体にギュッとしがみつきながら、アホ毛みたいな触覚をひこひこと動かした。

			「このあとなんか、手続きとか必要になる？」

			「一定以上のレベルを越えたクエストの場合、後進へ情報を残すという意味も含め、詳(しよう)細(さい)な報告をする必要がある」

			　真剣な顔で言うライナだが、コアラの赤ちゃんのように、オレにべったりとくっついている。

			　ああ、もう、かわいいなぁ。

			　オレはむずむずとする気持ちを感じつつ、シャルルたちのことを思いだして尋ねた。

			「その前に家に寄って、シャルルたちにあいさつとかは……」

			「かっ……可能だ」

			　ライナはゴクリとツバを飲んだ。

			「報告は速(すみ)やかなほうが望ましくはあるが、キミの家でセッ…………ではなくっ！　休(きゆう)憩(けい)をっ!!　軽く休(きゆう)憩(けい)をするぐらいであれば問題はない!!」

			　顔を真っ赤にして言うライナ。

			　精神分析学の父とも呼ばれる圧倒的権威、ジークムント＝フロイト先生は『言い間違いにこそ人間の本音が現れる』と語っていたが、オレは思いださないことにした。

			　ライナとリアを腕にくっつけたまま、オレは家へ向かった。

			　家に着いた。オレは半分腐っているドアに、パリッと割れている窓を見つめる。初めて見た時はその惨状に悲鳴をあげたりもしたが、今はなんだかほっとする。

			　オレは味わうように深呼吸をして、家のドアを開けた。

			「ラクトさまぁ!!」

			　飛びだしてきたシャルルが、オレにぎゅむっと抱きついてきた。オレは尻(しり)餅(もち)をついた。

			「ラクトさまぁ！　ラクトさまラクトさまラクトさまっ、ラクトさまぁ!!」

			　以前にもあったような気のする光景。

			　しかしシャルルがオレにしがみつく力は、以前の何倍も強かった。

			「シャルルはシャルルは……、とてもいけないシャルルであります……。ラクトさまのことを信じ切れなかったシャルルであります……。ラクトさまを信じ切れずに万が一のことを考えては夢にまで見て、夢にまで見て…………。はぅぅ～～～～～～～～～～～～」

			　ボロボロと泣きじゃくり、オレにしがみつく力を強めるシャルル。

			　それはまるで、全身で、オレが生きていることを確かめているかのようだった。

			　オレもシャルルを抱き締め、シャルルのぬくもりを全身で感じた。自分が生きていることを確かめた。

			　レミナとロミナにミーアらも、かしこまってオレを見ていた。

			「シャルル」

			「はい……」

			　その一声でシャルルは察し、場所をゆずった。

			　オレはまず、右側にいたロミナへと視線を向けた。

			「わわっ、わたしは別に、そういうつもりで見ていたわけでは……」

			　それじゃあレミナは。

			「アッアッ、アタシも、そういうつもりじゃ……ないじゃんね」

			　ミーアは？

			「ボボッ、ボクは、リーダー優先してあげてほしいかな……」

			　しかしオレが「嫌なのか？」と尋ねると――。

			「それはない」「ですっ！」「じゃんっ！」「よっ！」

			　合っているようなズレているようなタイミングで、叫んだ。

			　オレはすっと手を伸ばし、一番小さく抱き寄せやすいロミナを抱いた。

			「あぅっ……」

			　抵抗はない。とくとく言ってる心臓の音が、喜んでいることをオレに伝えている。

			　次にレミナを抱きしめた。

			　この中で一番背の高いレミナは一番肉感的でもあって、抱いてて一番気持ちいい。

			　つややかな黒髪も、撫(な)でててとても心地よい。

			　そして最後は、シャルルにゆずろうとするミーアを捕らえ、半ば無理やり抱きしめた。

			　背中と髪をやさしく撫(な)でて、互いのぬくもりを交換し合った。

			　そうやって全員を抱きしめていたら――。

			（くい………。）

			　リアが袖(そで)を引いてきた。ポウッとした目でオレのことをじっと見ている。

			「してほしいのか……？」

			（こくり。）

			　それじゃあ仕方ないな。オレはリアを抱きしめた。

			　リアの体はライナやシャルルとは違い、全体的にふわっとしていた。

			　水枕やウォーターベッドを抱き枕にしたような感じ……と言えば近い。

			「………。」

			　リアは満足してるのか、オレの胸に顔をうずめて、頭についてるアホ毛みたいな触角――もうアホ毛でいいやを、ピト………とくっつけてきた。

			　みんなのやわらかな体に接していると、守りたいものを守れたことを実感できた。

			　緊張の糸がはらはらとほぐれ、密かに溜まっていた疲れがじわりじわりと溢(あふ)れでてきた。眠気で頭がコクンと垂れた。オレが倒れないよう、ライナが背中にくっついてきた。

			「休んでよいぞ。アマクサ」

			「報告は……」

			「わたしがしておく」

			「そっか」

			　それなら言葉に甘えてしまおう。オレはゆっくり立ちあがり、テントへと向かった。

			　シャルルたちは遠慮気味にしていたが、リアはオレの服の裾をキュッ……と摘(つ)まみ、行列を作るアリさんみたいについてきた。

			　テントの中にもぐったオレは、自分でも驚くような速さで眠りについた。

		

	
		
			第30話　戦い明けて。

			　

			　コトコトコト。シチューを煮込む音がした。濃厚な匂いも漂(ただよ)ってきた。

			　寝ていたオレは「んん……」とうなり、左の脇に違(い)和(わ)感(かん)を感じた。

			　寝そべったまま、チラリと見る。

			　リアが小さく背中を丸め、オレの脇腹にくっついていた。

			（くぅ………。くぅ………。）と、かわいい寝息を立てている。

			　頭のアホ毛も、寝息に合わせて（ぴこ………。ぴこ………。）と動いてる。

			　着ているものは、昨日オレが渡したマントだ。

			　そしてオレが気がつくと、かわいいアホ毛が首をかしげたように動いた。

			「おはよう」

			　オレが声をかけてやると、

			（こく………。）とうなずく。

			　オレはテントから出た。

			「おはようございますっ！　ラクトさまっ！」

			　テントの外では、シャルルが三つ指をついてオレを見上げていた。

			「ほほほっ、本日は僭(せん)越(えつ)ながら、お食事をご用意させていただいたでありますっ!![image: kao_331.png]」

			　シャルル以外には、レミナ、ロミナ、ミーアの三人がいる。

			「まぁ座ってよ。ラクトさん」

			「あっ、ああ」

			　オレはナベの前に座った。ナベの下にはヒートメタル製のフライパンがある。

			　マナを吸っては熱を発する一品だ。発熱温度は八〇度から一二〇度。ナベの下に置くなどして、食材を煮込むために使うのが一般的だ。

			　値段はそれなりにするが、大体の家庭に一品はある。日本ふうに言うと、『ちょっと値の張る電子レンジ』だ。

			　そんなフライパンの熱で煮込まれた肉とシチューを、シャルルがオタマでお皿に入れた。

			　レンゲのようなスプーンでぐるぐるとかき回しながら、うかがうような上目遣いでオレを見る。

			「あの……。ラクトさま……」

			「ん？」

			「シャルルはシャルルはその……ラクトさまのおよ…………ではなくて。じょじょ、助手になりたいシャルルであります……」

			「うん」

			「そしておよ……助手の役割と言えば、ご主人さまに尽くすことであります……！」

			「まぁ……そうだね」

			　オレが相(あい)槌(づち)を打つと、シャルルはゴクリと生(なま)唾(つば)を飲んだ。

			「ででで、ですのでシャルルはそれの一環として、おおお、お食事をシャシャシャ、シャルルの手でラクトさま、に…………」

			　そこがシャルルの限界なのか。シャルルは茹(ゆ)でられたタコのように真っ赤になって、はうぅ……とうめいた。

			　奇妙なところでヘタレなシャルル。しかしそこがかわいくもある。

			「わかったよ。シャルル」

			「はうっ?!」

			「口あけてるから食べさせて」

			「はいでありますっ！」

			　シャルルはシチューをスプーンですくうと、フゥー、フゥーと息を吹きかけ、唇で挟(はさ)んだ。

			「わんっ!!」

			　熱さに驚き一(いつ)旦(たん)落とし、また改めてフゥー、フゥーと冷ましては唇で挟(はさ)み、肉の温度を確かめた。

			　オレは頬(ほほ)がじんわりと熱くなっていくのを感じる。

			　熱いものを相手に食べさせる前に自分で温度を確かめるのは、この世界では割りと普通だ。

			　しかしシャルルが照れまくっているせいか、オレのほうまで照れる。

			　シャルルとはセックスまでしている関係のはずなのに、小学校の時のフォークダンスで好きな子と手を繋(つな)いだ時のように、ドキドキとしている。

			「でっ……、では。失礼させていただくであります……」

			　シャルルがオレの口に、肉の塊を入れてきた。オレはもぎゅっと肉を噛む。ほどよい塩っ気が絡んだ肉のうま味が、口いっぱいに広がった。

			　もぎゅもぎゅ噛んでは、ジュワジュワ溢(あふ)れる肉汁を味わい、ゴクリと飲み込む。なんとも言えない香ばしい香りが、口の中に残った。

			「うめぇ……」

			　そんな声も自然と漏(も)れた。

			「それは事実でありますかっ?!」

			「うん。事実」

			「はうぅ…………っ！」

			　シャルルは感極まってブルブルと震えた。

			「ににっ、肉はさ、アタシが取ってきたじゃんよっ！」

			「わたしは、おねぇちゃんが取ってきたお肉から、特に品質がいいのを選別しましたっ！」

			「ボクはお肉や野菜をほどよく切って、最後にリーダーが……」

			「細かな味つけをしたでありますっ!!」

			　レミナにロミナにミーアにシャルルが、順番に言った。オレはニコッと笑顔で返す。

			「ありがとう、みんな」

			「はうっ！」

			「あうっ！」

			　シャルルとロミナがビクッとすくみ、胸を射(い)貫(ぬ)かれたかのように押さえ、ミーアは赤く染まったほっぺたを両の手で包み、「ハァーン♡」っと恍(こう)惚(こつ)の表情を浮かべた。

			　レミナは洋服の胸元を握り締め、「くぅ……」っと、感極まったかのような表情をした。

			（くい………。）

			　さりげにオレの隣に座って、オレと腕を組んでいたリアが、オレの服の袖(そで)を引いた。

			　きゅぅ………。と腹の虫が鳴り、じぃ………。と意味ありげな視線。

			「食べたいのか？」

			（こくっ。）

			　そういやリアは、昨日帰ってオレといっしょに眠ったもんな。

			　生まれてから一回も食事を取っていないわけだ。

			　つまり……。

			　

			『ラクトさん………ごはんまだ？』

			『やだなぁリアちゃん。前世で食べたばかりでしょ？』

			　

			　みたいな状況にあるわけか。

			　うん。鬼畜だ。

			「シャルル」

			「はっ、はいであります」

			　オレはシャルルから皿を受け取り、肉をスプーンですくい取った。

			　フーッ。フーッ。息を吹きかけ冷ましてやって、リアの口の前にやる。

			「あーんをすると、よいあります！」

			　リアは口を開かなかった。肉を見て、アホ毛をぴこぴこ動かして、興味を示しはするのだが。

			（じいっ………。）

			　と、オレを見つめて動かない。

			「お肉さんがムリなのかなぁ」

			　ミーアがリンゴをシャリシャリ剥(む)いた。器用に剥(む)いては八分の一にカットして。

			「はい、あーん」

			　リアは興味を示したが――。

			（………。）

			　結局は、なにか言いたそうな顔で、オレのことをじっと見つめる。

			　アホ毛みたいな触角が、ヒントのようにひこひこゆれた。

			（いや……待てよ）

			　むしろ答えなのではないだろうか。オレはリアの頬(ほほ)をつかみ、口をあーんとあけさせた。

			　シャルルが首をかしげた。

			「ラクトさま……？」

			「オレはこういう本が好きで、わりと読んでいたから知ってるんだけどさ。アリの子どもっていうか赤ちゃんは、自分ではごはんを食べられないんだよ」

			　オレはリアの歯に触れた。

			　リアの歯は歯でありながらくにくにとしてて、とてもモノを噛めそうではなかった。

			　そういうことなら仕方ない。

			　オレは肉を口に入れ、もぐもぐと噛んだ。そして、リアの頭と背中に腕を回して――。

			　リアの唇に唇を重ねて、口移しで飲ませた。

			　リアは静かに瞳を閉じて、こくり、こくりと飲み込んだ。

			「ラクトさま……」

			　シャルルが、世界の終わりみたいな顔をしていた。瞳を涙で滲(にじ)ませて、ぷるぷると震えてる。

			　ほかのみんなもどういうわけか、困惑の表情を浮かべていた。

			　なんなんだいったい。

			　オレは疑問に思いつつ、肉を噛んではリアに口づけをし、口移しで――――って。

			　原因それかっ!!

			　オレとしては、子猫に哺(ほ)乳(にゆう)ビンでミルクをあげる程度の感覚だったが、絵的に見ればディープキス。シャルルたちが困惑するのも、無理はなかった。

			「アリの子どもは、自分でエサを食べることができない。だから大きくなるまでは、口移しで食べさせてあげないとダメなの」

			「そういう理由でありますか……」

			「そういう理由」

			　さらに食べ物は、何度も噛み砕(くだ)くことで消化酵(こう)素(そ)が分(ぶん)泌(ぴつ)される。

			　だから道具で砕(くだ)くより、原始的な口移しで食べさせてやるほうが確実だ。

			　オレは肉を口に入れ、もぐもぐ噛んでは口移しで与えた。

			「はぅぅ…………」

			　しかしシャルルは、やっぱり哀しそうな顔をしていた。

			「やましくないであります。やましくないであります。ラクトさまはただ、純粋なお優しさから行動しておられるのであって、けっしてやましくないであります……」

			　そして、今にも泣きそうな顔で、ブツブツとつぶやいている。

			　グスンと鼻をすすっては、はうぅ……とうなってつぶやいている。

			　さらにミーアがポツリと言った。

			「やましくはないけど、羨(うらや)ましいよね……」

			（（（こくっ!!）））

			　三人がそろってうなずいた。

			　仕方ないな。

			「こい」

			「はっ、はいっ！」

			　オレの前に寄ったシャルルは、瞳をキュンッとかわいく閉じて、胸の前で丸っこくした両手を合わせた。

			　長いまつ毛は震えてた。

			　恥じらいとためらいに、本当にしてもらえるのかどうかといった不安が混ざった顔だった。

			　たまらん顔だ。オレはシャルルの背中に腕を回して、強く抱き寄せキスをした。

			　唇を唇に押しつけて、マシュマロのようにやわらかな唇を唇で味わう。舌もくちゅりと差し入れる。シャルルがビクッとケイレンするが、構わずに貪(むさぼ)る。

			　昨日〈18禁〉をやらないで寝たせいか、なんかいろいろ溜まってた。

			「はうぅぅ…………」

			　シャルルは頸(けい)動(どう)脈(みやく)に媚(び)薬(やく)でも打たれたかのように、恍(こう)惚(こつ)でグロッキー状態になった。

			　そうやってオレは、レミナやロミナとも濃厚なキスを交わした。

			　そしてミーアのかわいい唇をあむあむと味わっていると、ドアのほうからドサッと荷物の落ちる音がした。

			　そこにいたのはライナであった。

		

	
		
			エピローグ

			　

			　ライナがオレをじっと見つめる。

			　ポカンと瞳を丸くして、瞳を滲(にじ)ませ、オレを指差しブルブルと震える。

			「キッ、キッ、キキキっ、キミはっ、キミはっ、キミはっ……」

			　そんなライナの表情は、三割の哀しみと七割のヤキモチで作られていた。

			「ごめん」

			　オレはミーアを離し、ライナへと近づく。

			「みんなにやって、ライナにしないのは不公平だもんな」

			　ライナの肩に手を置いて、チュッ……と甘いキスをしてやる。

			「んっ……」

			　ライナはうっとり瞳を細め、耳をピクピク動かした。

			　唇を離す。ライナは手の甲を口に当てると、悔しげに涙ぐんだ。

			「今のわたしは何よりも、たかがキスでキミを許す気になるわたしが憎い…………」

			「それで今日はなんの用？」

			「…………」

			　ライナは憮(ぶ)然(ぜん)としながらも、自身が落とした茶色の封筒を拾った。

			「戦後処理の方針会議の際に使う資料だ」

			　ライナはつかつかと歩き、ナベの前に座った。中のスープをオタマですくってコップに入れると、両手で持ってズズゥ……と飲んだ。

			「キミは気づいていないかもしれないが、クイーンの娘であるリアを生かして置いておくのは、反対を受ける可能性も高い行為だ」

			「それはまぁ…………そうかもしれないけどさ」

			　だからと言って、そんな意見は聞き入れない。場合によっては、街も世界も敵にする。オレはそんな意志を込め、リアの体をギュッと抱いた。

			「ゆえにわたしは、クイーンを討伐するために集めていた人員を調査隊として再編成し、巣内の残存戦力などについて調べた」

			　淡(たん)々(たん)と語るライナの言葉に、オレは孫(そん)子(し)の話を思いだした。

			　武(たけ)田(だ)信(しん)玄(げん)の『風(ふう)林(りん)火(か)山(ざん)』の元ネタにもなった孫(そん)子(し)だが、戦争はカネがかかります。だからやらないほうがいいです。それでもやるなら利益が出るか考えましょう――とも言っている。

			　それを判断するには、なによりも情報が重要だ。

			　そしてライナが出してる資料は、めっちゃ詳しい。

			　クイーンが残した戦力に、彼女らと衝突をした際に予想される被害。

			　被害が生まれることによって滞(とどこお)るギルド業務の数々。それに伴う治安や経済の悪化。

			　それらについての予測と記述が、詳(しよう)細(さい)かつ綿(めん)密(みつ)に書かれている。

			　衝突しなければ得ることができる、鉱石類についての話もあった。

			　巣内にあった、ブルークリスタルを始めとする鉱石類があげる利益は、一年間で数億ルドから数千万ルドにも上るほどであった。（ちなみに日本円に換算すると、九〇円で一〇〇ルドぐらいだ）

			　正面から衝突をすることは、そのすばらしい採掘技術を葬(ほうむ)ることに等しい。

			　さらにライナの資料には、クイーンの部下たちが反(はん)旗(き)を翻(ひるがえ)した場合の想定についても、述べられていた。

			　反撃を受けた場合の被害を戦力ごとに想定し、一定のラインまでは縮小も必要だろう――といった所見も述べられていた。

			　それの中では、労働力が不足気味の地方数十について述べられ、移住にかかる費用については、鉱石類が生みだす利益で十二分に賄(まかな)えるともあって――――。

			　オレは疲れた。

			「あのさぁ……ライナ」

			「なんだ？」

			「オレが寝てたのって、一日だけだよね…………？」

			「そうなるな」

			　おかしい。ライナおかしい。たった一日でこんなに細かいデータを集めて詳(しよう)細(さい)な計算も済ませてるとか、有能過ぎにもほどがある。

			「わたしは『冒険者の街』における冒険者ギルドの長であるのだぞ？」

			　ライナはコップを両の手で持ったまま、オレにジト目で言ってきた。

			　ギルドマスター。すごい、です。

			　一国の宰(さい)相(しよう)も務まりそうなほどに高い情報処理能力を持ちながら、そこらの冒険者ならまとめてぶっ飛ばせるほどに強く、一〇〇の男に尋ねれば一〇〇人が『かわいい』と即答するぐらいにかわいくって、ポニーテールがよく似合う。

			　貧乳ということを除きさえすれば、もう完(かん)璧(ぺき)なんじゃないだろうか。

			「わたしが、それほどがんばったのに、キミは朝から、ほかの女と…………」

			　ライナはブスッと唇を尖(とが)らせた。オレは頭を撫(な)ぜてやる。

			「ごめんね、ライナ」

			「…………」

			　ライナはブスッと唇を尖(とが)らせたまま、石のようにじっとしていた。

			　けれども耳はぴくぴく動き、大きな尻尾(しつぽ)はパタリ……パタリと振られてた。

			　それでもライナは押し黙っていたが、しばらくすると小さな声で、

			「……………………許す」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　優秀過ぎるライナのおかげで、戦後処理の方針会議は驚くほど簡単に終わった。

			　ライナは出される懸(け)念(ねん)や疑問について、次から次に、「それについては――」と資料をまくり、客観的に論(ろん)破(ぱ)する。

			　どんな角度からの懸(け)念(ねん)にも、「それについては――（資料）」で終わらせる。

			　その無(む)双(そう)ぶりたるや、未来の国からやってきた猫型ロボットさんが、どんな懸(け)念(ねん)や疑問を出されていたかを事前にチェックし、それを元に資料を集めてきたかのようであった。

			　ライナさん。すごい、です。

			　揉める可能性があったリアの処(しよ)遇(ぐう)も、細かい話が始まる前から、『クイーンの部下が大人しいのはクイーンがオレにリアを預けたから』という前提が染み渡っていて、細かい話が始まる前から『オレに預けるしかない』という結論が出ていた。議論が始まったかと思ったら、一瞬で終わった。催(さい)眠(みん)術(じゆつ)とか超スピードとか、そんなチャチなもんではなかった。

			　すごい。

			　ぎるどますたー。すごい。

			　そして会議は速(すみ)やかに終わり、あとにはオレとライナだけが残った。

			「流石(さすが)に少々疲れたな」

			　ライナがふうっと息を吐き、自身の肩をさすった。

			「本当にお疲れ」

			　オレは心から言うと、ライナの肩をぐにぐにと揉んだ。

			「はぐっ……」

			　するとライナはピクッとすくみ、頬(ほほ)をほんのり赤くした。

			　それでもオレが揉んでると、

			「すまんな……アマクサ」と言って、浸(ひた)るように瞳を閉じた。

			　オレが指を動かすたびに、とてもかわいいオオカミの耳と、ポニーテールに結わえられた銀色の髪がふりふりとゆれた。

			　こうしているとよくわかる。ライナの体はとても小さい。その身長を数字にすれば、一四〇の半ばぐらいだ。しかも体格が華(きや)奢(しや)なため、受ける印象はそれ以下だ。

			　なのにとても優秀で、いろんなことをがんばっている。

			　そんなふうに思ったら、いつもの八倍は愛おしくなった。

			　昨日からしたかったアレを、したくてしたくてたまらなくなった。

			「ねぇ、ライナ」

			「なんだ？」

			「このあとの予定はどうなってるの？」

			「一度帰宅し、休む予定だ」

			「そういうことなら家まで送ってくよ」

			「む…………そうか」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ライナが住んでいる場所は、ギルド本部の一室であった。

			　そこは最上階に近く、窓からは街の景色を一望できる。

			　床材はフローリングの床を思わせる木材で、印象的には地球側のマンションに近い。

			　しかしながら殺(さつ)風(ぷう)景(けい)だ。家具という家具が、白いベッドひとつしかない。

			　まぁ……それだけあれば充分なんですけどね。

			「それではアマクサ。また会お――――はぐっ?!」

			　オレはサヨナラを言おうとしたライナを抱え、ベッドの上にドサッと落とした。

			「アッアッ、アマクサ?!」

			　戸(と)惑(まど)うライナを押し倒し、唇を奪う。

			「ンンーーーッ!!」

			　唇を奪いながら平たい胸をシルバーグレイの軍服越しに撫(な)で、やわらかな股(こ)間(かん)に手を伸ばす。クニクニといじる。いやらしくさする。

			「ンウッ、ンウッ、ンウーーーーーッ!!」

			　ライナはじたじた暴れていたが、構わずにいじる。白い首筋にキスをする。

			「はぐゥンッっ！」

			　ライナはビクッと仰(の)け反(ぞ)った。

			　ビクッと仰(の)け反(ぞ)りハァハァ甘く喘(あえ)ぎつつ、オレに向かって言ってきた。

			「はアッ、アッ、アッ、ままま、待ってくれ。アマクサ。わたしは体を洗っていないし、服も着たままだっ！　するのはよいが、服を脱いで体を洗う時間を――――クゥンッ!!」

			　ライナは、オレが首筋を甘く噛んだら抗議をやめた。

			　ライナには悪いがガマンできない。今日の凛(り)々(り)しいライナを見てたら、ガマンとかできない。

			　下(げ)卑(ひ)た性欲というよりは純粋な愛おしさから、いっぱい交わりたいと思ってしまった。

			　オレはずるりとズボンを降ろし、ライナの中にねじ込んだ。

			「はわぁんっ…………！」

			　ライナは暴れていたクセに、オレのそれを根本まで受け入れた。

			　オレはライナと激しく交わる。ライナが脱ぎたがっていた服は、一回につき一枚のペースで脱がしていった。

			　そうしてオレは、全裸のライナにぶっかける。

			「はぐぅ……」

			　ぐったりしたまま、白(はく)濁(だく)液(えき)にまみれるライナ。

			　なにも知らない人が見たら、オークの集団に襲われたかと思うかもしれない。

			　それでもオレは足りなかった。

			　この程度では、オレがライナを想う気持ちの十分の一しか表現できていない。

			　ライナの足を持ちあげおしっこをする犬のような体勢を取らせ、再び挿れようとした。

			「ふわあぁぁぁんっ！　ふわっ、ふわっ、ふゎあぁんっ！　今日はダメだ！　もうダメだぁ！　死ぬっ、死ぬっ、死んでしまうぅ！　これ以上されたら死んでしまうぅぅぅぅぅぅ!!」

			　必死に哀願するライナに、オレは言った。

			「『イヤ』って言ったらやめるけど？」

			「はぐっ……」

			　ライナは葛(かつ)藤(とう)していたが、しばらくすると観念したのか、白いシーツに顔をうずめた。

			「イヤなはずは…………なかろう」

			　それならいいや。オレはライナにずぷっと挿れた。

			「ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

			　ライナの喘(あえ)ぎを聞きながら、オレはライナを突いていく。えっちなライナのえっちなところはぬちゅぬちゅやらしい音を立て、いやらしく絡みついてきた。

			　喘(あえ)ぎ続けるライナは、すごくなければ凛(り)々(り)しくもない、ただの無力な女の子だった。

			　それがとてもかわいくて、オレはズルズルやってしまった。

			　あと三回で終わらせてあげようと思ってたのが、五回、六回、七回とやってしまった。

			「ふわぁんっ！　ふわぁんっ！　あんっ！　あぁぁぁぁんっ!!」

			　かわいい。ライナかわいい。

			　好き。とても好き。

			　だけどここにいないみんなも、同じくらい好きだ。

			　だから家に帰ったら、ちゃんと埋め合わせをしよう。大好きだってこと、全身で伝えよう。

			　

			　オレたちのイチャラブはこれからだっ!!

			　

			〈『物理さんで無双してたらモテモテになりました』②へ続く〉

		

	
		
			番外編　リアの気持ちと朝ごはん。

			　

			　ここはとある女王の腹部。

			　のちに『リア』と呼ばれる少女が、『意識』と呼ばれる現象に目覚めた。

			　自分がいったい何者で、どのような存在なのか。

			　そんなことをぼんやりと思いつつ、春の日の木漏れ日のように温かく、やわらかな膜に包まれていることを、肌で感じ取っていた。

			『お母さん』と呼ぶべき存在が、温かいものであることも知った。

			　

			『お母さん』が消えたのは、その二週間後のことだった。

			　

			◆　◆　◆　◆　◆

			　

			　戦いの音がした。

			　わたしのお母さんと、お母さんのところにやってきた『ラクト』のふたりが戦っている。

			　お母さんが力を使って空圧の矢を放ち、『ラクト』へと当てる。

			　それでも『ラクト』は倒れない。ニヤリと笑い、お母さんへ跳びかかる。

			　お母さんは力を使い、『ラクト』の体を捕まえた。

			　けれど最後は、『ラクト』に首をハネられた。

			　それがなにを意味してるのか。わたしにはわからなかった。

			　ただほんのすこし、自分を包んでくれていた温かさが冷たくなったのを感じた。

			　それはすこしの冷たさだった。

			　だけどわたしの心には、例えようのない不安と冷たさを与えた。

			　わたしは怖くなってしまって、お母さんの中で小さく震えた。

			　そんなわたしの頭の中に、お母さんが現れた。

			　絹(きぬ)のように美しい、つややかな髪を持った女の人だ。

			〈こんにちは――リア〉

			（………ぺこり。）

			〈少々残念なことに、わたくしは――アマクサラクトという勇敢な戦士に敗れてしまいました。今はあなたの頭の中に、精神体として入り込んでおりますが、それも長くはありません〉

			（………？）

			　お母さんの言葉の意味がわからなくって、わたしは首を横にかしげた。

			　お母さんはわたし抱きしめ、自分が敗れたことで起こる事象を、言葉を使わず映像で見せた。

			　伝えられた事象の意味も、わたしはほとんどわからなかった。

			　ただひとつ。

			　今まであった温かさ。お母さんがくれていたぬくもりに、もう触れることはできない。

			　お母さんがこの世界から消えて、二度と会えない存在になる。

			　それだけは理解して、涙がハラとこぼれてしまった。

			　嫌だと思った。

			　怖いと思った。

			　裂くような痛みが、胸の真ん中に走った。

			　それなのに、お母さんは消えていく。

			　ほほ笑む顔も、自分を抱き締める腕も、涙をぬぐってくれた指も。

			　消えていく――消えていく。

			　わたしはお母さんに抱き着いた。いやいやと首を振り、『行かないで――』と頼んだ。

			　消失はとまらなかった。

			〈ラクトさんの言うことを、よく聞くのですよ――〉

			　それだけ言って、光の粒となって消えた。身を包んでいたぬくもりも、完全に消え去った。

			　生まれて初めての『外』は、凍(こご)えるほどに冷たかった。

			　イシキとか、カラダとか、ココロとか。生きている存在にとって大切なもののすべてを氷に変えて、粉々にしてしまうかのような場所だった。

			　だけどわたしは、そんな世界を『イヤだ』とは思わなかった。

			『イヤだ』と思う気持ちさえ、凍りついていたからだ。

			　お母さんがいないのに、自分がいても仕方ない。

			　そんな思いも胸にはあった。

			　そこに『ラクト』がやってきた。

			　わたしの体をゆすったり、ほほに触れたりして、わたしの命を確認していた。

			　そしてわたしに、吐息を流し込んできた。命を流し込んできた。

			　強引だった。

			　吹雪(ふぶき)で荒れた雪原に立つ氷柱にかける火炎魔法のような熱を、わたしに注ぎ込んできた。

			　生きろよ。生きろよ。死ぬんじゃねーぞ。

			　そんな声も聞こえた。

			『ラクト』が持っていた記憶も、わたしの中には流れ込んだ。

			　わたしのお母さんをどんなふうに思っていたのか。

			『ラクト』自身が、どんなお母さんに育てられたのか。

			　わたしのことを、どんなふうに思っているのか。

			　それがハッキリするにつれ、わたしの中で『ラクト』という概念上の存在に過ぎなかった人が、ラクトという名の、意識ある、ひとりの人間として感じられるようになった。

			　ラクトはわたしの何十倍もお母さんといたのに、わたしの一万分の一もお母さんに愛されていなかった。

			　

			　この人に、悲しい思いをさせたくない――。

			　

			　わたしは強くそう思った。思ってみたら、瞳が自然と開いていった。

			「けほっ………。」

			　意識の覚(かく)醒(せい)とともに、口の中から、液体がこぼれた。

			　ぼんやりと目を開き、目の前にいた人を見る。

			「ラクト………？」

			「わかるのか……？」

			「すこし………。」

			　わたしはラクトの顔を見つめる。

			　ラクトはほっと、安(あん)堵(ど)の吐息を吐いていた。

			　その表情は、無限に近いやさしさとぬくもりに満ち溢れていた。

			　その顔だけで、目を覚ましてよかった………。と思った。

			　わたしはゆっくり体を起こす。

			「あっ、あっ、ええっと……」

			　ラクトはなぜか、きょろきょろとした。怪しい人のようにきょろきょろとして、わたしの胸をじっと見た。それから首をブンブン振っては――。

			「羽(は)織(お)れっ！」

			　わたしにマントを差し出してきた。

			　これはどういう意味だろう。わたしは理解できなかった。

			　だけど、それでも――。

			「命令………？」

			「え？」

			「今のは………命令？」

			「えっと……」

			「ラクトの言うこと、よく聞きなさい………。言われた。」

			「誰に……？」

			「お母さん………。」

			　だからわたしは、それがラクトの命令だったら、意味がわからなくっても聞く。

			「ラクト………。」

			　ラクトからの返事がなくて、わたしは首を横にかしげた。

			「今のは………命令？」

			「あっ、ああ。命令だ」

			　ラクトはちょっと、困りながら答えた。

			　だけどラクトの命令だったら、わたしはどんなことだって聞く。

			　だからわたしは、ラクトのマントを静かに羽(は)織(お)った。

			　そのあとのラクトは、わたしのお姉さんに当たる人といろいろと話して、わたしに言った。

			「それじゃあ行こっか」

			　どこにだろう。わたしはまったくわからなかった。

			　けど――。

			「命令………？」

			　それがラクトの命令だったら、なんだって聞く。

			「あっ、ああ。命令だ」

			　それならわたしは逆らわない。ラクトと離れてしまわないよう、（ぎゅっ………。）とくっつく。

			　ラクトのことを、じっ………。と見上げる。

			「………。」

			　これでいいか尋ねようと思ったのに、ふしぎと声はでなかった。

			　ラクトに『ダメ』と言われることが、なぜだかとても怖かった。

			「まっ、まぁ、これでいいよ」

			　わたしはとてもうれしくなった。

			　ラクトの胸に顔をうずめて、「んっ………。」とほおずりしてしまう。

			　あったかい。ラクトは、すごくあったかい。

			　こうしてくっついているだけで、ぽかぽかとする。胸の奥、ぽかぽかとする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ラクトはわたしに、とてもよくしてくれた。

			　毎日ごはんを食べさせてくれたし、夜にはやさしく抱きしめてくれたし、服を作ってくれたりもした。

			　着方がよくわからなかったので、着せてもらったりもした。

			　ぎゅっ………。って抱っこしてもらいながら、ニーソックスというらしい白い布を履かせてもらった時は、本当にぽかぽかとした。

			　だけどラクトは、時々だけどわたしを置いて出かける。

			　シャルルさんかミーアさんを連れて行く時は、その日のうちに帰ってきてくれるけど、シャルルさんとミーアさんを家に置いていく時は、次の日にならないと帰ってこない。

			　帰ってきたラクトに、ぎゅっ………。って抱き着いて、お母さんも使っていた『超能力』でラクトの頭の中を覗くと――。

			『はぅわぁん！　はぅわあぁんっ！　ラクトさまっ！　ラクトさまあぁ！！』

			　えっちなことしてる。

			　一週間で十回以上、えっちなことしてる。えっちなことをやりにいくのが一週間に四回以上で、一回で終わらないことがたくさんあって、一週間に十回以上。

			　もう本当に、えっちで……。えっちで……。

			　

			　生きている………えろす。

			　

			　そんな言葉も頭に浮かぶ。

			　だけどえっちなことをしないと、人は………ほろぶ。

			　それにラクトがえっちなことをする時は、相手の人を、すごく、いっぱい好き好きしてる。

			　好き好きされたシャルルさんやミーアさんは、いっつも、いっぱい、ぽかぽかしてる。

			　うらやましい。

			　恥ずかしいけど、うらやましい。

			　わたしもラクトに、いっぱい好き好きされてみたい。

			　そんなふうに考えながら、ラクトにペタペタと甘えてみる。

			　ごはんを口移しで食べさせてもらう時、ラクトの服をキュッと握って、唇が合わさっている時間を長くしてみる。ラクトの腕にくっついてる時、ラクトの肩にすりすりしてみる。夜、寝る時、ラクトのほっぺにキスをしてみる。ラクトの名前を呼んでみる。

			「ラクト………。」

			「どうした？」

			（リアにも、好き好き………。してください………。）

			　頭の中で思うけど、なぜか言葉になってくれない。

			　顔とか、胸とか、じわじわの、あつあつで、なぜか言葉になってくれない。

			「さびしいのか？」

			（こく………。）

			　さびしい。ラクトが好き好きしてくれないの、さびしい。

			　だけどラクトは、わたしに好き好きしてくれない。だけど代わりに、ギュッ……って抱きしめてくれる。

			　それは好き。すごい好き。

			　好き。好き。好き。

			　頭の中で何回も言って、ラクトの胸に顔をうずめて、すりすりってする。ラクトが好き好きしてくれないなら、わたしが、いっぱい、好き好きってする。力いっぱいギュッてする。

			　するとラクトは、わたしの頭や、背中、よしよしってしてくれる。うれしい。とても気分が落ち着いて、くぅ………って眠たくなってくる。

			　本当は、もっと起きてて、ラクトによしよししてもらいたい………けど………。

			　

			　朝がきた。

			　わたしはゆっくり目を覚ます。きのうの夜も、わたしは途中で寝てしまったらしい。

			　わたしが目を覚ましても、ラクトが寝ているままだった。

			　わたしはラクトの顔を見て、チュッ………っとほっぺにキスをする。

			　満足で、幸せ。おいしいごはん、おなかいっぱい食べた時と似てる。

			　それでわたしは、思いついた。

			　

			　ラクトにごはんを作ってあげよう。

			　

			　ごはんはいつも、ラクトがひとりで作ってしまうか、シャルルさんとミーアさんが協力して作る。

			　どっちのごはんも、とてもおいしい。

			　だからわたしも、ラクトやシャルルさんたちにごはんを作ったりしてあげたい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ゆさゆさゆさ。

			　テントで眠っていたオレは、ゆすられる触感で目を覚ます。

			「っ……」

			　視界の先にはリアがいた。オレの体に腕を伸ばして、ゆさゆさゆさっとゆすってる。

			「おはよ……」

			（こくっ。）

			　オレがゆっくり体を起こすと、リアはオレの唇の横に、チュッ………。とかわいいキスをしてきた。

			　オレはリアの頭を撫でて、あいさつに答える。

			　リアのかわいい、アホ毛みたいな触角が、ぴこぴこと動いた。

			　オレはいっしょに起きてきた、シャルルやミーアにも朝のあいさつをした。

			（くい。くい。）

			　リアがオレの服を引き、テントの出口を指差した。

			「どうかしたのか？」

			（こくっ。）

			　微妙に答えになっていない。

			　しかしそれでも、外になにかあるらしいのはわかった。

			　オレはテントの外に出る。手料理があった。

			　ナベの中で煮えている。ビーフシチューのような香りと色合いを放つ、見た目だけならおいしそうな食べ物だ。

			　しかしナベの周辺に、無数の小瓶が散らばっている。どれも普段使ってる、薬草や調味料だ。

			　直接的な毒性を持っているものはないが、七本ぐらい散らばっている。

			　適量を使えばトレビアンな塩やコショウも、量によってはジーザスだ。

			（くい。くい。）

			　リアがオレの袖を引き、（じぃ………。）と見てくる。

			「リアが作ってくれたのか？」

			（こくっ。こくっ。）

			　リアは二回うなずいた。リアが二回うなずくというのは、強い肯定を意味していることが多い。

			「ラクトのこと、よろこばせたかった。」

			　リアはとっても、健気(けなげ)な声で言ってきた。

			　無(む)下(げ)にはできん。

			　オレはナベの前に座った。オタマでナベをかき混ぜる。

			　匂い、普通。色、普通。使われている食材も、見た限りでは普通。

			「どうする？　ラクトさん。ボクが先に味見する？」

			「いや、いい。リアがオレのために使ってくれた手料理である以上、オレが一番に食べる」

			　オレはオタマで自分の皿に、リアが作ったシチューを入れた。

			（じいぃぃん………。）

			　リアはうれしかったらしい。体を小さく震わせていた。

			　かわいいなぁ、リア。かわいい。

			　でもオレは、料理を食べていないんだ。結果次第で、ひどいことを言うかもしれないんだ。

			　だからあんまり喜ばないでくれ。

			　それでもリアの手料理がおいしければ、世界のすべては平和で終わる。

			　祈りにも近い願いを込めて、オレはシチューをスプーンで混ぜた。中の肉をすくい取る。

			　隣のリアが真剣な、[image: kao_329.png]な顔でオレを見ている。

			　オレは肉を、口へと入れて――――。

			　

			　ゴハアッ!!

			　

			　吐き出してしまった。

			「なに入れたんだ?!　硝(しよう)酸(さん)か?!」

			（がーんっ!!）

			　リアはとってもショックを受けた。

			（ブンブンブン！　ブンブンブン！）

			　オレに（ぎゅっ～～～～～～～～～。）っと抱きついて、[image: kao_331.png]な顔で首を振る。

			　硝(しよう)酸(さん)なんて入れていないことを、必死になってアピールしてくる。

			「ラクトさん、その言い方はあんまりだと思うよっ?!」

			「シャルルも、おひどいと思うであります……」

			「そうは言うけどな……」

			　オレは皿をミーアへと差し出す。

			　ミーアはちょっぴり怯みつつ、シチューをすくい、口へと入れた。軽く咀(そ)嚼(しやく)し――。

			「○×△＄■っ!!」

			　プチパニックを起こし、口を押さえてもがもがと暴れた。

			　それでもなんとか飲み込んでつぶやく。

			「この料理、誰を殺す予定なのっ?!」

			（ぶんぶんぶんっ!!）

			　リアは[image: kao_331.png]な顔で首を振った。

			「ミーアっ?!」

			「ボクになにか言う前に、リーダーも食べてみてっ!!」

			　シャルルがとがめようとしたものの、ミーアはパンにシチューをつけて、シャルルの口に押し込んだ。

			「んうっ、んっ、んうぅ…………！」

			　シャルルの顔が、劇薬。または毒薬を流し込まれたかのようになった。

			　かろうじて飲み込んで、決死の表情で言ってくる。

			「死を前提とするならば、食すことは可能であります……！」

			　一見ひどいシャルルのセリフ。それでもかなりフォローしている。

			（………。）

			　リアはしょんぼりうつむいて、体をぷるぷる震わせた。とても悲しんでいた。

			「なぁ、リア。味見とか……しなかったのか？」

			（………？）

			　リアは首を横にかしげた。

			　まだ歯が弱いリアは、固形物を食べれない。だから『自分で食べる』という発想に、至ることがなかったのだろう。

			　オレはリアの肩を掴んで、リアの口にキスをした。

			　こんな刺激物をリアに食べさせるわけにはいかないが、口の中に残っている風味だけでも、その危険性はできると思う。

			（んっ………！）

			　リアは酸っぱい梅干を食べた子どもみたいに瞳を閉じて、オレから伝わる刺激に耐えた。

			「わかったか？」

			（………こく。）

			　リアは静かにうなずいた。顔はいつもの無表情のようだが、まつ毛はほんのり湿ってた。太陽を見ることができないままに溶け消えていく根雪のような哀しさを携(たずさ)えていた。

			「リーダー、新しいおナベ持ってきたよぉ～」

			「おつかれであります」

			　オレがリアに食べ物の危険性を教えていると、ミーアがナベを持ってきた。新しいナベに、シャルルはシチューを移してく。リアのシチューが、半分になった。

			「リアさまの手料理は、酸系調味料のドロルピリーヴァーが入り過ぎなのであります。少量であればほどよい刺激になるでありますが、大量に入れるのはまずいのであります」

			「ドロルで味付けしてんなら、シロを刻んで入れればいいか」

			「シロさん切るならボクがやるよー」

			　シャルルがヤカンのような水差しで、ナベに水を追加した。同時にミーアが、ミルクのように真っ白なニンジンをみじん切りにする。

			『シロ』ことホワイトキャロットは、ゆでると玉ねぎのような甘味と触感をだす。

			　こういう場面に入れる食材としては適任だ。

			「こんなもんかな」

			　オレはシチューを皿に取り、玉ねぎ同然のホワイトキャロットを口にふくんだ。ほのかな歯ごたえと甘みが口に広がる。

			「うん、いける」

			　リアの口にキスをして、リアにも味わわせてやる。

			（………こく。）

			　リアはしょんぼりとうなずいた。

			　無理もない。おいしく生まれ変わったとはいえ、自分が一生懸命作った手料理を全否定されてしまったのだから。

			　オレはリアの頭を撫でた。

			「今回は残念だったけど、作ってくれたのはうれしかったからな？　今度は失敗しないよう、最初からいっしょに作ろうな」

			「………。」

			　とってもうれしかったらしい。リアのアホ毛みたいな触角が、ぴこぴことゆれた。

			（じいぃぃぃん………。）と全身を震わせて――。

			　

			　ぎゅっ～～～～～～～～～～～～～～～[image: kao_331.png]

			　

			　と、オレに抱き着いてきた。

		

	
		
			ｋｔ60（ケーティーロクジュウ）

			今年に入り、うれしいことがふたつありました。ひとつ目が、パンの耳を安く買えるお店が見つかったこと。ふたつ目が、物理さんの書籍化です。わぁい。（二〇一四年十月現在）

			　

			イラストレーション

			ｃｃｃｐｏ（スリーシーピーオー）

			京都府出身、奈良県在住。主な仕事はソーシャルゲームイラストやゲーム原画など。趣味は釣りとサッカー観戦ですが、釣り場が遠いので最近は雑誌を眺めるだけの日々です。（二〇一四年十月現在）
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			本電子書籍は株式会社双葉社刊『物理さんで無双してたらモテモテになりました①』（２０１４年10月２日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。

		

	OEBPS/image/kao_331_fmt2.png





OEBPS/image/4c_1_fmt.jpeg





OEBPS/image/kao_331_fmt1.png





OEBPS/image/p_177_fmt.jpeg





OEBPS/image/kao_331_fmt4.png





OEBPS/image/kao_331_fmt5.png





OEBPS/image/p_89_fmt.jpeg





OEBPS/image/p_183_fmt.jpeg





OEBPS/image/p_37_fmt.jpeg





OEBPS/image/kao_331_fmt3.png





OEBPS/image/kao_329_fmt.png





OEBPS/image/p_123_fmt.jpeg





OEBPS/image/p_221_fmt.jpeg





OEBPS/image/cover.jpg





OEBPS/toc.xhtml

		
			
						
					表紙
				


						
					目次
				


						
					プロローグ
				


						
					第１話　その男、ギルス・トリストラと名乗る。
				


						
					第２話　ああ、もう、こん畜生。英語で言えばファッキンだ。
				


						
					第３話　盗賊に出会うお話。
				


						
					第４話　気分だよ。
				


						
					第５話　シャルルはおもらしっ子。
				


						
					第６話　シャルルさんは巨乳。
				


						
					第７話　マジメな思考はエロヒャッハーと吹っ飛びました。
				


						
					第８話　シャルルの過去と正体。
				


						
					第９話　世界の男の一四割は、巨乳が好きだと思います。
				


						
					第10話　悲劇というのは突然に。
				


						
					第11話　ギルドマスター・ライナティアス＝ミューレン・ミューレン。
				


						
					第12話　ギルドマスターの実力。
				


						
					第13話　それが理由でホントにいいのか?!
				


						
					第14話　男として。
				


						
					第15話　ライナの気持ち。
				


						
					第16話　その説明じゃオレ、やたら強いレイプ魔だよっ?!
				


						
					第17話　セシリア＝フェアゲッセン。
				


						
					第18話　セシリアとの決闘。
				


						
					第19話　ラクトの作戦。シャルルとの再会。
				


						
					第20話　なんかモテているオレと、魔剣・ファング＝フリッガー。
				


						
					第21話　サヨナラ、ファング＝フリッガー。
				


						
					第22話　魔剣覚醒～初めての18禁的なアレ～
				


						
					第23話　長い夜が明けて。
				


						
					第24話　ライナちゃんは複雑。
				


						
					第25話　ライナの決意。
				


						
					第26話　遭遇、キマイラアント。
				


						
					第27話　クイーンとの邂逅。
				


						
					第28話　クイーンとの決闘。
				


						
					第29話　帰宅。
				


						
					第30話　戦い明けて。
				


						
					エピローグ
				


						
					番外編　リアの気持ちと朝ごはん。
				


						
					奥付
				


			


		
	

OEBPS/image/p_285_fmt.jpeg





OEBPS/image/p_264_fmt.jpeg





OEBPS/image/4c_6-7_fmt.jpeg





OEBPS/image/p_71_fmt.jpeg





OEBPS/image/4c_2-3_fmt.jpeg





OEBPS/image/4c_4-5_fmt.jpeg
A

ﬁ..sz_Eé,wﬁbIﬁbv:.:;






OEBPS/image/p_151_fmt.jpeg





OEBPS/image/4c_8_fmt.jpeg





OEBPS/image/kao_117_fmt.png
0140





OEBPS/image/kao_331_fmt.png





